


全国学校軽音楽部協会は全国学校軽音楽部協会は
「部活動は教育の一環である」の理念のもと「部活動は教育の一環である」の理念のもと
高等学校軽音楽部の活動を応援しています。高等学校軽音楽部の活動を応援しています。

　現在、全国で軽音楽系の部活動が活発に行われ、多くの生徒が軽音楽を通して様々なことを学んでい　現在、全国で軽音楽系の部活動が活発に行われ、多くの生徒が軽音楽を通して様々なことを学んでい
ます。それは、軽音楽部の「自主性」や「責任感」の伴う活動が学習意欲の向上につながり、「コミュニケーます。それは、軽音楽部の「自主性」や「責任感」の伴う活動が学習意欲の向上につながり、「コミュニケー
ション」「チームワーク」「クリエイティビティー」といった社会で必要とされるスキルを育てることがション」「チームワーク」「クリエイティビティー」といった社会で必要とされるスキルを育てることが
できる部活動だと認知されてきたからだと思います。しかし、その一方で、他の部活動に比べるとまだできる部活動だと認知されてきたからだと思います。しかし、その一方で、他の部活動に比べるとまだ
その運営方法や指導方法などが確立しておらず、学校単位、各都道府県の高等学校文化連盟軽音楽専門その運営方法や指導方法などが確立しておらず、学校単位、各都道府県の高等学校文化連盟軽音楽専門
部や軽音楽連盟単位での活動にとどまっているのが現状です。また、大会における審査基準やレギュレー部や軽音楽連盟単位での活動にとどまっているのが現状です。また、大会における審査基準やレギュレー
ション、校外活動の範囲、部活動とバンド活動との違いなどに統一された定義がないことが軽音楽部のション、校外活動の範囲、部活動とバンド活動との違いなどに統一された定義がないことが軽音楽部の
発展の妨げになっていると思います。発展の妨げになっていると思います。

　今後、軽音楽部の社会的な認知と発展が進み、生徒が部活動として正しく活動できる状態にするには、　今後、軽音楽部の社会的な認知と発展が進み、生徒が部活動として正しく活動できる状態にするには、
文化庁をはじめ、各都道府県の高文連専門部や連盟、顧問の先生方と協力しながら、全国規模の交流が文化庁をはじめ、各都道府県の高文連専門部や連盟、顧問の先生方と協力しながら、全国規模の交流が
できる場を作ることや軽音楽部員への直接的な支援、及び指導が必要だと思います。できる場を作ることや軽音楽部員への直接的な支援、及び指導が必要だと思います。

　私たちは、このような支援活動を推進するには、公平性と中立性を保ちながら、情報公開を通じて広　私たちは、このような支援活動を推進するには、公平性と中立性を保ちながら、情報公開を通じて広
く一般の方の賛同を得ることができる特定非営利活動法人としての活動が望ましいと考え、本協会を設く一般の方の賛同を得ることができる特定非営利活動法人としての活動が望ましいと考え、本協会を設
立しました。これまでにも、情報誌の発行、大会や合同演奏会の運営支援、大会プログラムの発行、生立しました。これまでにも、情報誌の発行、大会や合同演奏会の運営支援、大会プログラムの発行、生
徒や顧問への各種クリニックや講習会の開催、軽音楽連盟発足の支援などを行ってきました。今後も不徒や顧問への各種クリニックや講習会の開催、軽音楽連盟発足の支援などを行ってきました。今後も不
特定、かつ多数の公益に寄与しながら、軽音楽を通して青少年の健全な育成を目指していきます。特定、かつ多数の公益に寄与しながら、軽音楽を通して青少年の健全な育成を目指していきます。

特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会
keionkyo.orgkeionkyo.org
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特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会
理事長　三谷佳之

mitani@keionkyo.org
Twitter　@yoshiyukimitani

三 谷 佳 之  YOSHIYUKI MITANI

BLOOD SABBATH（www.bloodsabbath.com）

※ 会社のホームページで設立以来の活動を紹介し
ています

　昨年に引き続き、今年も新型コロナウイル

ス感染症の拡大防止対策で、部活動が例年通

りにできていない地域は少なくないと思いま

す。東京に 4 回目の緊急事態宣言が発令され、

オリンピックが無観客開催となったことで、

多くの軽音楽部の大会が中止になった昨年の

夏を思い出しましたが、萩生田文部科学大臣

が「部活動は学校の教育活動の一環で、大会

が中止になることは子どもたちへの影響が大

きい」との認識で、「部活動の大会や練習は適

切な感染防止策を講じた上で、できる限り続

けられるようにして欲しい」と発表したこと

で、当協会を含め、大会関係者は安堵してい

ると思います。

　さて、今月号の巻頭特集は「（パート別）良

い音、好きな音を奏でるための『音作りの基

本』」です。楽器の演奏技術や表現力を高める

際に見落されがちなのが「音（サウンド）」で

す。料理を例にすると、同じ材料を同じよう

に調理しても「味」に差が出てきます。単に

「料理をする」と言っても、そこには調理方法

や使う器具に違いがあります。材料の下処理

をどうするか、調味料のさじ加減や加熱具合、

水分量、盛り付けまで、いろいろなところに

料理人自身の「創意工夫」があるはずです。

それらは教科書通りであったり、あえて常識

から外れていたり…試行錯誤を繰り返した「結

果」だと思います。同じことが「楽器の演奏」

にも言えます。記事を参考に楽器や機材の「調

理方法」を試行錯誤して、自分の欲しかった「音

（サウンド）」を追求してください。「弘法は筆

を選ばず」と言いますが、それは弘法大師の

領域だからこそであり、私たちのような一般

人は「筆＝機材」に結果が左右されてしまい

ます。日頃から自分の楽器や機材をよく知り、

整備して、慣れておくことが大切です。

　最後に…来る 8 月 24 日、国立オリンピッ

ク記念青少年総合センターにて、音楽やエン

タメ業界の多岐にわたる職業を紹介するイベ

ント「音楽／エンタメ業界 EXPO 2021」

を開催します。詳細は本誌 6 〜 7 ページをは

じめ、当協会のホームページや SNS をご覧

ください。メインタイトルの「音楽／エンタ

メ業界 EXPO 2021」と、サブタイトルに

ある「どんな仕事があるのかな？　まだ知ら

ないことがいっぱい！」「この夏休みに、将来

の進路選択肢を広げよう」が、このイベント

の内容を物語っています。音楽、楽器、コンサー

ト、イベント、テレビ、映像、アニメ、声優、ゲー

ム音楽、幼児教育、福祉介護など…興味や関

心はあるものの、どんな仕事があるのかまで

は、具体的によく知らないのではないでしょ

うか。このイベントでは、幅広い仕事の種類

やそれぞれの楽しさ、難しさ、やりがいをは

じめ、必要とされるスキルなどを紹介し、将

来の進路を考える際の視野を広げる一助にな

るイベントです。この夏休みを利用して、ぜ

ひ会場に来てください。

　では、また次号で、またはイベント会場で

お会いしましょう。

弘法は筆を選ばず。私たちは弘法に非ず

F r o m  C h i e f - I n - E d i t o r

　小学生で電気に興味を持つ。中学生でブリティッ

シュ・ロックに目覚め、将来はイギリスに住む！

と妄想。英語は必須と直感。エレキ・ギターを弾

きつつ、シンセサイザーに興味を持ち、楽器より

電気に傾倒。国立奈良工業高等専門学校電気工学

科に進学。ロックバンドを組むが長続きせず。在

学中、興味の対象は広告宣伝や販売促進、マーケ

ティングに移る。某電子楽器メーカーに就職後、

最新テクノロジーだった通信事業に興味を持ち、

9 年間の勤務を経て、独立。ミュージックネット

ワークを設立。インターネットのない時代から音

楽と通信ネットワークの分野で数々の日本初のビ

ジネスを立ち上げる。2000 年の少し前、イン

ターネット業界では当たり前の「コンテンツは無

料」というコンセプトを雑誌に応用した「無料雑

誌」を思いつき、創刊。2013 年、高校の軽音

楽部向けの無料雑誌「DiGiRECO.JR」を創刊。 

2018 年、大学の軽音楽サークル向けの無料雑誌

「DiGiRECO.SR」を創刊。同年、特定非営利活動

法人「全国学校軽音楽部協会」を設立。

　音楽面では約 10 年前にバンドへの興味が再燃。

ハードロック系イベントを主催する。その後、主

催するよりも出演する方が楽しそう…ということ

で方向転換。高専生時代から好きだったヘヴィメ

タルの元祖「BLACK SABBATH」のトリビュー

ト・バンド「BLOOD SABBATH」を結成。年間

12 回以上のライブを展開。編集長の立場を利用し

て BLACK SABBATH のメンバーに会うなど…

やりたい放題の公私混同。2013 年 5 月、直訳ロッ

カーの王様と日本語で BLACK SABBATH の名

曲を演奏したアルバム「黒い安息日伝説」を発売。

好調な売れ行きに気を良くして、現在、第 2 弾を

計画中。2015 年 5 月、BLACK SABBATH の

ギタリストであるトニー・アイオミのトリビュー

ト・アルバムに参加。世界デビューを果たす。
音楽／エンタメ業界 EXPO2021
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■北海道 ----------------------------------------------------------------
6187 旭川市 旭川実業高等学校 軽音楽サークル
6190 旭川市 旭川明成高等学校 軽音楽部
6239 旭川市 北海道旭川東高等学校 軽音楽同好会
6240 旭川市 北海道旭川南高等学校 音楽同好会
6233 虻田郡 北海道ニセコ高等学校 音楽部
6246 伊達市 北海道伊達高等学校 軽音楽部
6465 磯谷郡 北海道蘭越高等学校 音楽同好会
6221 河西郡 白樺学園高等学校 軽音楽同好会
6259 岩見沢市 北海道岩見沢農業高等学校 軽音楽部
6350 空知郡 北海道上富良野高等学校 音楽同好会
6412 空知郡 北海道南幌高等学校 軽音楽部
9516 釧路市 釧路工業高等専門学校 軽音楽部
6266 釧路市 北海道釧路湖陵高等学校 音楽研究部
6281 厚岸郡 北海道厚岸翔洋高等学校 軽音楽部
6450 厚岸郡 北海道霧多布高等学校 軽音楽愛好会
6186 江別市 とわの森三愛高等学校 軽音楽部
6287 根室市 北海道根室高等学校 ロック同好会
6197 札幌市 札幌山の手高等学校 軽音楽部
6199 札幌市 札幌新陽高等学校 軽音楽部
6201 札幌市 札幌静修高等学校 軽音楽部
6203 札幌市 札幌大谷高等学校 音楽同好会
6292 札幌市 市立札幌旭丘高等学校 創楽部
6321 札幌市 市立札幌平岸高等学校 軽音楽部
6218 札幌市 東海大学付属札幌高等学校 軽音楽部
4455 札幌市 北海道芸術高等学校 軽音部
6303 札幌市 北海道札幌英藍高等学校 ギター部
6296 札幌市 北海道札幌琴似工業高等学校 軽音部
6300 札幌市 北海道札幌厚別高等学校 軽音楽部
6305 札幌市 北海道札幌新川高等学校 軽音楽部
6308 札幌市 北海道札幌西高等学校 軽音楽部
6312 札幌市 北海道札幌東高等学校 フォークソング部
6313 札幌市 北海道札幌東商業高等学校 軽音楽部
6316 札幌市 北海道札幌南高等学校 軽音部
6320 札幌市 北海道札幌平岡高等学校 軽音楽部
6322 札幌市 北海道札幌北高等学校 軽音楽部
6475 札幌市 北星学園女子中学高等学校 軽音楽部
6391 山越郡 北海道長万部高等学校 軽音楽部
6193 室蘭市 海星学院高等学校 軽音楽部
6334 室蘭市 北海道室蘭東翔高等学校 軽音楽部
6210 小樽市 小樽明峰高等学校 軽音部
6213 小樽市 双葉高等学校 音楽同好会
6340 小樽市 北海道小樽桜陽高等学校 軽音楽部
6342 小樽市 北海道小樽水産高等学校 軽音楽部
6343 小樽市 北海道小樽潮陵高等学校 軽音楽部
6339 小樽市 北海道未来創造高等学校 軽音楽部
6425 上川郡 北海道美瑛高等学校 軽音楽部
6214 帯広市 帯広大谷高等学校 軽音楽部
6381 滝川市 北海道滝川工業高等学校 軽音楽部
6232 中川郡 北海道おといねっぷ美術工芸高等学校 軽音楽部
6426 中川郡 北海道美深高等学校 軽音楽部
6195 中川郡 北海道幕別清陵高等学校 軽音楽部
9529 苫小牧市 苫小牧高等商業学校 軽音楽部
6405 苫小牧市 北海道苫小牧総合経済高等学校 軽音楽部
6209 函館市 市立函館高等学校 軽音楽部
6222 函館市 函館ラ・サール高等学校 一般音楽部
6416 函館市 北海道函館工業高等学校 軽音楽部
6420 函館市 北海道函館中部高等学校 LMC
6423 美唄市 北海道美唄尚栄高等学校 軽音楽部
6424 美唄市 北海道美唄聖華高等学校 軽音楽部
6388 標津郡 北海道中標津高等学校 音楽研究部
6231 幌泉郡 北海道えりも高等学校 軽音楽部
6460 紋別郡 北海道雄武高等学校 軽音楽部
6451 勇払郡 北海道鵡川高等学校 軽音楽部
6471 礼文郡 北海道礼文高等学校 軽音楽部
■青森県 ---------------------------------------------------------------- 
4461 むつ市 青森県立むつ工業高等学校 吹奏楽部軽音部門
4457 むつ市 青森県立田名部高等学校 軽音楽サークル
4463 五所川原市 青森県立五所川原高等学校 軽音楽同好会
4466 五所川原市 青森県立五所川原農林高等学校 軽音楽同好会
4479 弘前市 弘前学院聖愛高等学校 軽音楽部
4478 弘前市 弘前東高等学校 ギター部
4470 弘前市 青森県立弘前高等学校 軽音楽部
4480 黒石市 青森県立黒石高等学校 軽音楽部
4501 青森市 青森県立青森高等学校 軽音楽部
4509 青森市 青森県立北斗高等学校 軽音楽部
4531 八戸市 向陵高等学校 軽音楽部
4522 八戸市 青森県立八戸中央高等学校 軽音楽愛好会
4530 八戸市 千葉学園高等学校 軽音楽愛好会
4526 八戸市 八戸聖ウルスラ学院高等学校 軽音楽愛好会
4533 平川市 青森県立尾上総合高等学校 軽音楽愛好会
4535 北津軽郡 青森県立板柳高等学校 ギター部
■岩手県 ---------------------------------------------------------------- 
4545 一関市 一関修紅高等学校 ギター同好会
4538 一関市 岩手県立一関第一高等学校 軽音楽部
4549 奥州市 岩手県立水沢高等学校 フォークロック同好会
4553 奥州市 水沢第一高等学校 軽音楽部
4558 花巻市 岩手県立花巻北高等学校 軽音楽部
4567 岩手郡 岩手県立雫石高等学校 軽音楽部
4593 盛岡市 岩手県立盛岡工業高等学校 軽音楽部
9486 盛岡市 岩手県立盛岡青松支援学校 音楽クラブ
4587 盛岡市 岩手県立盛岡第一高等学校 軽音楽部
4589 盛岡市 岩手県立盛岡南高等学校 軽音楽部
4594 盛岡市 岩手県立杜陵高等学校（定時制） 音楽部
4598 盛岡市 盛岡スコーレ高等学校 軽音楽部
4602 盛岡市 盛岡誠桜高等学校 軽音楽同好会
4599 盛岡市 盛岡大学附属高等学校 軽音楽部
4603 盛岡市 盛岡中央高等学校 軽音楽部
■秋田県 ---------------------------------------------------------------- 
4630 秋田市 秋田県立秋田高等学校 軽音楽同好会
4633 秋田市 秋田県立秋田北高等学校 軽音楽同好会
4635 秋田市 秋田県立秋田明徳館高等学校 軽音楽部
4634 秋田市 秋田県立新屋高等学校 軽音楽同好会
4644 秋田市 秋田令和高等学校 軽音楽部
■宮城県 ---------------------------------------------------------------- 
4680 遠田郡 宮城県南郷高等学校 軽音楽部
4682 塩竈市 宮城県塩釜高等学校 音楽部
4687 刈田郡 宮城県蔵王高等学校 音楽部
4693 気仙沼市 宮城県気仙沼向洋高等学校 軽音楽部

4691 気仙沼市 宮城県気仙沼高等学校 軽音楽部
4694 気仙沼市 宮城県本吉響高等学校 軽音楽愛好会
4697 宮城郡 宮城県松島高等学校 軽音楽愛好会
4698 宮城郡 宮城県利府高等学校 ギター部
4702 栗原市 宮城県岩ヶ崎高等学校 軽音楽部
4699 栗原市 宮城県築館高等学校 軽音楽部
4705 柴田郡 宮城県柴田高等学校 音楽部 ( 軽音楽 )
4716 石巻市 宮城県石巻工業高等学校 軽音楽部
4731 仙台市 宮城県宮城第一高等学校 軽音楽部
4720 仙台市 宮城県宮城野高等学校 軽音楽サークル
4732 仙台市 宮城県工業高等学校 軽音楽愛好会
4750 仙台市 宮城県仙台三桜高等学校 ギター部
4725 仙台市 宮城県仙台第一高等学校 音楽（ギター）部
4730 仙台市 宮城県仙台第二高等学校 ギター部
4752 仙台市 宮城県仙台南高等学校 軽音楽部
4726 仙台市 宮城県仙台二華高等学校 フォークソング研究部
4743 仙台市 宮城県泉高等学校 軽音楽同好会
4737 仙台市 尚絅学院高等学校 軽音楽部
4740 仙台市 常盤木学園高等学校 ボーダーレス部
4728 仙台市 聖ウルスラ学院英智高等学校 軽音楽同好会
4738 仙台市 聖ドミニコ学院高等学校 軽音楽部
9501 仙台市 聖和学園高等学校 三神峯キャンパス 軽音楽部
4729 仙台市 聖和学園高等学校 薬師堂キャンパス 軽音楽部
4723 仙台市 仙台育英学園高等学校 軽音楽愛好会
4722 仙台市 仙台市立仙台工業高等学校 音楽部
4746 仙台市 仙台市立仙台商業高等学校 軽音楽部
4754 仙台市 仙台城南高等学校 軽音楽部
4747 仙台市 仙台白百合学園高等学校 ギター部
4724 仙台市 東北学院中学校・高等学校 軽音楽部
4739 仙台市 東北高等学校 軽音楽同好会
9523 仙台市 北海道芸術高等学校 仙台サテライトキャンパス ミュージックコース
4742 仙台市 明成高等学校 軽音楽部
4755 多賀城市 宮城県多賀城高等学校 軽音楽部
4756 多賀城市 宮城県貞山高等学校 バンド部
4761 大崎市 宮城県古川黎明高等学校 軽音楽部
4763 大崎市 宮城県鹿島台商業高等学校 軽音楽部
4765 大崎市 大崎中央高等学校 音楽愛好会
4767 登米市 宮城県佐沼高等学校 軽音楽部
4771 登米市 宮城県登米高等学校 軽音楽部
4775 白石市 宮城県白石工業高等学校 軽音楽部
4774 白石市 宮城県白石高等学校 軽音楽部
4776 本吉郡 宮城県志津川高等学校 軽音楽部
4778 名取市 宮城県農業高等学校 軽音楽愛好会
4780 亘理郡 宮城県亘理高等学校 軽音楽同好会
■山形県 ---------------------------------------------------------------- 
6496 山形市 山形県立山形中央高等学校 音楽部
6504 山形市 山本学園高等学校 軽音楽愛好会
6532 山形市 東海大学山形高等学校 軽音楽部
6534 山形市 日本大学山形高等学校 音楽部
6508 酒田市 酒田南高等学校 軽音楽同好会
9519 鶴岡市 鶴岡工業高等専門学校 音楽部
6497 天童市 創学館高等学校 軽音楽愛好会
6538 米沢市 米沢中央高等学校 音楽部
■福島県 ---------------------------------------------------------------- 
6618 いわき市 福島県立湯本高等学校 軽音楽同好会
6559 会津若松市 会津若松ザベリオ学園高等学校 軽音楽同好会
6593 会津若松市 仁愛高等学校 軽音楽部
6614 郡山市 帝京安積高等学校 軽音楽部
6550 郡山市 福島県立安積高等学校 軽音楽同好会
6552 郡山市 福島県立安積黎明高等学校 軽音楽部
6567 郡山市 福島県立郡山高等学校 ギター部
6570 郡山市 福島県立郡山東高等学校 ギター部
6571 郡山市 福島県立郡山萌世高等学校 軽音楽部
6572 郡山市 福島県立郡山北工業高等学校 ギター部
6574 郡山市 福島県立湖南高等学校 音楽部
6575 西白河郡 福島県立光南高等学校 軽音楽同好会、シンセサイザー部
6615 田村郡 福島県立田村高等学校 ギター愛好会
6590 福島市 松韻学園福島高等学校 軽音楽部
6637 福島市 福島県立福島西高等学校 ギター部
6640 福島市 福島東稜高等学校 軽音楽愛好会
■東京都 ---------------------------------------------------------------- 
4950 千代田区 クラーク記念国際高等学校 IT 秋葉原キャンパス 軽音楽部
4947 千代田区 錦城学園高等学校 フォークソング部
4040 千代田区 麹町学園女子高等学校 軽音楽部
4954 千代田区 女子学院高等学校 軽音楽部
4956 千代田区 神田女学園高等学校 軽音楽部
4942 千代田区 千代田区立九段中等教育学校 軽音部
4949 千代田区 大原学園高等学校 軽音楽部
4946 千代田区 大妻中学高等学校 軽音楽部
4948 千代田区 東京家政学院高等学校 軽音楽部
4941 千代田区 東京都立一橋高等学校 軽音部
4940 千代田区 東京都立日比谷高等学校 軽音楽部
4057 千代田区 東洋高等学校 軽音楽部
4952 千代田区 二松學舍大学附属高等学校 ギター部
4957 千代田区 白百合学園中学高等学校 ギター部
4945 千代田区 武蔵野大学附属千代田高等学院 軽音楽同好会
4961 千代田区 和洋九段女子高等学校 ギター部
4955 千代田区 雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
4065 中央区 日本橋女学館高等学校 軽音楽部
4825 港区 慶應義塾女子高等学校 軽音楽部
4824 港区 広尾学園高等学校 軽音楽同好会
4826 港区 高輪高等学校 軽音楽部
4832 港区 山脇学園高等学校 フォークソングクラブ
3988 港区 正則高等学校 軽音楽部
4823 港区 聖心女子学院高等科 軽音楽部
4053 港区 東海大学付属高輪台高等学校 軽音楽部
4831 港区 東京女子学園高等学校 軽音楽部
4819 港区 東京都立三田高等学校 フォークソング部
4820 港区 東京都立芝商業高等学校 軽音楽部
4821 港区 東京都立六本木高等学校 軽音楽部
4833 港区 東洋英和女学院高等部 軽音楽部
4822 港区 麻布高等学校 軽音楽部
4830 港区 頌栄女子学院高等学校 フォークソング部
4874 新宿区 海城高等学校 軽音楽部
3979 新宿区 成女高等学校 LM-CLUB（軽音楽部）
4883 新宿区 早稲田高等学校 軽音楽部
4884 新宿区 大智学園高等学校東京校 音楽部
4869 新宿区 東京都立戸山高等学校 軽音楽部
4870 新宿区 東京都立新宿高等学校 軽音楽部

4872 新宿区 東京都立新宿山吹高等学校 軽音楽部
4871 新宿区 東京都立総合芸術高等学校 軽音楽同好会
4875 新宿区 保善高等学校 軽音楽部
4878 新宿区 目白研心高等学校 軽音楽部
5073 文京区 お茶の水女子大学附属高等学校 MAC 部
5081 文京区 郁文館高等学校 軽音楽同好会
5090 文京区 京華女子中学高等学校 軽音楽部
5089 文京区 京華商業高等学校 ギター部
5087 文京区 京華中学高等学校 ギター部
5086 文京区 桜蔭高等学校 軽音楽部
4037 文京区 跡見学園高等学校 軽音楽部
5092 文京区 村田女子高等学校 軽音楽部
5074 文京区 筑波大学附属高等学校 軽音楽同好会
4051 文京区 中央大学高等学校 軽音楽部
5088 文京区 貞静学園中学高等学校 軽音楽部
5078 文京区 東京都立向丘高等学校 軽音楽部
5077 文京区 東京都立工芸高等学校 音楽部
5075 文京区 東京都立小石川中等教育学校 軽音楽部
5076 文京区 東京都立竹早高等学校 軽音楽部
5085 文京区 東洋女子高等学校 軽音楽部
5108 文京区 日本大学豊山高等学校 音楽部
5091 文京区 文京学院大学女子高等学校 軽音楽部
4059 文京区 獨協中学高等学校 軽音楽部
4980 台東区 岩倉高等学校 ギター同好会
4981 台東区 上野学園高等学校 軽音楽部
4976 台東区 東京都立上野高等学校 軽音楽部
4978 台東区 東京都立浅草高等学校 軽音楽部
4979 台東区 東京都立蔵前工業高等学校 音楽部
4016 台東区 東京都立忍岡高等学校 軽音楽部
4977 台東区 東京都立白鴎高等学校 軽音楽部
5127 墨田区 安田学園高等学校 軽音楽クラブ
5122 墨田区 東京都立橘高等学校 軽音楽部
5123 墨田区 東京都立墨田川高等学校 フォークソング部
5125 墨田区 東京都立本所高等学校 音楽部
5121 墨田区 東京都立両国高等学校 ギター部
3984 墨田区 日本大学第一中学・高等学校 ギター部
5128 墨田区 立志舎高等学校 軽音楽同好会
4817 江東区 かえつ有明高等学校 音楽部
5050 江東区 芝浦工業大学附属中学高等学校 音楽部
4050 江東区 中央学院大学中央高等学校 軽音楽部
4060 江東区 中村高等学校 軽音楽部
4816 江東区 東京都立江東商業高等学校 軽音楽部
4810 江東区 東京都立城東高等学校 軽音楽部
4005 江東区 東京都立大江戸高等学校 軽音楽部
4814 江東区 東京都立第三商業高等学校 軽音楽部
4815 江東区 東京都立東高等学校 軽音楽部
4812 江東区 東京都立墨田工業高等学校 音楽部
5059 品川区 香蘭女学校高等科 フォークソング部
5053 品川区 東京都立小山台高等学校 弦楽班
5054 品川区 東京都立大崎高等学校 軽音楽部
5055 品川区 東京都立八潮高等学校 軽音楽部
5061 品川区 品川エトワール女子高等学校 軽音楽部
4043 品川区 品川女子学院 軽音楽部
4070 品川区 文教大学付属高等学校 軽音楽部
3981 品川区 朋優学院高等学校 軽音楽部
5134 目黒区 トキワ松学園高等学校 軽音楽部
3990 目黒区 多摩大学目黒高等学校 軽音楽部
5131 目黒区 東京都立駒場高等学校 KMC（軽音部）
5132 目黒区 東京都立桜修館中等教育学校 軽音楽部
5130 目黒区 東京都立目黒高等学校 フォークソング部
5138 目黒区 八雲学園高等学校 軽音楽部
5135 目黒区 目黒学院高等学校 軽音楽部
4068 目黒区 目黒日本大学中学校・高等学校 軽音楽部
4039 大田区 蒲田女子高等学校 軽音楽部
4055 大田区 東京高等学校 軽音楽部
4990 大田区 東京実業高等学校 軽音楽部
4985 大田区 東京都立つばさ総合高等学校 軽音楽部
4983 大田区 東京都立蒲田高等学校 ロックバンド部
4982 大田区 東京都立雪谷高等学校 軽音楽部
4988 大田区 東京都立大田桜台高等学校 軽音楽部
4984 大田区 東京都立田園調布高等学校 フォークソング部
4036 大田区 東京都立六郷工科高等学校 軽音楽部
4061 大田区 日本体育大学荏原高等学校 軽音楽部
4991 大田区 立正大学付属立正高等学校 軽音楽同好会
4908 世田谷区 鴎友学園女子中学高等学校 軽音楽同好会
4909 世田谷区 下北沢成徳高等学校 軽音楽部
4928 世田谷区 玉川聖学院高等部 軽音楽部
4041 世田谷区 駒場学園高等学校 軽音楽部
4042 世田谷区 駒場東邦高等学校 軽音楽部
4925 世田谷区 駒澤大学高等学校 音楽部
4920 世田谷区 恵泉女学園高等学校 軽音楽部
4923 世田谷区 佼成学園女子高等学校 軽音楽部
4917 世田谷区 国本女子高等学校 軽音楽部
4915 世田谷区 昭和女子大学附属昭和高等学校 軽音楽部
4912 世田谷区 松蔭高等学校 音楽部
9449 世田谷区 世田谷区立桜丘中学校 軽音楽部
4921 世田谷区 聖ドミニコ学園高等学校 軽音楽部
4926 世田谷区 大東学園高等学校 軽音楽部
4052 世田谷区 田園調布学園高等部 軽音楽部
4901 世田谷区 東京学芸大学附属高等学校 軽音部
4922 世田谷区 東京都市大学等々力高等学校 軽音楽部
4919 世田谷区 東京都市大学付属高等学校 軽音楽部
4905 世田谷区 東京都立芦花高等学校 軽音楽部
4907 世田谷区 東京都立園芸高等学校 軽音楽部
3983 世田谷区 東京都立桜町高等学校 軽音楽部
4033 世田谷区 東京都立松原高等学校 軽音楽部
4904 世田谷区 東京都立深沢高等学校 軽音楽部
4019 世田谷区 東京都立世田谷総合高等学校 軽音楽部
4902 世田谷区 東京都立千歳丘高等学校 軽音楽部
4906 世田谷区 東京都立総合工科高等学校 軽音楽同好会
4916 世田谷区 東京農業大学第一高等学校 音楽部軽音班
4063 世田谷区 日本学園高等学校 軽音楽部
4927 世田谷区 日本女子体育大学附属二階堂高等学校 音楽部
4930 世田谷区 目黒星美学園高等学校 軽音楽同好会
4854 渋谷区 関東国際高等学校 フォークロック部
3996 渋谷区 実践女子学園高等学校 軽音楽部
4855 渋谷区 渋谷教育学園渋谷高等学校 軽音楽部
4857 渋谷区 東海大学付属望星高等学校 音楽部
4850 渋谷区 東京女学館高等学校 軽音楽部

4030 渋谷区 東京都立広尾高等学校 軽音楽部
4847 渋谷区 東京都立青山高等学校 軽音楽部
3985 渋谷区 東京都立第一商業高等学校 軽音楽部
4853 渋谷区 富士見丘高等学校 フォークソング部
4849 渋谷区 國學院高等学校 ギター部
4062 中野区 新渡戸文化高等学校 軽音楽部
4038 中野区 大妻中野高等学校 ポピュラーミュージック部
5000 中野区 東亜学園高等学校 ライトミュージック部
3995 中野区 東京都立鷺宮高等学校 軽音楽部
4995 中野区 東京都立中野工業高等学校 音楽部
4994 中野区 東京都立富士高等学校 軽音楽部
4344 中野区 東京都立武蔵丘高等学校 軽音楽部
4996 中野区 東京都立稔ヶ丘高等学校 軽音楽部
4997 中野区 宝仙学園高等学校 軽音楽部
4999 中野区 堀越高等学校 軽音楽部
4046 杉並区 女子美術大学付属高等学校 ギター部
4893 杉並区 杉並学院中学高等学校 フォークソング部
4895 杉並区 専修大学附属高等学校 軽音楽部
3980 杉並区 中央大学杉並高等学校 音楽部
4008 杉並区 東京都立荻窪高等学校 軽音楽部
4889 杉並区 東京都立杉並高等学校 軽音楽部
4891 杉並区 東京都立杉並総合高等学校 軽音部
4886 杉並区 東京都立西高等学校 軽音楽同好会
4888 杉並区 東京都立豊多摩高等学校 軽音楽部
4056 杉並区 東京立正高等学校 軽音楽部
4064 杉並区 日本大学第二高等学校 フォークソング部
4898 杉並区 文化学園大学杉並高等学校 軽音楽部
4899 杉並区 立教女学院高等学校 音楽部
5098 豊島区 学習院高等科 フォークソング同好会
5104 豊島区 十文字高等学校 軽音楽同好会
5106 豊島区 淑徳巣鴨高等学校 音楽研究部
5096 豊島区 城西大学附属城西中学・高等学校 ギター部
4023 豊島区 東京都立千早高等学校 軽音楽部
4058 豊島区 豊島岡女子学園中学校・高等学校 軽音楽部
5097 豊島区 豊島学院高等学校 音楽部
4071 豊島区 豊南高等学校 軽音楽部
4072 豊島区 本郷中学・高等学校 軽音楽部
5109 北区 安部学院高等学校 軽音楽クラブ
5117 北区 桜丘高等学校 軽音楽部
5118 北区 駿台学園高等学校 軽音楽部
5115 北区 女子聖学院高等学校 軽音楽部
5116 北区 成立学園高等学校 軽音楽同好会
4781 北区 瀧野川女子学園高等学校 軽音楽部
5111 北区 東京成徳大学高等学校 軽音楽部
4002 北区 東京都立王子総合高等学校 軽音楽部
5107 北区 東京都立桐ケ丘高等学校 軽音楽部
3999 北区 東京都立飛鳥高等学校 軽音楽部
5114 北区 武蔵野中学高等学校 軽音楽部
4836 荒川区 開成学園開成高等学校 軽音楽部
4835 荒川区 東京都立荒川工業高等学校 軽音楽部
9509 荒川区 東京都立産業技術高等専門学校 民謡研究部
4834 荒川区 東京都立竹台高等学校 軽音楽部
4044 板橋区 城北高等学校 軽音楽部
4049 板橋区 大東文化大学第一高等学校 軽音楽部
4054 板橋区 東京家政大学附属女子高等学校 軽音楽部
4020 板橋区 東京都立高島高等学校 軽音楽部
4006 板橋区 東京都立大山高等学校 軽音楽部
5044 板橋区 東京都立板橋高等学校 軽音楽部
5046 板橋区 東京都立板橋有徳高等学校 フォークソング部
5043 板橋区 東京都立北園高等学校 フリーミュージック部
5045 板橋区 東京都立北豊島工業高等学校 軽音楽部
5052 板橋区 日本大学豊山女子高等学校 軽音楽部
5152 練馬区 早稲田大学高等学院 フォークソング部
5143 練馬区 東京学芸大学附属国際中等教育学校 音楽部
5147 練馬区 東京都立光丘高等学校 軽音楽部
4017 練馬区 東京都立石神井高等学校 軽音楽部
4004 練馬区 東京都立大泉高等学校 軽音楽部
5148 練馬区 東京都立大泉桜高等学校 アコースティックギター部
5149 練馬区 東京都立第四商業高等学校 軽音楽部
4025 練馬区 東京都立練馬工業高等学校 軽音楽部
5145 練馬区 東京都立練馬高等学校 軽音楽部
5151 練馬区 武蔵高等学校 音楽部内音楽班
4971 足立区 潤徳女子高等学校 軽音楽部
4969 足立区 足立学園高等学校 軽音楽部
4962 足立区 東京都立江北高等学校 音楽村
4968 足立区 東京都立荒川商業高等学校 ロック部
3997 足立区 東京都立青井高等学校 音楽村
4967 足立区 東京都立足立工業高等学校 軽音楽部
4964 足立区 東京都立足立高等学校 足立音楽村
4000 足立区 東京都立足立新田高等学校 軽音楽部
4001 足立区 東京都立足立西高等学校 軽音楽部
4965 足立区 東京都立足立東高等学校 音楽館
4963 足立区 東京都立淵江高等学校 軽音楽部
4797 葛飾区 東京都立葛飾商業高等学校 軽音楽部
4011 葛飾区 東京都立葛飾総合高等学校 軽音楽部
4794 葛飾区 東京都立葛飾野高等学校 軽音楽部
4796 葛飾区 東京都立南葛飾高等学校 軽音楽部
4795 葛飾区 東京都立農産高等学校 軽音楽部
4809 江戸川区 関東第一高等学校 軽音楽部
4009 江戸川区 東京都立葛西工業高等学校 軽音楽部
4010 江戸川区 東京都立葛西南高等学校 軽音楽部
4804 江戸川区 東京都立江戸川高等学校 ミュージック部
4803 江戸川区 東京都立紅葉川高等学校 軽音楽部
4806 江戸川区 東京都立篠崎高等学校 軽音楽部
4805 江戸川区 東京都立小岩高等学校 軽音楽部
4802 江戸川区 東京都立小松川高等学校 フォークサークル部
4790 あきる野市 東海大学菅生高等学校 軽音楽部
4789 あきる野市 東京都立五日市高等学校 軽音楽部
4792 稲城市 駒沢学園女子中学校・高等学校 軽音楽部
4791 稲城市 東京都立若葉総合高等学校 軽音楽同好会
4793 羽村市 東京都立羽村高等学校 軽音楽部
4839 国分寺市 早稲田大学系属早稲田実業学校 軽音楽同好会
4842 国立市 桐朋高等学校 ルーツミュージック・ソサエティー
4013 国立市 東京都立国立高等学校 民族音楽研究部
4840 国立市 東京都立第五商業高等学校 軽音楽部
4843 国立市 日本放送協会学園高等学校 軽音楽部
4844 狛江市 東京都立狛江高等学校 軽音楽部
4048 三鷹市 大成高等学校 ギター部
4845 三鷹市 東京都立三鷹中等教育学校 音楽部・軽音楽部

この欄に記載されていない高等学校で本誌を希望される場合は、お手数ですが、当協会までご一
報ください。また、誌面に対するご意見・ご要望などがありましたら下記までお寄せください。
本誌は広告収入で成り立っており、配布に関する費用は一切、かかりません。

特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会　TEL：045-913-0901 / FAX：045-913-1900

全国の高等学校で、軽音楽部のある
2,031 校に無料配布しています。

配
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3993 三鷹市 法政大学高等学校 音楽部
4034 三宅島 東京都立三宅高等学校 軽音楽部
4787 小笠原村 東京都立小笠原高等学校 軽音楽部
4861 小金井市 国際基督教大学高等学校 Rock 部
4858 小金井市 東京都立小金井北高等学校 フォークソング部
4860 小金井市 東京都立多摩科学技術高等学校 軽音楽部
3989 小平市 錦城高等学校 軽音楽部
4015 小平市 東京都立小平高等学校 軽音楽部
3994 小平市 東京都立小平西高等学校 軽音楽部
4864 小平市 東京都立小平南高等学校 フォークソング部
4865 小平市 白梅学園高等学校 軽音楽部
4026 昭島市 東京都立拝島高等学校 軽音楽部
4784 新島村 東京都立新島高等学校 軽音楽部
4785 神津島村 東京都立神津高等学校 軽音楽部
4012 清瀬市 東京都立清瀬高等学校 民族音楽部
4933 西多摩郡 東京都立瑞穂農芸高等学校 軽音楽部
4936 西東京市 東京都立田無工業高等学校 軽音楽部
3992 西東京市 東京都立保谷高等学校 現代音楽部
4938 西東京市 武蔵野女子学院高等学校 軽音楽部
4937 西東京市 文華女子高等学校 軽音楽部
4003 青梅市 東京都立青梅総合高等学校 軽音楽部
4939 青梅市 東京都立多摩高等学校 軽音楽部
4973 多摩市 大妻多摩高等学校 軽音楽部
4972 多摩市 東京都立永山高等学校 軽音楽部
4783 大島町 東京都立大島海洋国際高等学校 音楽部
3991 町田市 桜美林高等学校 軽音楽部
4007 町田市 東京都立小川高等学校 軽音楽部
5005 町田市 東京都立町田工業高等学校 ギター部
5003 町田市 東京都立町田高等学校 軽音楽同好会
5007 町田市 東京都立町田総合高等学校 軽音楽部
5006 町田市 東京都立野津田高等学校 軽音部
5012 町田市 和光高等学校 ロック研究部
4018 調布市 東京都神代高等学校 アコースティックギター部
5013 調布市 東京都立調布南高等学校 音楽同好会
4024 調布市 東京都立調布北高等学校 軽音楽部
5018 東久留米市 東京都立久留米西高等学校 ギター部
5017 東久留米市 東京都立東久留米総合高等学校 軽音楽部
5020 東村山市 東京都立東村山高等学校 ライトミュージック部
4028 東村山市 東京都立東村山西高等学校 軽音楽部
5021 東村山市 日体桜華高等学校 軽音部
4073 東村山市 明治学院東村山高等学校 軽音楽部
5022 東村山市 明法高等学校 軽音楽同好会
5023 東大和市 東京都立東大和高等学校 フォークソング部
4029 日野市 東京都立日野高等学校 軽音楽部
5025 日野市 東京都立日野台高等学校 軽音楽同好会
5035 八王子市 穎明館高等学校 軽音楽部
5040 八王子市 共立女子第二高等学校 サウンドソサエティ部
3982 八王子市 工学院大学附属高等学校 軽音楽部
4047 八王子市 聖パウロ学園高等学校 軽音楽部
5041 八王子市 帝京八王子高等学校 軽音楽部
9504 八王子市 東京工業高等専門学校 軽音楽部
5042 八王子市 東京純心女子高等学校 軽音楽部
5033 八王子市 東京都立松が谷高等学校 軽音楽部
5029 八王子市 東京都立八王子桑志高等学校 軽音楽部
4027 八王子市 東京都立八王子北高等学校 軽音楽部
5032 八王子市 東京都立富士森高等学校 軽音楽部
4066 八王子市 八王子学園八王子高等学校 ギター部
5064 府中市 東京都立農業高等学校 サウンド部
4031 府中市 東京都立府中工業高等学校 軽音楽部
5062 府中市 東京都立府中高等学校 ポピュラーソング部
3986 府中市 東京都立府中西高等学校 軽音楽部
5063 府中市 東京都立府中東高等学校 軽音楽部
3987 府中市 明星中学高等学校 軽音楽部
5067 武蔵村山市 拓殖大学第一高等学校 フォークソング同好会
5066 武蔵村山市 東京都立上水高等学校 軽音楽部
3978 武蔵村山市 東京都立武蔵村山高等学校 軽音楽部
5069 武蔵野市 吉祥女子高等学校 軽音楽・フォークソング部
5070 武蔵野市 聖徳学園高等学校 軽音楽部
4035 武蔵野市 東京都立武蔵高等学校 軽音楽部
5072 武蔵野市 藤村女子高等学校 軽音楽同好会
4021 福生市 東京都立多摩工業高等学校 軽音楽部
4032 福生市 東京都立福生高等学校 ロック部
4045 立川市 昭和第一学園高等学校 軽音楽部
5141 立川市 東京都立砂川高等学校 軽音楽部
4022 立川市 東京都立立川高等学校 軽音楽部
5142 立川市 立川女子高等学校 軽音楽部
■神奈川県 ---------------------------------------------------------------- 
6780 横浜市 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 軽音楽部
6786 横浜市 横浜市立東高等学校 軽音楽部
6813 横浜市 橘学苑中学校・高等学校 軽音楽部
6890 横浜市 神奈川県立鶴見高等学校 軽音楽部
6891 横浜市 神奈川県立鶴見総合高等学校 軽音楽部
6865 横浜市 聖ヨゼフ学園中学校・高等学校 軽音楽部
6900 横浜市 白鵬女子高等学校 軽音楽部
6911 横浜市 法政大学女子高等学校 軽音楽部
4149 横浜市 横浜創英中学・高等学校 軽音楽部
6850 横浜市 神奈川学園中学校・高等学校 軽音楽部
4148 横浜市 神奈川県立横浜翠嵐高等学校 ポピュラーソング部
6844 横浜市 神奈川県立城郷高等学校 軽音楽部
6851 横浜市 神奈川県立神奈川工業高等学校 音楽部
6852 横浜市 神奈川県立神奈川総合高等学校 軽音楽部
6876 横浜市 捜真女学校中学部・高等学部 軽音部
4151 横浜市 神奈川県立横浜平沼高等学校 軽音楽部
6758 横浜市 フェリス女学院中学校・高等学校 ポピュラーミュージック部
4141 横浜市 横浜市立みなと総合高等学校 軽音楽部
6799 横浜市 横浜雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
6797 横浜市 神奈川県立横浜緑ヶ丘高等学校 軽音楽部
6781 横浜市 横浜市立横浜商業高等学校 軽音楽部
6782 横浜市 横浜市立横浜総合高等学校 軽音楽部
6779 横浜市 神奈川県立横浜国際高等学校 軽音楽部
6792 横浜市 神奈川県立横浜清陵高等学校 軽音楽部
4145 横浜市 青山学院横浜英和中学高等学校 フォークソング部
6785 横浜市 横浜市立桜丘高等学校 SBC 部
6791 横浜市 横浜清風高等学校 フォークソング部
6817 横浜市 神奈川県立光陵高等学校 LMC 部
6835 横浜市 神奈川県立商工高等学校 軽音楽部
6910 横浜市 神奈川県立保土ヶ谷高等学校 軽音楽部
6776 横浜市 横浜学園高等学校 軽音楽部
4083 横浜市 神奈川県立磯子工業高等学校 軽音楽部
6902 横浜市 神奈川県立横浜氷取沢高等学校 軽音楽部
6778 横浜市 横浜高等学校 音楽部（軽音楽）
6783 横浜市 横浜市立金沢高等学校 軽音楽部
6793 横浜市 横浜創学館高等学校 軽音楽部
6810 横浜市 関東学院六浦中学校・高等学校 軽音楽部
6802 横浜市 神奈川県立釜利谷高等学校 軽音楽部
6815 横浜市 神奈川県立金沢総合高等学校 軽音楽部
6826 横浜市 高木学園女子高等学校 軽音楽同好会
6811 横浜市 神奈川県立岸根高等学校 軽音楽部
4098 横浜市 神奈川県立港北高等学校 軽音楽部
6861 横浜市 清心女子高等学校 軽音楽部
6903 横浜市 武相高等学校 軽音楽部
6784 横浜市 横浜市立戸塚高等学校 軽音楽部
4146 横浜市 神奈川県立横浜桜陽高等学校 軽音楽部
6843 横浜市 神奈川県立上矢部高等学校 フォークソング部
6904 横浜市 神奈川県立舞岡高等学校 フォークソング部
6787 横浜市 横浜市立南高等学校 軽音楽部
6767 横浜市 神奈川県立永谷高等学校 軽音楽部
6794 横浜市 神奈川県立横浜南陵高等学校 軽音楽部
6796 横浜市 神奈川県立横浜立野高等学校 軽音楽部
6789 横浜市 横浜商科大学高等学校 軽音楽部
6795 横浜市 横浜富士見丘学園中等教育学校 軽音楽部
6761 横浜市 神奈川県立旭高等学校 軽音楽部
4094 横浜市 神奈川県立希望ヶ丘高等学校 軽音楽部
6860 横浜市 星槎高等学校 軽音楽部
6790 横浜市 横浜翠陵高等学校 軽音楽部
4129 横浜市 神奈川県立白山高等学校 ギター部
4095 横浜市 神奈川県立霧が丘高等学校 軽音楽部

4150 横浜市 横浜隼人高等学校 軽音楽部
6859 横浜市 神奈川県立瀬谷高等学校 フォークソング部
4115 横浜市 神奈川県立瀬谷西高等学校 軽音楽部
6829 横浜市 山手学院高等学校 軽音楽部
6775 横浜市 神奈川県立横浜栄高等学校 軽音楽部
4089 横浜市 神奈川県立金井高等学校 軽音楽部
6899 横浜市 神奈川県立柏陽高等学校 軽音楽部
4107 横浜市 秀英高等学校 軽音楽部
4147 横浜市 神奈川県立横浜修悠館高等学校
6798 横浜市 神奈川県立横浜緑園高等学校 軽音楽部
4110 横浜市 神奈川県立松陽高等学校 軽音楽部
9488 横浜市 桐蔭学園高等学校 軽音楽部
9453 横浜市 桐蔭学園中学校男子部 軽音楽部
4142 横浜市 神奈川県立元石川高等学校 軽音楽部
6831 横浜市 神奈川県立市ヶ尾高等学校 軽音楽部
6894 横浜市 神奈川県立田奈高等学校 軽音楽部
4106 横浜市 サレジオ学院中学校高等学校 軽音楽部
6765 横浜市 神奈川県立荏田高等学校 軽音楽部
6846 横浜市 神奈川県立新栄高等学校 バンド部
6874 横浜市 神奈川県立川和高等学校 軽音楽部
4122 横浜市 中央大学附属横浜中学校・高等学校 軽音楽部
6759 愛甲郡 神奈川県立愛川高等学校 軽音楽部
6762 綾瀬市 神奈川県立綾瀬高等学校 軽音楽部
6763 綾瀬市 神奈川県立綾瀬西高等学校 軽音楽部
6832 伊勢原市 自修館中等教育学校 軽音楽同好会
4081 伊勢原市 神奈川県立伊志田高等学校 軽音楽部
4082 伊勢原市 神奈川県立伊勢原高等学校 軽音楽部
6768 横須賀市 横須賀学院高等学校 軽音楽部
6771 横須賀市 横須賀市立横須賀総合高等学校 Play&Produce 部
4140 横須賀市 三浦学苑高等学校 軽音楽同好会
4108 横須賀市 湘南学院高等学校 ギター部
6769 横須賀市 神奈川県立横須賀工業高等学校 軽音楽部
6772 横須賀市 神奈川県立横須賀大津高等学校 現代音楽部
6773 横須賀市 神奈川県立横須賀明光高等学校 現代音楽部
6800 横須賀市 神奈川県立海洋科学高等学校 音楽部
6883 横須賀市 神奈川県立大楠高等学校 軽音楽同好会
6888 横須賀市 神奈川県立津久井浜高等学校 ロック部
6889 横須賀市 神奈川県立追浜高等学校 フォークソング部
6801 海老名市 神奈川県立海老名高等学校 フォークソング部
4123 海老名市 神奈川県立中央農業高等学校 軽音楽部
4079 海老名市 神奈川県立有馬高等学校 軽音楽部
6766 鎌倉市 栄光学園高等学校 Rock Music 愛好会
6803 鎌倉市 鎌倉学園高等学校 フォークソング同好会
6804 鎌倉市 神奈川県立鎌倉高等学校 日歌会
6833 鎌倉市 神奈川県立七里ガ浜高等学校 軽音楽部
6849 鎌倉市 神奈川県立深沢高等学校 軽音部
4086 鎌倉市 神奈川県立大船高等学校 軽音楽部
6862 鎌倉市 清泉女学院中学高等学校 軽音楽部
6807 茅ヶ崎市 神奈川県立茅ヶ崎高等学校 軽音楽部
4120 茅ヶ崎市 神奈川県立茅ヶ崎西浜高等学校 軽音楽同好会
4121 茅ヶ崎市 神奈川県立茅ヶ崎北陵高等学校 軽音楽部
6893 茅ヶ崎市 神奈川県立鶴嶺高等学校 軽音楽部
6821 厚木市 厚木中央高等学校 軽音楽部
4076 厚木市 神奈川県立厚木高等学校 軽音楽部
6819 厚木市 神奈川県立厚木商業高等学校 軽音楽部
6820 厚木市 神奈川県立厚木清南高等学校 軽音楽部
4077 厚木市 神奈川県立厚木西高等学校 軽音楽部
4078 厚木市 神奈川県立厚木東高等学校 軽音楽部
6822 厚木市 神奈川県立厚木北高等学校 軽音楽部
6808 高座郡 神奈川県立寒川高等学校 軽音楽部
6827 座間市 神奈川県立座間高等学校 軽音楽部
4105 座間市 神奈川県立座間総合高等学校 軽音楽部
4100 座間市 神奈川県立相模向陽館高等学校 軽音楽部
6909 三浦市 三浦初声高等学校 軽音楽部
6828 三浦市 神奈川県立三浦臨海高等学校 総合音楽部
6760 小田原市 旭丘高等学校 軽音楽部
6836 小田原市 神奈川県立小田原高等学校 軽音楽部
6837 小田原市 神奈川県立小田原城北工業高等学校（定時制） 軽音楽部
4087 小田原市 神奈川県立小田原総合ビジネス高等学校 軽音楽部
4114 小田原市 神奈川県立西湘高等学校 電気音楽部
6880 小田原市 相洋高等学校 軽音楽部
6855 秦野市 神奈川県立秦野高等学校 サウンド研究部
4131 秦野市 神奈川県立秦野曽屋高等学校 軽音楽部
6856 秦野市 神奈川県立秦野総合高等学校 軽音楽部
6857 逗子市 神奈川県立逗子高等学校 フォークソング部
6858 逗子市 神奈川県立逗葉高等学校 軽音楽部
4113 逗子市 逗子開成中学校・高等学校 軽音楽部
6756 川崎市 カリタス女子中学高等学校 軽音楽部
6814 川崎市 桐光学園高等学校 ギター部
6823 川崎市 神奈川県立向の岡工業高等学校 軽音楽部
6834 川崎市 神奈川県立住吉高等学校 軽音楽部
6847 川崎市 神奈川県立新城高等学校 軽音楽部
4112 川崎市 神奈川県立菅高等学校 軽音楽部
6863 川崎市 神奈川県立生田高等学校 軽音楽部
4080 川崎市 神奈川県立生田東高等学校 軽音楽部
6869 川崎市 神奈川県立川崎工科高等学校 軽音楽部
4092 川崎市 神奈川県立川崎高等学校 軽音楽部
4093 川崎市 神奈川県立川崎北高等学校 軽音楽部
4119 川崎市 神奈川県立多摩高等学校 軽音楽部
4117 川崎市 神奈川県立大師高等学校 軽音楽部
4144 川崎市 神奈川県立百合丘高等学校 軽音楽部
6913 川崎市 神奈川県立麻生高等学校 軽音楽部
6914 川崎市 神奈川県立麻生総合高等学校 軽音楽部
6870 川崎市 川崎市立橘高等学校 軽音楽部
4084 川崎市 川崎市立幸高等学校 軽音楽部
6871 川崎市 川崎市立高津高等学校 軽音楽部
6872 川崎市 川崎市立川崎高等学校（定時制） 音楽部
6873 川崎市 川崎市立川崎総合科学高等学校 軽音楽部
4116 川崎市 洗足学園中学高等学校 軽音楽部
4128 川崎市 日本女子大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
4139 川崎市 法政大学第二高等学校 音楽部
4099 相模原市 光明学園相模原高等学校 音楽部
4130 相模原市 神奈川県立橋本高等学校 軽音楽部
4091 相模原市 神奈川県立上溝高等学校 軽音楽部
6842 相模原市 神奈川県立上溝南高等学校 軽音楽部
4090 相模原市 神奈川県立上鶴間高等学校 軽音楽部
4111 相模原市 神奈川県立城山高等学校 軽音楽部
6853 相模原市 神奈川県立神奈川総合産業高等学校 軽音楽部
4102 相模原市 神奈川県立相模原高等学校 軽音楽部
4104 相模原市 神奈川県立相模原総合高等学校 軽音楽部
4143 相模原市 神奈川県立相模原弥栄高等学校 軽音楽部
6879 相模原市 神奈川県立相模田名高等学校 軽音楽部
4124 相模原市 神奈川県立津久井高等学校 軽音楽部
4074 相模原市 神奈川県立麻溝台高等学校 軽音楽部
4101 相模原市 相模女子大学高等部 軽音楽部
6895 相模原市 東海大学付属相模高等学校 軽音楽部
6812 足柄上郡 神奈川県立吉田島総合高等学校 軽音楽部
6830 足柄上郡 神奈川県立山北高等学校 軽音楽部
6881 足柄上郡 神奈川県立大井高等学校 音楽部
4118 足柄上郡 立花学園高等学校 軽音楽部
6884 大和市 神奈川県立大和高等学校 軽音楽部
6885 大和市 神奈川県立大和西高等学校 軽音楽部
6886 大和市 神奈川県立大和東高等学校 ポピュラーソング部
6887 大和市 神奈川県立大和南高等学校 軽音楽部
4088 大和市 柏木学園高等学校 軽音楽部
4085 中郡 神奈川県立大磯高等学校 軽音楽同好会
4127 中郡 神奈川県立二宮高等学校 軽音楽部
4097 藤沢市 慶応義塾湘南藤沢高等部 軽音楽部
4096 藤沢市 鵠沼高等学校 軽音楽部
4109 藤沢市 湘南学園中学校高等学校 新軽音楽部
6838 藤沢市 湘南工科大学附属高等学校 フォークソング部
6841 藤沢市 湘南白百合学園中学校・高等学校 軽音楽部
6839 藤沢市 神奈川県立湘南高等学校 音楽研究部
1326 藤沢市 神奈川県立藤沢工科高等学校 軽音楽部
4136 藤沢市 神奈川県立藤沢清流高等学校 軽音楽部
4138 藤沢市 神奈川県立藤沢西高等学校 音楽部
4137 藤沢市 神奈川県立藤沢総合高等学校 軽音楽部

6866 藤沢市 聖園女学院高等学校 軽音楽部
4135 藤沢市 藤沢翔陵高等学校 器楽部
6896 藤沢市 藤嶺学園藤沢高等学校 軽音楽部
4126 藤沢市 日本大学藤沢高等学校 器楽部
4075 南足柄市 神奈川県立足柄高等学校 軽音楽部
4132 平塚市 神奈川県立平塚工科高等学校 音楽部
6906 平塚市 神奈川県立平塚江南高等学校 軽音楽部
4133 平塚市 神奈川県立平塚商業高等学校 軽音楽部
4134 平塚市 神奈川県立平塚湘風高等学校 軽音楽部
6908 平塚市 神奈川県立平塚農業高等学校 軽音楽部
■埼玉県 ---------------------------------------------------------------- 
4232 さいたま市 さいたま市立浦和高等学校 音楽部
4231 さいたま市 さいたま市立大宮北高等学校 軽音楽同好会
6659 さいたま市 浦和ルーテル学院高等学校 音楽部
6660 さいたま市 浦和学院高等学校 軽音楽部
4241 さいたま市 浦和明の星女子高等学校 軽音楽部
4238 さいたま市 浦和麗明高等学校 軽音楽部
6668 さいたま市 開智高等学校 ギター部
4158 さいたま市 埼玉県立いずみ高等学校 軽音楽部
4161 さいたま市 埼玉県立浦和工業高等学校 軽音楽部
4163 さいたま市 埼玉県立浦和高等学校 軽音楽同好会
4166 さいたま市 埼玉県立浦和商業高等学校 ギター部
4165 さいたま市 埼玉県立浦和西高等学校 MA 部
4164 さいたま市 埼玉県立浦和第一女子高等学校 フォークソング同好会
4160 さいたま市 埼玉県立浦和北高等学校 軽音楽部
4167 さいたま市 埼玉県立岩槻高等学校 軽音楽部
4168 さいたま市 埼玉県立岩槻商業高等学校 軽音楽部
4169 さいたま市 埼玉県立岩槻北陵高等学校 軽音楽部
4162 さいたま市 埼玉県立常盤高等学校 軽音楽部
4154 さいたま市 埼玉県立大宮工業高等学校 軽音楽愛好会
4155 さいたま市 埼玉県立大宮高等学校 フォーク部
4156 さいたま市 埼玉県立大宮商業高等学校 軽音楽部
6724 さいたま市 埼玉県立大宮中央高等学校 単位制定時制 音楽部
4157 さいたま市 埼玉県立大宮東高等学校 軽音楽部
6725 さいたま市 埼玉県立大宮南高等学校 音楽部
4153 さいたま市 埼玉県立大宮武蔵野高等学校 軽音楽部
4159 さいたま市 埼玉県立与野高等学校 軽音楽部
4237 さいたま市 淑徳与野高等学校 軽音楽部
4236 さいたま市 大宮開成高等学校 軽音楽部
4188 ふじみ野市 埼玉県立ふじみ野高等学校 軽音楽部
4206 羽生市 埼玉県立羽生高等学校 軽音楽同好会
4240 越谷市 叡明高等学校 ロックバンド愛好会
4207 越谷市 埼玉県立越ヶ谷高等学校 軽音楽部
4209 越谷市 埼玉県立越谷西高等学校 軽音楽部
4210 越谷市 埼玉県立越谷東高等学校 軽音楽部
4211 越谷市 埼玉県立越谷南高等学校 ギター部
4208 越谷市 埼玉県立越谷北高等学校 ギター部
4259 越谷市 獨協埼玉高等学校 軽音楽同好会
4177 桶川市 埼玉県立桶川西高等学校 音楽部
4258 加須市 花咲徳栄高等学校 ギター部
4204 加須市 埼玉県立不動岡高等学校 軽音楽同好会
4217 吉川市 埼玉県立吉川美南高等学校 軽音楽部
4220 久喜市 埼玉県立久喜工業高等学校 軽音楽部
4221 久喜市 埼玉県立鷲宮高等学校 軽音楽部
6676 狭山市 埼玉県立狭山工業高等学校 音楽部
4191 狭山市 埼玉県立狭山緑陽高等学校 軽音楽部
4249 狭山市 秋草学園高等学校 ロック部
4250 狭山市 西武学園文理高等学校 フォークソング部
4199 熊谷市 埼玉県立熊谷女子高等学校 フォークソング愛好会
4198 熊谷市 埼玉県立熊谷商業高等学校 軽音楽部
4200 熊谷市 埼玉県立熊谷西高等学校 軽音楽部
4175 戸田市 埼玉県立戸田翔陽高等学校 軽音楽部
4179 鴻巣市 埼玉県立鴻巣高等学校 軽音楽部
4180 鴻巣市 埼玉県立鴻巣女子高等学校 ギター部
6685 坂戸市 埼玉県立坂戸西高等学校 ギター部
4248 坂戸市 山村国際高等学校 軽音楽部
4152 坂戸市 筑波大学附属坂戸高等学校 アンサンブル部
4215 三郷市 埼玉県立三郷高等学校 軽音楽部
4216 三郷市 埼玉県立三郷北高等学校 軽音楽部
4243 志木市 慶応義塾志木高等学校 英語部軽音パート
6683 志木市 細田学園高等学校 軽音楽部
4219 春日部市 埼玉県立春日部工業高等学校 軽音楽部
4218 春日部市 埼玉県立春日部高等学校 軽音楽部
6695 春日部市 埼玉県立春日部東高等学校 ギター部
4260 春日部市 春日部共栄高等学校 軽音楽部
4190 所沢市 埼玉県立所沢高等学校 フォーク部
4176 上尾市 埼玉県立上尾高等学校 フォークソング研究同好会
4183 新座市 埼玉県立新座高等学校 軽音楽部
4244 新座市 西武台高等学校 軽音楽部
4245 新座市 立教新座高等学校 ジャズ研究会
9482 新座市 立教新座高等学校 音楽部
4201 深谷市 埼玉県立深谷高等学校 フォーク部
4202 深谷市 埼玉県立深谷商業高等学校 軽音楽部
4203 深谷市 埼玉県立深谷第一高等学校 軽音楽部
4257 深谷市 正智深谷高等学校 軽音楽部
4185 川越市 埼玉県立川越工業高等学校 現代ギター部
4184 川越市 埼玉県立川越高等学校 軽音楽部
4186 川越市 埼玉県立川越女子高等学校 フォーク部
6715 川越市 埼玉県立川越西高等学校 ギター部
4187 川越市 埼玉県立川越南高等学校 ギター部
4247 川越市 山村学園高等学校 軽音楽部
4246 川越市 城北埼玉高等学校 軽音楽部
4235 川越市 川越市立川越高等学校 軽音楽部
4172 川口市 埼玉県立川口工業高等学校 軽音楽同好会
4170 川口市 埼玉県立川口高等学校 フォークソング同好会
4173 川口市 埼玉県立川口青陵高等学校 軽音楽部
4171 川口市 埼玉県立川口北高等学校 軽音楽同好会
4212 草加市 埼玉県立草加東高等学校 軽音楽部
4213 草加市 埼玉県立草加南高等学校 軽音楽部
4181 朝霞市 埼玉県立朝霞高等学校 ギター部
9481 朝霞市 埼玉県立朝霞高等学校 ジャズバンド部
4182 朝霞市 埼玉県立朝霞西高等学校 ギター部
4195 東松山市 埼玉県立松山高等学校 軽音楽部
4194 日高市 埼玉県立日高高等学校 軽音楽部
4224 入間郡 埼玉県立越生高等学校 軽音楽部
4263 入間郡 埼玉平成高等学校 軽音楽部
6711 入間郡 清和学園高等学校 軽音楽部
4262 入間郡 武蔵越生高等学校 軽音楽部
4192 入間市 埼玉県立豊岡高等学校 軽音楽部
4251 入間市 東野高等学校 軽音楽部
9498 入間市 日々輝学園高等学校 東京校 軽音楽部
4214 八潮市 埼玉県立八潮高等学校 軽音楽部
4193 飯能市 埼玉県立飯能南高等学校 軽音楽部
4253 飯能市 自由の森学園高等学校 軽音部
6712 飯能市 聖望学園高等学校 軽音楽同好会
4254 飯能市 大川学園高等学校 軽音楽部
4225 比企郡 埼玉県立小川高等学校 軽音楽同好会
4226 比企郡 埼玉県立鳩山高等学校 軽音楽部
6726 比企郡 大妻嵐山中学校・高等学校 ギター部
4230 北葛飾郡 埼玉県立松伏高等学校 軽音楽同好会
4228 北葛飾郡 埼玉県立杉戸高等学校 軽音楽部
4229 北葛飾郡 埼玉県立杉戸農業高等学校 音楽部
4264 北葛飾郡 昌平学園昌平高等学校 軽音楽部
4261 北足立郡 国際学院高等学校 軽音楽部
4178 北本市 埼玉県立北本高等学校 軽音楽部
4196 本庄市 埼玉県立本庄高等学校 軽音楽部
4256 本庄市 早稲田大学本庄高等学院 軽音楽部
4255 本庄市 本庄東高等学校 軽音楽部
4222 蓮田市 埼玉県立蓮田松韻高等学校 軽音楽部
4174 蕨市 埼玉県立蕨高等学校 軽音楽部
4242 蕨市 武南高等学校 ポピュラーソング部
■千葉県 ---------------------------------------------------------------- 
5156 旭市 千葉県立東総工業高等学校 音楽部
5160 印旛郡 東京学館高等学校 軽音楽部
5162 浦安市 千葉県立浦安南高等学校 軽音楽部
5163 浦安市 東海大学付属浦安高等学校 軽音楽部
5165 浦安市 東海大学付属浦安高等学校 軽音楽部

5168 我孫子市 我孫子二階堂高等学校 軽音楽部
5166 我孫子市 千葉県立我孫子高等学校 軽音楽同好会
5167 我孫子市 千葉県立我孫子東高等学校 軽音楽部
5169 我孫子市 中央学院高等学校 軽音部
5170 鎌ヶ谷市 千葉県立鎌ケ谷高等学校 軽音楽部
5171 鎌ヶ谷市 千葉県立鎌ケ谷西高等学校 軽音楽部
5176 館山市 千葉県安房西高等学校 軽音楽部
5178 君津市 千葉県立君津高等学校 ギター部
5180 君津市 翔凜高等学校 軽音楽部
5182 香取郡 わせがく高等学校 軽音楽部
5183 香取市 千葉県立佐原高等学校 軽音楽部
5184 香取市 千葉県立佐原白楊高等学校 フォークソング部
5186 香取市 千葉萌陽高等学校 シンセサイザーオーケストラ部
5187 佐倉市 千葉県立佐倉高等学校 軽音楽部
5188 佐倉市 千葉県立佐倉東高等学校 ギター部
5193 山武市 千葉県立成東高等学校 フォークソング同好会
5198 四街道市 千葉敬愛高等学校 軽音楽部
5196 四街道市 千葉県立四街道北高等学校 軽音楽同好会
5201 市原市 千葉県立京葉高等学校 軽音楽同好会
5202 市原市 千葉県立市原高等学校 音楽部
5204 市原市 千葉県立鶴舞桜が丘高等学校 音楽部
5216 市川市 国府台女子学院高等部 軽音楽部、ギター部
5221 市川市 市川高等学校 軽音楽部
5218 市川市 昭和学院中学校高等学校 軽音楽部
5208 市川市 千葉県立行徳高等学校 音楽部
5207 市川市 千葉県立市川工業高等学校 軽音楽部
5211 市川市 千葉県立市川東高等学校 軽音楽部
5220 市川市 千葉商科大学付属高等学校 音楽部
5215 市川市 日出学園中学校・高等学校 軽音楽部
5219 市川市 和洋国府台女子中学校高等学校 軽音楽部
5224 習志野市 習志野市立習志野高等学校 軽音楽部
5234 松戸市 松戸市立松戸高等学校 軽音楽部
5228 松戸市 千葉県立松戸国際高等学校 軽音楽部
5230 松戸市 千葉県立松戸南高等学校 ロック部
5229 松戸市 千葉県立松戸六実高等学校 軽音楽部
5236 松戸市 専修大学松戸高等学校 フォークソング同好会
5237 成田市 千葉県立下総高等学校 軽音楽部
5238 成田市 千葉県立成田国際高等学校 ギター部、軽音楽同好会
5240 成田市 千葉県立成田西陵高等学校 軽音楽部
5239 成田市 千葉県立成田北高等学校 軽音楽同好会
5247 千葉市 敬愛学園高等学校 軽音楽部
5270 千葉市 渋谷教育学園幕張高等学校 ギター部
5271 千葉市 昭和学院秀英高等学校 軽音楽部
5261 千葉市 植草学園大学附属高等学校 ギター部
5248 千葉市 千葉経済大学附属高等学校 軽音楽部
5267 千葉市 千葉県立検見川高等学校 音楽部
5256 千葉市 千葉県立生浜高等学校 音楽部
5253 千葉市 千葉県立千城台高等学校 ギター同好会
5257 千葉市 千葉県立千葉工業高等学校 軽音楽部
5245 千葉市 千葉県立千葉東高等学校 フォークソング同好会
5258 千葉市 千葉県立千葉南高等学校 音楽同好会
5251 千葉市 千葉県立泉高等学校 軽音楽部
5272 千葉市 千葉県立土気高等学校 ギター部
5268 千葉市 千葉県立幕張総合高等学校 アコースティックギター同好会
5246 千葉市 千葉市立千葉高等学校 軽音楽部
5262 千葉市 千葉聖心高等学校 軽音楽部
5263 千葉市 千葉明徳高等学校 軽音楽部
5280 船橋市 千葉県立船橋古和釜高等学校 軽音楽部
5273 船橋市 千葉県立船橋高等学校 アコースティックギター部
5274 船橋市 千葉県立船橋芝山高等学校 音楽同好会
5281 船橋市 千葉県立船橋東高等学校 フォークロック部
5275 船橋市 千葉県立船橋二和高等学校 軽音楽部
5283 船橋市 船橋市立船橋高等学校 軽音楽部
5285 船橋市 東京学館船橋高等学校 軽音楽部
5286 船橋市 東葉高等学校 軽音楽部
5290 匝瑳市 敬愛大学八日市場高等学校 軽音楽部
5289 匝瑳市 千葉県立匝瑳高等学校 ギター部
5296 長生郡 千葉県立一宮商業高等学校 軽音楽同好会
5299 東金市 千葉学芸高等学校 軽音楽部
9533 柏市 わせがく高等学校 柏キャンパス 軽音楽部
5311 柏市 芝浦工業大学柏中学高等学校 軽音楽部
5308 柏市 千葉県立東葛飾高等学校 軽音楽部
5306 柏市 千葉県立柏の葉高等学校 ギター部
5301 柏市 千葉県立柏高等学校 軽音楽部
5303 柏市 千葉県立柏陵高等学校 軽音楽部
5312 柏市 二松學舍大学附属柏中学校・高等学校 軽音楽部
5309 柏市 柏市立柏高等学校 軽音楽部
5316 八街市 千葉県立八街高等学校 軽音楽部
5317 八街市 千葉黎明高等学校 軽音楽部
5321 八千代市 千葉英和高等学校 軽音楽部
5319 八千代市 千葉県立八千代西高等学校 軽音楽部
5320 八千代市 千葉県立八千代東高等学校 フォークソング部
5327 茂原市 千葉県立長生高等学校 フォークソング研究同好会
5328 茂原市 千葉県立茂原高等学校 軽音楽同好会
5329 茂原市 千葉県立茂原樟陽高等学校 軽音楽同好会
5330 茂原市 茂原北陵高等学校 軽音楽サークル
5335 木更津市 暁星国際高等学校 音楽部
5332 木更津市 千葉県立木更津東高等学校 軽音楽部
5336 木更津市 拓殖大学紅陵高等学校 軽音楽部
9532 木更津市 木更津工業高等専門学校 軽音部
5333 木更津市 木更津総合高等学校 軽音楽同好会
5340 野田市 あずさ第一高等学校 軽音楽部
5337 野田市 千葉県立関宿高等学校 軽音楽同好会
5338 野田市 千葉県立清水高等学校 軽音楽部
5339 野田市 千葉県立野田中央高等学校 軽音楽部
5344 流山市 千葉県立流山おおたかの森高等学校 軽音楽同好会
5345 流山市 千葉県立流山南高等学校 軽音楽部
5343 流山市 千葉県立流山北高等学校 軽音部
■茨城県 ---------------------------------------------------------------- 
5346 かすみがうら市 つくば国際大学東風高等学校 軽音楽同好会
5351 つくば市 茨城県立茎崎高等学校 軽音楽部
5349 つくば市 茨城県立竹園高等学校 軽音楽同好会
5358 ひたちなか市 茨城県立海洋高等学校 軽音楽部
5359 ひたちなか市 茨城県立勝田工業高等学校 軽音楽部
9508 ひたちなか市 茨城工業高等専門学校 軽音楽同好会
5361 稲敷郡 霞ヶ浦高等学校 軽音楽部
5364 下妻市 茨城県立下妻第一高等学校 軽音楽部
5366 笠間市 茨城県立笠間高等学校 軽音楽部
5370 牛久市 茨城県立牛久高等学校 軽音楽部
5373 牛久市 東洋大学附属牛久高等学校 軽音楽研究部
5376 結城市 茨城県立結城第二高等学校 軽音楽部
5379 古河市 茨城県立古河第三高等学校 音楽部
5384 古河市 茨城県立古河第二高等学校 軽音楽部
5378 古河市 茨城県立古河中等教育学校 軽音同好会
5383 古河市 茨城県立三和高等学校 軽音楽部
5389 高萩市 茨城県立高萩清松高等学校 軽音楽同好会
5395 桜川市 岩瀬日本大学高等学校 軽音楽愛好会
5396 鹿嶋市 茨城県立鹿島高等学校 軽音楽部
5399 鹿嶋市 鹿島学園高等学校 軽音楽部
5400 取手市 茨城県立取手第一高等学校 軽音楽部
5404 取手市 茨城県立藤代高等学校 軽音楽部
5402 取手市 茨城県立藤代紫水高等学校 軽音楽部
5406 取手市 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 フォークソング部
5407 守谷市 茨城県立守谷高等学校 軽音楽同好会
5408 小美玉市 茨城県立中央高等学校 軽音楽同好会
5409 常総市 茨城県立水海道第一高等学校 軽音楽同好会
5410 常総市 茨城県立水海道第二高等学校 軽音楽同好会
5413 常陸太田市 茨城県立太田第二高等学校 軽音楽部
5427 水戸市 茨城県立水戸商業高等学校 軽音楽部
5420 水戸市 茨城県立水戸第一高等学校 軽音楽同好会
5426 水戸市 茨城県立水戸第三高等学校 軽音楽部
5423 水戸市 茨城県立水戸第二高等学校 軽音楽同好会
5425 水戸市 茨城県立水戸南高等学校 軽音楽部
9531 水戸市 茨城県立盲学校 軽音楽部
5421 水戸市 茨城県立緑岡高等学校 軽音楽部
5429 水戸市 茨城高等学校 フォーク部
5431 水戸市 水戸啓明高等学校 軽音楽同好会
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5435 水戸市 水戸平成学園高等学校 軽音楽クラブ
5438 石岡市 茨城県立石岡第二高等学校 軽音楽部
5453 土浦市 つくば国際大学高等学校 軽音楽部
5446 土浦市 茨城県立土浦第一高等学校 軽音楽同好会
5447 土浦市 茨城県立土浦第三高等学校 音楽部
5452 土浦市 常総学院高等学校 軽音楽部
5454 土浦市 土浦日本大学高等学校 音楽部
5451 土浦市 土浦日本大学中等教育学校 バンド部
5456 東茨城郡 茨城県立大洗高等学校 軽音楽同好会
5459 那珂市 茨城県立水戸農業高等学校 軽音楽部
5466 日立市 茨城キリスト教学園高等学校 フォークソング部
5464 日立市 茨城県立日立商業高等学校 軽音楽演劇同好会
5460 日立市 茨城県立日立第一高等学校 ギター部
5463 日立市 茨城県立日立第二高等学校 軽音楽部
5468 日立市 明秀学園日立高等学校 フォークソング同好会
5470 鉾田市 茨城県立鉾田第二高等学校 音楽部
5474 龍ヶ崎市 愛国学園大学附属龍ヶ崎高等学校 軽音楽部
5475 龍ヶ崎市 茨城県立竜ヶ崎第一高等学校 軽音楽部
5473 龍ヶ崎市 茨城県立竜ヶ崎第二高等学校 軽音楽部
5476 龍ヶ崎市 茨城県立竜ヶ崎南高等学校 軽音楽部
■栃木県 ---------------------------------------------------------------- 
5491 宇都宮市 宇都宮短期大学附属高等学校 軽音楽部
5482 宇都宮市 栃木県立宇都宮女子高等学校 軽音楽部
5484 宇都宮市 栃木県立宇都宮南高等学校 軽音楽同好会
5487 宇都宮市 栃木県立宇都宮白楊高等学校 軽音楽部
5492 宇都宮市 日々輝学園高等学校 軽音楽同好会
5498 佐野市 栃木県立佐野高等学校 ギター部
5506 鹿沼市 栃木県立鹿沼南高等学校 軽音楽同好会
9507 小山市 小山工業高等専門学校 軽音楽部
5509 小山市 栃木県立小山城南高等学校 軽音楽部
5508 小山市 栃木県立小山北桜高等学校 軽音楽部
5524 足利市 足利短期大学附属高等学校 軽音楽部
5517 足利市 栃木県立足利高等学校 ギター同好会
5518 足利市 栃木県立足利女子高等学校 軽音楽部
5519 足利市 栃木県立足利南高等学校 フォーク部
5523 足利市 白鴎大学足利高等学校 Music Art Club
5527 大田原市 栃木県立大田原女子高等学校 フォークソング部
5532 栃木市 栃木県立学悠館高等学校 軽音楽部
5529 栃木市 栃木県立栃木工業高等学校 ギター部
5533 栃木市 栃木県立栃木女子高等学校 軽音楽部
5540 那須塩原市 栃木県立那須清峰高等学校 軽音楽同好会
5547 日光市 栃木県立今市工業高等学校 軽音楽同好会
5546 日光市 栃木県立今市高等学校 ギター部
■群馬県 ---------------------------------------------------------------- 
5557 安中市 新島学園高等学校 軽音楽部
5562 伊勢崎市 群馬県立伊勢崎興陽高等学校 軽音楽部
5560 伊勢崎市 群馬県立伊勢崎清明高等学校 軽音楽部
5565 甘楽郡 群馬県立下仁田高等学校 軽音楽愛好会
5570 桐生市 群馬県立桐生西高等学校 軽音楽部
5577 吾妻郡 群馬県立吾妻中央高等学校 音楽部
5579 吾妻郡 群馬県立長野原高等学校 軽音楽サークル
5583 高崎市 群馬県立高崎工業高等学校 軽音楽部
5589 高崎市 群馬県立高崎東高等学校 軽音楽同好会
5584 高崎市 群馬県立榛名高等学校 軽音楽部
5591 高崎市 高崎健康福祉大学高崎高等学校 軽音楽部
5590 高崎市 高崎市立高崎経済大学附属高等学校 軽音楽部
5592 高崎市 高崎商科大学附属高等学校 軽音楽部
5597 佐波郡 群馬県立玉村高等学校 軽音楽部
5599 渋川市 群馬県立渋川工業高等学校 軽音楽部
5602 沼田市 群馬県立沼田高等学校 軽音楽部
5604 沼田市 群馬県立沼田女子高等学校 軽音楽部、ギター部
5616 前橋市 共愛学園高等学校 F&R 部
5614 前橋市 群馬県立前橋清陵高等学校 定時制夜間部
5617 前橋市 前橋育英高等学校 軽音楽部
5624 太田市 群馬県立新田暁高等学校 軽音楽部
5623 太田市 群馬県立太田東高等学校 軽音楽部
5626 太田市 常磐高等学校 軽音楽部
5628 藤岡市 群馬県立藤岡中央高等学校 軽音楽部
5631 富岡市 群馬県立富岡高等学校 軽音楽部
5634 邑楽郡 群馬県立板倉高等学校 軽音楽部
■新潟県 ---------------------------------------------------------------- 
6925 加茂市 加茂暁星高等学校 軽音楽同好会
6945 佐渡市 新潟県立佐渡高等学校 音楽部
6946 佐渡市 新潟県立佐渡総合高等学校 音楽部
6950 三条市 新潟県立三条東高等学校 軽音楽同好会
6955 三島郡 新潟県立出雲崎高等学校 器楽部
6951 糸魚川市 新潟県立糸魚川高等学校 軽音楽部
6952 糸魚川市 新潟県立糸魚川白嶺高等学校 軽音楽部
6954 十日町市 新潟県立十日町総合高等学校 音楽部
6959 十日町市 新潟県立松代高等学校 軽音楽同好会
6932 上越市 関根学園高等学校 軽音楽同好会
6939 上越市 高田高等学校 軽音楽同好会
6960 上越市 上越高等学校 軽音楽部
6941 上越市 新潟県立高田南城高等学校 軽音楽同好会
6943 上越市 新潟県立高田北城高等学校 軽音楽部
6961 上越市 新潟県立上越総合技術高等学校 軽音楽同好会
6930 新潟市 新潟県立巻高等学校 ギター部
6965 新潟市 新潟県立新潟工業高等学校 音楽部
6974 新潟市 新潟県立新潟西高等学校 軽音楽同好会
6977 新潟市 新潟県立新潟中央高等学校 ギター部
6982 新潟市 新潟県立新津工業高等学校 器楽部
7024 新潟市 新潟県立豊栄高等学校 ギター部
6970 新潟市 新潟市立明鏡高等学校 音楽部
6973 新潟市 新潟清心女子高等学校 軽音部
7025 新潟市 北越高等学校 軽音楽同好会
6988 新発田市 新潟県立新発田南高等学校 ギター同好会
6987 新発田市 新発田中央高等学校 軽音楽同好会
6938 村上市 新潟県立荒川高等学校 軽音楽部
6998 村上市 新潟県立村上桜ヶ丘高等学校 軽音楽部
7004 長岡市 新潟県立長岡高等学校 軽音楽部
7006 長岡市 新潟県立長岡大手高等学校 軽音同好会
9505 長岡市 長岡工業高等専門学校 軽音楽部
7022 南魚沼市 新潟県立八海高等学校 軽音楽同好会
7017 柏崎市 新潟県立柏崎高等学校 フォークロック同好会
7019 柏崎市 新潟県立柏崎総合高等学校 軽音楽同好会
6962 妙高市 新潟県立新井高等学校 ニューミュージック部
■富山県 ---------------------------------------------------------------- 
7048 魚津市 富山県立新川みどり野高等学校 軽音楽部
7039 高岡市 高岡第一高等学校 軽音楽同好会
7041 高岡市 高岡龍谷高等学校 軽音楽同好会
7036 高岡市 富山県立高岡高等学校 軽音楽部
7040 高岡市 富山県立高岡南高等学校 軽音楽部
9514 射水市 富山高等専門学校 射水キャンパス
7042 富山市 高朋高等学校 軽音楽部
7066 富山市 富山県立富山工業高等学校 ギター部
7080 富山市 富山県立雄峰高等学校 軽音楽部
9513 富山市 富山高等専門学校 本郷キャンパス 軽音楽部
■石川県 ---------------------------------------------------------------- 
7084 羽咋市 石川県立羽咋高等学校 軽音楽部
7123 河北郡 石川県立津幡高等学校 軽音楽部
7127 河北郡 石川県立内灘高等学校 軽音楽部
9515 河北郡 石川工業高等専門学校 軽音楽同好会
7088 金沢市 金沢学院大学附属高等学校 軽音楽部
7095 金沢市 石川県立金沢西高等学校 軽音楽同好会
7133 金沢市 北陸学院高等学校 軽音楽部
7125 七尾市 石川県立田鶴浜高等学校 軽音楽部
7116 小松市 石川県立小松北高等学校 軽音楽部
■福井県 ---------------------------------------------------------------- 
7149 小浜市 福井県立若狭高等学校 軽音楽部
7157 大野市 福井県立大野高等学校 音楽愛好会
7155 福井市 仁愛女子高等学校 軽音楽部
7171 福井市 福井工業大学附属福井高等学校 芸能部
7175 福井市 北陸学園北陸高等学校 アコースティック同好会
■山梨県 ---------------------------------------------------------------- 
7182 甲府市 甲斐清和高等学校 ギター部
7183 甲府市 山梨県立甲府工業高等学校 ギター部
7186 甲府市 山梨県立甲府城西高等学校 軽音楽同好会

7188 甲府市 山梨県立甲府第一高等学校 フォークロック部
7189 甲府市 山梨県立甲府東高等学校 軽音楽部
7190 甲府市 山梨県立甲府南高等学校 軽音楽部
7209 上野原市 日本大学明誠高等学校 音楽部
7205 大月市 山梨県立都留高等学校 軽音楽部
7204 笛吹市 山梨県立笛吹高等学校 フォークソング部
7179 南アルプス市 山梨県立巨摩高等学校 軽音楽同好会
7199 南巨摩郡 身延山高等学校 軽音楽同好会
7211 韮崎市 山梨県立韮崎高等学校 ギター部
7176 富士吉田市 山梨県立ひばりが丘高等学校 軽音楽部
7217 北杜市 山梨県立北杜高等学校 軽音楽部
7203 北杜市 帝京第三高等学校 軽音同好会
7218 北杜市 北杜市立甲陵高等学校 ギター同好会
■長野県 ---------------------------------------------------------------- 
7297 安曇野市 長野県南安曇農業高等学校 軽音楽部
7306 安曇野市 長野県穂高商業高等学校 軽音楽部
7307 安曇野市 長野県豊科高等学校 LMC 部
7312 安曇野市 長野県明科高等学校 軽音楽部
7234 伊那市 長野県伊那北高等学校 軽音楽部
7235 伊那市 長野県伊那弥生ヶ丘高等学校 軽音楽部
7251 伊那市 長野県高遠高等学校 軽音楽部
7237 塩尻市 長野県塩尻志学館高等学校 軽音楽部
7295 塩尻市 長野県田川高等学校 ギター部
7239 岡谷市 長野県岡谷東高等学校 軽音楽部
7231 下伊那郡 長野県阿智高等学校 軽音楽部
7232 下伊那郡 長野県阿南高等学校 軽音楽部
7246 茅野市 長野県茅野高等学校 軽音楽部
7323 茅野市 東海大学付属諏訪高等学校 音楽部
7248 駒ヶ根市 長野県駒ヶ根工業高等学校 軽音楽同好会
7278 駒ヶ根市 長野県赤穂高等学校 軽音楽部
7236 佐久市 佐久平総合技術高等学校 軽音楽部
5639 佐久市 長野県岩村田高等学校 軽音楽部
7314 佐久市 長野県野沢南高等学校 軽音楽部
7315 佐久市 長野県野沢北高等学校 軽音楽班
7256 小諸市 長野県小諸高等学校 軽音楽部
7257 小諸市 長野県小諸商業高等学校 軽音楽部
7224 松本市 松商学園高等学校 軽音楽同好会
7229 松本市 松本国際高等学校 軽音楽部
7228 松本市 信濃むつみ高等学校 軽音楽部
7233 松本市 長野県梓川高等学校 軽音楽部
7260 松本市 長野県松本蟻ヶ崎高等学校 軽音楽部
7261 松本市 長野県松本県ヶ丘高等学校 軽音楽部
7262 松本市 長野県松本工業高等学校 軽音楽部
7263 松本市 長野県松本深志高等学校 ギター部
7264 松本市 長野県松本筑摩高等学校 音楽部
7265 松本市 長野県松本美須々ヶ丘高等学校 FMC 部
7266 上伊那郡 長野県上伊那農業高等学校 軽音楽同好会
7282 上伊那郡 長野県辰野高等学校 軽音楽部
7311 上伊那郡 長野県箕輪進修高等学校 軽音楽部
7227 上田市 上田西高等学校 軽音楽部
7247 上田市 長野県丸子修学館高等学校 軽音楽部
7267 上田市 長野県上田高等学校 現代音楽班
7268 上田市 長野県上田千曲高等学校 軽音楽班
7269 上田市 長野県上田染谷丘高等学校 軽音・フォーク班
7270 上田市 長野県上田東高等学校 軽音楽班
7252 埴科郡 長野県坂城高等学校 軽音部
7245 諏訪郡 長野県下諏訪向陽高等学校 器楽部
7305 諏訪郡 長野県富士見高等学校 バンド部
7271 諏訪市 長野県諏訪実業高等学校 軽音楽部
7272 諏訪市 長野県諏訪清陵高等学校 フォークソング部
7273 諏訪市 長野県諏訪二葉高等学校 現代音楽部
7275 須坂市 長野県須坂高等学校 FMC 同好会
7274 須坂市 長野県須坂創成高等学校 軽音楽部
7241 千曲市 長野県屋代高等学校 軽音楽班
7242 千曲市 長野県屋代南高等学校 フォークソング部
7280 大町市 長野県大町岳陽高等学校 軽音楽部
7285 中野市 長野県中野立志館高等学校 軽音楽部
7253 長野市 長野県篠ノ井高等学校 フォーク部
7254 長野市 長野県篠ノ井高等学校犀峡校 音楽部
7259 長野市 長野県松代高等学校 ミュージック部
7286 長野市 長野県長野吉田高等学校 軽音楽班
7287 長野市 長野県長野吉田高等学校戸隠分校 軽音部
7288 長野市 長野県長野工業高等学校 軽音楽班
7289 長野市 長野県長野高等学校 フォークソング班
7292 長野市 長野県長野西高等学校中条校 軽音楽同好会
7294 長野市 長野県長野南高等学校 軽音楽部
9506 長野市 長野工業高等専門学校 軽音楽部
7317 長野市 長野市立長野高等学校 軽音楽部
7318 長野市 長野俊英高等学校 軽音楽部
7319 長野市 長野女子高等学校 軽音楽部
7320 長野市 長野清泉女学院高等学校 フォークソング部
7296 東御市 長野県東御清翔高等学校 軽音楽部
7255 南佐久郡 長野県小海高等学校 軽音楽班
7300 飯山市 長野県飯山高等学校 軽音同好会
7301 飯田市 長野県飯田 OIDE 長姫高等学校 軽音楽部
7302 飯田市 長野県飯田高等学校 軽音楽部
7304 飯田市 長野県飯田風越高等学校 軽音楽部
7283 北安曇郡 長野県池田工業高等学校 軽音楽部
7298 北安曇郡 長野県白馬高等学校 軽音楽部
7249 北佐久郡 長野県軽井沢高等学校 軽音楽部
7279 木曽郡 長野県蘇南高等学校 軽音楽部
7313 木曽郡 長野県木曽青峰高等学校 軽音楽部
■岐阜県 ---------------------------------------------------------------- 
7335 可児市 岐阜県立可児高等学校 軽音楽部
7327 岐阜市 ぎふ国際高等学校 音楽部
7366 岐阜市 済美高等学校 フォークソング部
7399 高山市 岐阜県立斐太高等学校 軽音楽部
7395 土岐市 岐阜県立東濃フロンティア高等学校 軽音楽部
9510 本巣市 岐阜工業高等専門学校 軽音楽同好会
■静岡県 ---------------------------------------------------------------- 
7416 伊豆の国市 静岡県立伊豆中央高等学校 軽音楽部
7426 掛川市 静岡県立掛川工業高等学校 ギター部
7430 菊川市 菊川南陵高等学校 音楽部
7462 菊川市 常葉学園菊川高等学校 音楽部
7500 御前崎市 静岡県立池新田高等学校 音楽部
7438 御殿場市 御殿場西高等学校 軽音楽同好会
7439 御殿場市 静岡県立御殿場南高等学校 音楽部
7515 三島市 日本大学三島高等学校 軽音楽部
7424 沼津市 加藤学園高等学校 フォークソング部
7434 沼津市 桐陽高等学校 軽音楽部
9511 沼津市 沼津工業高等専門学校 軽音楽同好会
7456 沼津市 沼津中央高等学校 軽音楽部
7451 沼津市 静岡県立沼津工業高等学校 軽音部
7411 榛原郡 キラリ高等学校 音楽部（軽音）
7469 静岡市 清水国際高等学校 軽音楽部
7487 静岡市 静岡県立静岡西高等学校 音楽部
7511 藤枝市 静岡県立藤枝東高等学校 ギター部
7410 浜松市 オイスカ高等学校 軽音楽部
9446 浜松市 クラーク記念国際高等学校 浜松キャンパス 軽音楽部
7473 浜松市 聖隷クリストファー高等学校 軽音楽部
7531 浜松市 静岡県立浜松工業高等学校 ギター部
7536 浜松市 静岡県立浜松城北工業高等学校 軽音楽部
7540 浜松市 静岡県立浜松南高等学校 音楽研究部
7542 浜松市 静岡県立浜松北高等学校 軽音楽部
7525 浜松市 浜松開誠館高等学校 軽音楽部
7527 浜松市 浜松学芸高等学校 ポピュラー音楽部
7534 浜松市 浜松修学舎中学校・高等学校 ギター部
9528 富士宮市 富士宮高等専修学校 軽音楽部
7431 富士市 静岡県立吉原工業高等学校 総合文化部（ギター部）
7550 富士市 静岡県立富士高等学校 音楽部
■愛知県 ---------------------------------------------------------------- 
7569 安城市 安城学園高等学校 軽音楽部
7577 一宮市 愛知県立一宮興道高等学校 音楽部
7635 一宮市 修文女子高等学校 音楽部
7556 稲沢市 愛知啓成高等学校 軽音楽部
7593 岡崎市 愛知県立岡崎商業高等学校 音楽部
7655 岡崎市 岡崎学園高等学校 軽音楽同好会

7606 刈谷市 愛知県立刈谷北高等学校 ギター同好会
7607 岩倉市 愛知県立岩倉総合高等学校 フォーク部
7642 春日井市 中部大学春日丘高等学校 軽音楽部
7772 小牧市 誉高等学校 軽音楽部
7661 瀬戸市 愛知県立瀬戸工科高等学校 PSLMC
7658 瀬戸市 愛知県立瀬戸高等学校 フォークソング部
7659 瀬戸市 愛知県立瀬戸西高等学校 アコースティックギター部
7665 瀬戸市 聖カピタニオ女子高等学校 軽音楽部
7666 瀬戸市 聖霊中学校・高等学校 軽音楽部
7668 西尾市 愛知県立西尾高等学校 ギター部
7694 知多郡 愛知県立東浦高等学校 ギター部
7710 知多郡 日本福祉大学付属高等学校 音楽部
7679 知多市 愛知県立知多翔洋高等学校 ギター部
7589 東海市 愛知県立横須賀高等学校 軽音楽同好会
7697 東海市 愛知県立東海商業高等学校 フォークソング部
7685 日進市 中部大学第一高等学校 軽音楽部
7712 半田市 愛知県立半田工業高等学校 音楽部
7713 半田市 愛知県立半田高等学校 フォークソング部
7567 尾張旭市 愛知県立旭野高等学校 軽音楽部
7726 豊橋市 愛知県立豊橋工科高等学校 音楽部
7730 豊橋市 豊橋中央高等学校 軽音楽部
9500 豊田市 ルネサンス豊田高等学校 軽音楽部
7735 豊田市 愛知県立豊田工業高等学校 音楽部
7736 豊田市 愛知県立豊田高等学校 ギター部
7737 豊田市 愛知県立豊田西高等学校 ギター部
7741 豊田市 愛知県立豊田北高等学校 軽音楽部
7693 豊田市 杜若高等学校 軽音楽部
7663 豊明市 星城高等学校 軽音楽部
9525 名古屋市 KTC おおぞら高等学院 名古屋キャンパス
9530 名古屋市 クラーク記念国際高等学校 名古屋キャンパス 軽音同好会
9447 名古屋市 愛知芸術高等専修学校 ミュージックコース
7563 名古屋市 愛知県立愛知商業高等学校 音楽部
7566 名古屋市 愛知県立旭丘高等学校 軽音楽部
7575 名古屋市 愛知県立惟信高等学校 軽音楽部
7647 名古屋市 愛知県立昭和高等学校 軽音楽部
7648 名古屋市 愛知県立松蔭高等学校 音楽部
7656 名古屋市 愛知県立瑞陵高等学校 軽音楽部
7683 名古屋市 愛知県立中川商業高等学校 フォークソング部
7684 名古屋市 愛知県立中村高等学校 音楽部
7766 名古屋市 愛知県立名古屋南高等学校 軽音楽部
7769 名古屋市 愛知県立明和高等学校 PM 部
7773 名古屋市 愛知県立緑丘高等学校 軽音楽部
7560 名古屋市 愛知産業大学工業高等学校 軽音楽部
7610 名古屋市 菊華高等学校 軽音楽部
9499 名古屋市 菊武ビジネス専門学校 高校課程 軽音楽部
7613 名古屋市 金城学院高等学校 軽音楽部
7614 名古屋市 啓明学館高等学校 軽音楽部
7632 名古屋市 至学館高等学校 軽音楽部
7657 名古屋市 椙山女学園高等学校 ギター部
7674 名古屋市 大同大学大同高等学校 軽音楽部
7682 名古屋市 中京大学附属中京高等学校 バンド研究部
7695 名古屋市 東海学園高等学校 軽音楽同好会
7696 名古屋市 東海中学校・高等学校 軽音楽同好会
7700 名古屋市 東邦高等学校 軽音楽部
7703 名古屋市 同朋高等学校 フォークソング部
7705 名古屋市 南山中学校・高等学校女子部 ギター部
7744 名古屋市 名古屋経済大学高蔵高等学校 軽音楽部
5640 名古屋市 名古屋経済大学市邨高等学校 軽音楽部
7747 名古屋市 名古屋国際中学校・高等学校 軽音楽部
7749 名古屋市 名古屋市立向陽高等学校 フォークソング部
7750 名古屋市 名古屋市立工業高等学校 ギター同好会
7751 名古屋市 名古屋市立工芸高等学校 軽音楽同好会
7752 名古屋市 名古屋市立桜台高等学校 軽音部
7754 名古屋市 名古屋市立若宮商業高等学校 ギター部
7759 名古屋市 名古屋市立名古屋商業高等学校 軽音楽部
7760 名古屋市 名古屋市立名東高等学校 軽音楽部
7761 名古屋市 名古屋市立緑高等学校 軽音楽部
7762 名古屋市 名古屋女子大学高等学校 軽音楽部
7564 弥富市 愛知黎明高等学校 軽音楽部
■三重県 ---------------------------------------------------------------- 
7774 伊賀市 三重県立あけぼの学園高等学校 軽音楽部
7788 伊勢市 三重県立宇治山田商業高等学校 軽音楽部
7792 亀山市 三重県立亀山高等学校 軽音楽部
7797 桑名市 三重県立桑名高等学校 軽音楽同好会
7798 桑名市 三重県立桑名西高等学校 音楽部
7800 三重郡 三重県立菰野高等学校 軽音楽部
7804 四日市市 三重県立四日市工業高等学校 軽音楽部
7807 四日市市 三重県立四日市商業高等学校 軽音楽部
7841 四日市市 三重県立北星高等学校 バンド部
7823 四日市市 大橋学園高等学校 軽音楽部
7814 松阪市 松阪高等学校 ギター同好会
9522 津市 一志学園高校 軽音楽部
7826 津市 三重県立津工業高等学校 軽音楽部
7827 津市 三重県立津高等学校 軽音楽部
7829 津市 三重県立津西高等学校 オリジナルソング部
7831 津市 三重県立津東高等学校 ロッキン部
7834 津市 青山高等学校 けいおんサークル
7833 度会郡 三重県立南伊勢高等学校南勢校舎 軽音楽部
7840 尾鷲市 三重県立尾鷲高等学校 軽音楽部
7817 鈴鹿市 三重県立神戸高等学校 吹奏楽部軽音楽班
7819 鈴鹿市 三重県立石薬師高等学校 音楽部
7837 鈴鹿市 三重県立白子高等学校 軽音楽部
7839 鈴鹿市 三重県立飯野高等学校 軽音楽部
9512 鈴鹿市 鈴鹿工業高等専門学校 アコースティックギター部
■滋賀県 ---------------------------------------------------------------- 
7851 愛知郡 滋賀県立愛知高等学校 軽音楽同好会
7898 近江八幡市 滋賀県立八幡工業高等学校 軽音楽同好会
7852 草津市 綾羽高等学校 軽音楽部
7884 草津市 滋賀県立草津東高等学校 軽音楽部
7865 大津市 幸福の科学学園関西高等学校 軽音楽同好会
7880 大津市 滋賀県立石山高等学校 軽音楽部
7882 大津市 滋賀県立膳所高等学校 軽音楽部
7885 大津市 滋賀県立大津高等学校 軽音楽部
7887 大津市 滋賀県立大津清陵高等学校 通信部 軽音楽部
7888 大津市 滋賀県立大津清陵高等学校馬場分校 軽音楽愛好会
7893 大津市 滋賀県立東大津高等学校 音楽部
7872 大津市 滋賀短期大学附属高等学校 軽音楽部
7901 大津市 比叡山高等学校 軽音楽部
7890 長浜市 滋賀県立長浜農業高等学校 軽音楽部
7895 東近江市 滋賀県立能登川高等学校 軽音楽部
7897 東近江市 滋賀県立八日市南高等学校 音楽同好会
7859 彦根市 近江高等学校 軽音同好会
7902 彦根市 滋賀県立彦根工業高等学校 軽音楽部
7906 彦根市 滋賀県立彦根翔西館高等学校 軽音楽部
7909 野洲市 滋賀県立野洲高等学校 軽音同好会
■京都府 ----------------------------------------------------------------
5643 宇治市 京都府立城南菱創高等学校 フォークソング部
5645 宇治市 京都府立莵道高等学校 フォークソング部
5647 宇治市 京都翔英高等学校 軽音楽部
5648 亀岡市 京都府立亀岡高等学校 軽音楽部
5656 京丹後市 京都府立丹後緑風高等学校 久美浜学舎 軽音楽部
5654 京丹後市 京都府立峰山高等学校 軽音楽部
9527 京丹後市 京都府立峰山高等学校 弥栄分校 軽音楽部
5657 京田辺市 京都府立田辺高等学校 軽音楽部
5673 京都市 ノートルダム女学院中学高等学校 軽音楽部
5664 京都市 花園高等学校 軽音楽部
5696 京都市 華頂女子高等学校 軽音楽部
5708 京都市 京都橘高等学校 軽音楽部
5701 京都市 京都教育大学附属高等学校 軽音楽同好会
5665 京都市 京都光華高等学校 軽音楽部
5693 京都市 京都国際高等学校 軽音楽部
5667 京都市 京都産業大学附属高等学校 軽音楽部
5711 京都市 京都市立紫野高等学校 軽音楽部
5687 京都市 京都市立西京高等学校 軽音楽部
5689 京都市 京都市立銅駝美術工芸高等学校 フォークソング部
5686 京都市 京都市立堀川高等学校 軽音楽部
5694 京都市 京都女子高等学校 軽音楽部

5671 京都市 京都精華学園高等学校 軽音楽部
5707 京都市 京都聖母学院中学校・高等学校 軽音楽部
5677 京都市 京都府立鴨沂高等学校 軽音楽部
5681 京都市 京都府立桂高等学校 フォークソング部
5660 京都市 京都府立嵯峨野高等学校 軽音楽部
5710 京都市 京都府立山城高等学校 軽音楽部
5685 京都市 京都府立朱雀高等学校 軽音楽部
9526 京都市 京都府立清明高等学校 軽音楽部
5702 京都市 京都府立東稜高等学校 フォークソング部
5704 京都市 京都府立桃山高等学校 軽音楽部
5703 京都市 京都府立洛水高等学校 軽音楽部
5682 京都市 京都府立洛西高等学校 軽音楽部
5675 京都市 京都府立洛東高等学校 フォークソング研究部
5669 京都市 京都府立洛北高等学校 音楽研究部
5672 京都市 京都文教高等学校 軽音楽部
5695 京都市 大谷高等学校 軽音楽部
5670 京都市 同志社高等学校 軽音楽部
5678 京都市 同志社女子高等学校 軽音楽部
5679 京都市 平安女学院中学校・高等学校 軽音楽部
5712 京都市 洛星高等学校 軽音楽同好会
5691 京都市 洛陽総合高等学校 軽音楽部
5713 向日市 京都府立向陽高等学校 フォークソング部
5716 城陽市 京都府立城陽高等学校 軽音楽部
5718 相楽郡 京都廣学館高等学校 通信課程ギター同好会
9503 舞鶴市 舞鶴工業高等専門学校 軽音楽部
■大阪府 ---------------------------------------------------------------- 
8040 大阪市 大阪市立桜宮高等学校 音楽部
4272 大阪市 大阪市立都島工業高等学校 軽音楽部
8047 大阪市 大阪市立都島第二工業高等学校 軽音楽部
8048 大阪市 大阪市立東高等学校 フォークソング部
8011 大阪市 大阪府立西野田工科高等学校 軽音楽部
7986 大阪市 昇陽高等学校 軽音楽部
8039 大阪市 大阪市立咲くやこの花高等学校 軽音楽部
8042 大阪市 大阪市立西高等学校 音楽部
7979 大阪市 大阪府立市岡高等学校 NMC（軽音楽）部
8044 大阪市 大阪市立泉尾工業高等学校 軽音楽部
8019 大阪市 大阪府立泉尾高等学校 軽音楽部
7943 大阪市 興國高等学校 軽音楽部
7976 大阪市 四天王寺高等学校 軽音楽部
8003 大阪市 清風高等学校 軽音楽部
4276 大阪市 大阪市立大阪ビジネスフロンティア高等学校 軽音楽部
7959 大阪市 大阪府立高津高等学校 軽音楽部
8002 大阪市 大阪府立清水谷高等学校 ギター部
8135 大阪市 大阪府立夕陽丘高等学校 YMW 部
8061 大阪市 大阪夕陽丘学園高等学校 軽音楽部
7963 大阪市 大阪府立今宮高等学校 軽音エレキ部
7955 大阪市 好文学園女子高等学校 軽音楽部
8052 大阪市 大阪市立淀商業高等学校 軽音楽部
7936 大阪市 関西大学北陽高等学校 フォークソング部
8034 大阪市 大阪高等学校 フォークソング部
8057 大阪市 大阪成蹊女子高等学校 軽音楽部
4286 大阪市 大阪府立柴島高等学校 軽音楽部
8120 大阪市 大阪府立北淀高等学校 フォークソング部
7915 大阪市 プール学院高等学校 フォークソング部
8041 大阪市 大阪市立生野工業高等学校 軽音楽部
7985 大阪市 大阪府立勝山高等学校 軽音楽部
8091 大阪市 大阪府立桃谷高等学校 CS I・II 部 軽音楽部
8062 大阪市 大阪偕星学園高等学校 軽音楽部
7993 大阪市 常翔学園高等学校 軽音楽部
7920 大阪市 大阪府立旭高等学校 音楽部
8136 大阪市 大阪府立淀川工科高等学校 軽音楽部
8036 大阪市 大阪産業大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
8056 大阪市 大阪信愛学院高等学校 軽音楽部
7998 大阪市 大阪府立成城高等学校 軽音楽部
7913 大阪市 あべの翔学高等学校 軽音楽部
8037 大阪市 大阪市立工芸高等学校 音楽部
7918 大阪市 大阪府立阿倍野高等学校 軽音エレキ部
7981 大阪市 大阪府立住吉高等学校 軽音楽部
8080 大阪市 大阪府立天王寺高等学校 軽音楽部
8066 大阪市 大谷中学校・高等学校 フォークソング部
4282 大阪市 桃山学院高等学校 軽音楽部
8130 大阪市 明浄学院高等学校 軽音楽部
7951 大阪市 建国高等学校 軽音楽部
4289 大阪市 大阪府教育センター附属高等学校 軽音楽部
7965 大阪市 大阪府立阪南高等学校 軽音楽部
8078 大阪市 帝塚山学院中学校高等学校 軽音楽部
8140 大阪市 浪速高等学校 軽音楽部
7992 大阪市 城南学園高等学校 軽音楽部
7962 大阪市 大阪府立今宮工科高等学校 軽音楽部
8010 大阪市 大阪府立西成高等学校 軽音楽部
4298 大阪市 英真学園高等学校 軽音楽部
8049 大阪市 大阪市立東淀工業高等学校 軽音楽部
8090 大阪市 大阪府立東淀川高等学校 軽音楽部
8119 大阪市 大阪府立北野高等学校 ジャズ・フォークソング部
4284 大阪市 大阪市立鶴見商業高等学校 軽音楽部
8051 大阪市 大阪市立汎愛高等学校 音楽部
7922 大阪市 大阪府立茨田高等学校 軽音楽部
4292 大阪市 大阪市立住吉商業高等学校 フォークソング部
4273 大阪市 大阪府立港南造形高等学校 軽音楽部
9535 大阪市 関西情報工学院専門学校 高等課程 軽音楽部
8069 大阪市 大阪府立長吉高等学校 軽音楽部
8084 大阪市 大阪府立東住吉高等学校 軽音楽部
8112 大阪市 大阪府立平野高等学校 軽音楽部
8079 大阪市 天王寺学館高等学校 軽音楽部
8085 大阪市 東住吉総合高等学校 ギター部
7949 大阪市 金蘭会高等学校 フォークソング部
8043 大阪市 大阪市立扇町総合高等学校 軽音楽部
7990 大阪市 城星学園中学校・高等学校 ウインド・ポップスミュージッククラブ
8022 大阪市 相愛高等学校 音楽部
8046 大阪市 大阪市立中央高等学校 軽音楽部
8053 大阪市 大阪女学院高等学校 軽音楽部
8063 大阪市 大阪府立大手前高等学校 軽音楽部
7954 茨木市 向陽台高等学校 軽音楽部
4299 茨木市 大阪府立茨木工科高等学校 軽音楽部
9444 茨木市 大阪府立茨木工科高等学校 定時制 軽音楽部
7923 茨木市 大阪府立茨木高等学校 軽音楽部
7924 茨木市 大阪府立茨木西高等学校 軽音楽部
7983 茨木市 大阪府立春日丘高等学校 軽音楽部
8110 茨木市 大阪府立福井高等学校 軽音楽部
8117 茨木市 大阪府立北摂つばさ高等学校 軽音楽部
8074 茨木市 追手門学院高等学校 軽音楽部
4266 羽曳野市 大阪府立懐風館高等学校 軽音楽部
8031 河内長野市 大阪暁光高等学校 軽音楽部
8072 河内長野市 大阪府立長野高等学校 フォークソング部
7931 貝塚市 大阪府立貝塚高等学校 軽音楽部
4287 貝塚市 大阪府立貝塚南高等学校 軽音楽部
7940 岸和田市 岸和田市立産業高等学校 軽音楽部
7944 岸和田市 近畿大学泉州高等学校 軽音楽部
4291 岸和田市 大阪府立岸和田高等学校 軽音楽部
7941 岸和田市 大阪府立久米田高等学校 軽音楽部
4290 岸和田市 大阪府立和泉高等学校 軽音楽部
7953 交野市 大阪府立交野高等学校 軽音楽部
7925 高石市 羽衣学園高等学校 フォークソング部
8004 高石市 清風南海高等学校 軽音楽部
7958 高石市 大阪府立高石高等学校 フォークソング部
7919 高槻市 阿武野高等学校 軽音楽部
7946 高槻市 金光大阪高等学校 アコースティックギター同好会
7960 高槻市 高槻高等学校 軽音楽部
7929 高槻市 大阪府立芥川高等学校 軽音ロック部
7961 高槻市 大阪府立高槻北高等学校 軽音楽部
7972 高槻市 大阪府立三島高等学校 軽音楽部
8024 高槻市 大阪府立大冠高等学校 軽音楽部
8076 高槻市 大阪府立槻の木高等学校 軽音楽部
8018 阪南市 大阪府立泉鳥取高等学校 軽音楽部
7952 堺市 賢明学院中学高等学校 軽音楽部
4277 堺市 香ヶ丘リベルテ高等学校 軽音楽部
4275 堺市 堺市立堺高等学校 軽音楽部
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8055 堺市 大阪商業大学堺高等学校 軽音楽部
7966 堺市 大阪府立堺工科高等学校 軽音楽部
4283 堺市 大阪府立堺上高等学校 軽音楽部
7967 堺市 大阪府立堺西高等学校 軽音楽部
7968 堺市 大阪府立堺東高等学校 軽音楽部
7999 堺市 大阪府立成美高等学校 軽音楽部
8020 堺市 大阪府立泉北高等学校 軽音楽部
8081 堺市 大阪府立登美丘高等学校 フォークソング部
8089 堺市 大阪府立東百舌鳥高等学校 軽音楽部
8097 堺市 大阪府立農芸高等学校 音楽部
8105 堺市 大阪府立美原高等学校 軽音楽部
8111 堺市 大阪府立福泉高等学校 軽音楽部
8115 堺市 大阪府立鳳高等学校 フォークソング部
4270 堺市 東大谷高等学校 軽音楽部
4301 堺市 大阪府立泉陽高等学校 PMC
4300 堺市 初芝立命館高等学校 新音楽研究部
4265 堺市 大阪府立金岡高等学校 軽音楽部
8082 三島郡 大阪府立島本高等学校 軽音楽部
7978 四條畷市 大阪府立四條畷高等学校 軽音楽部
8035 守口市 大阪国際大和田高等学校 フォークソング部
4294 守口市 大阪国際滝井高等学校 軽音楽部
4271 守口市 大阪電気通信大学高等学校 軽音楽部
7921 守口市 大阪府立芦間高等学校 軽音楽部
4297 守口市 大阪府立守口東高等学校 軽音楽部
4279 松原市 阪南大学高等学校 軽音楽部
7987 松原市 大阪府立松原高等学校 軽音楽部
8006 松原市 大阪府立生野高等学校 軽音楽部
8067 松原市 大阪府立大塚高等学校 軽音楽部
8059 寝屋川市 香里ヌヴェール学院中学校・高等学校 軽音楽部
8009 寝屋川市 大阪府立西寝屋川高等学校 フォークソング部
8116 寝屋川市 大阪府立北かわち皐が丘高等学校 軽音楽部
8094 寝屋川市 同志社香里高等学校 軽音楽部
8025 吹田市 大阪学院大学高等学校 軽音楽部
7973 吹田市 大阪府立山田高等学校 軽音楽部
7996 吹田市 大阪府立吹田高等学校 軽音楽部
7997 吹田市 大阪府立吹田東高等学校 軽音楽部
8014 吹田市 大阪府立千里高等学校 フォークソング部
8118 吹田市 大阪府立北千里高等学校 軽音楽部
8000 摂津市 星翔高等学校 音楽部
8033 摂津市 大阪薫英女学院高等学校 軽音楽部
8013 摂津市 大阪府立摂津高等学校 フォークギター部
4268 泉佐野市 大阪府立佐野工科高等学校 K 音部
7964 泉佐野市 大阪府立佐野高等学校 軽音楽部
8017 泉大津市 大阪府立泉大津高等学校 器楽部
4267 泉南郡 大阪体育大学浪商高等学校 軽音楽部
8129 泉南郡 大阪府立岬高等学校 軽音楽部
7917 泉南市 大阪府立りんくう翔南高等学校 軽音楽部
7942 大阪狭山市 大阪府立狭山高等学校 軽音楽部
7977 大東市 四條畷学園高等学校 歌声部
8134 大東市 大阪府立野崎高等学校 フォークソング部
8139 大東市 緑風冠高等学校 軽音楽部
7982 池田市 渋谷高等学校 アコースティック音楽同好会
7926 池田市 大阪府立園芸高等学校 軽音楽部
8068 池田市 大阪府立池田高等学校 軽音楽部
7988 東大阪市 アナン学園高等学校 軽音楽部
7945 東大阪市 近畿大学附属高等学校 軽音楽部
4269 東大阪市 樟蔭高等学校 軽音楽部
7916 東大阪市 大阪府立みどり清朋高等学校 軽音楽部
7928 東大阪市 大阪府立花園高等学校 フォークソング部
7991 東大阪市 大阪府立城東工科高等学校 総合音楽部
8107 東大阪市 大阪府立布施工科高等学校 軽音楽部
8108 東大阪市 大阪府立布施高等学校 軽音楽部
8109 東大阪市 大阪府立布施北高等学校 軽音楽部
5737 東大阪市 大阪府立枚岡樟風高等学校 軽音楽部
8086 東大阪市 東大阪市立日新高等学校 軽音楽部
8087 東大阪市 東大阪大学敬愛高等学校 軽音楽部
4280 藤井寺市 大阪女子短期大学高等学校 軽音楽部
8092 藤井寺市 大阪府立藤井寺工科高等学校 軽音楽部
8093 藤井寺市 大阪府立藤井寺高等学校 現代音楽研究部
4296 南河内郡 上宮太子高等学校 軽音楽部
7938 柏原市 関西福祉科学大学高等学校 ギター部
8088 柏原市 東大阪大学柏原高等学校 ギター部
7974 八尾市 大阪府立山本高等学校 軽音楽部
8102 八尾市 大阪府立八尾高等学校 軽音楽部
8103 八尾市 大阪府立八尾翠翔高等学校 軽音楽部
8104 八尾市 大阪府立八尾北高等学校 軽音楽部
7911 富田林市 PL 学園高等学校 軽音楽部
7927 富田林市 大阪府立河南高等学校 軽音楽部
4288 富田林市 大阪府立金剛高等学校 軽音楽部
8106 富田林市 大阪府立富田林高等学校 軽音楽部
7970 豊中市 大阪府立桜塚高等学校 軽音楽部
8015 豊中市 大阪府立千里青雲高等学校 軽音楽部
4295 豊中市 大阪府立刀根山高等学校 軽音楽部
8113 豊中市 大阪府立豊中高等学校 軽音楽部
8114 豊中市 大阪府立豊島高等学校 軽音楽部
8098 豊中市 梅花高等学校 フォークソング部
8096 豊能郡 大阪府立能勢高等学校 軽音楽部
4293 枚方市 常翔啓光学園高等学校 軽音楽部
8038 枚方市 大阪市立高等学校 軽音楽同好会
7957 枚方市 大阪府立香里丘高等学校 軽音楽部
8070 枚方市 大阪府立長尾高等学校 軽音楽部
8121 枚方市 大阪府立牧野高等学校 軽音楽部
8123 枚方市 大阪府立枚方高等学校 フォークギター部
8008 箕面市 アサンプション国際中学校高等学校 軽音楽部
8126 箕面市 大阪府立箕面高等学校 民謡研究部
8125 箕面市 箕面学園高等学校 軽音楽部
8128 箕面市 箕面東高等学校 軽音楽部
8132 門真市 大阪府立門真なみはや高等学校 ロック研究部
8133 門真市 大阪府立門真西高等学校 軽音楽部
7994 和泉市 大阪府立信太高等学校 軽音楽部
8099 和泉市 大阪府立伯太高等学校 軽音楽部
4281 和泉市 大阪府立和泉工業・総合高等学校 軽音楽部
■兵庫県 ---------------------------------------------------------------- 
5740 たつの市 兵庫県立龍野北高等学校 軽音楽同好会
9452 芦屋市 甲南高等学校 ブラスアンサンブル部
5745 芦屋市 甲南高等学校 器楽部
5742 芦屋市 兵庫県立芦屋高等学校 ギター研究部
5748 伊丹市 伊丹市立伊丹高等学校 ギター部
5749 伊丹市 兵庫県立伊丹高等学校 フォークソング部
5753 加古川市 兵庫県立加古川東高等学校 ギターフォーク同好会
5755 加古川市 兵庫県立加古川南高等学校 音楽部
5757 加古川市 兵庫県立東播工業高等学校 軽音楽部
5761 加東市 兵庫県立社高等学校 音楽部
5764 高砂市 兵庫県立高砂高等学校 音楽部
5772 三田市 三田学園高等学校 軽音楽部
5776 三木市 兵庫県立三木高等学校 軽音楽部
5777 三木市 兵庫県立三木東高等学校 アコースティックギター部
5774 三木市 兵庫県立三木北高等学校 音楽部
5779 宍粟市 兵庫県立山崎高等学校 ギター同好会
5780 宍粟市 兵庫県立千種高等学校 カルチャー部
5788 小野市 兵庫県立小野工業高等学校 ギター部
5787 小野市 兵庫県立小野高等学校 ギター部
5794 神戸市 啓明学院高等学校 軽音楽部
5838 神戸市 松蔭高等学校 BAND 部
5844 神戸市 神戸学院大学附属高等学校 軽音楽部
5849 神戸市 神戸弘陵学園高等学校 軽音楽部
5802 神戸市 神戸国際大学附属高等学校 軽音楽部
5840 神戸市 神戸市立神港橘高等学校 顧問楽部
5811 神戸市 神戸市立摩耶兵庫高等学校 音楽部
5827 神戸市 神戸常盤女子高等学校 ギター部
5814 神戸市 神戸第一高等学校 軽音楽部
5824 神戸市 神戸野田高等学校 軽音楽部
5815 神戸市 神戸龍谷高等学校 軽音楽部
5793 神戸市 須磨学園高等学校 軽音楽部
5796 神戸市 滝川高等学校 軽音楽部
5805 神戸市 兵庫県立伊川谷高等学校 軽音楽同好会
5845 神戸市 兵庫県立神戸甲北高等学校 軽音楽部

5801 神戸市 兵庫県立神戸商業高等学校 音楽部
5848 神戸市 兵庫県立神戸北高等学校 軽音楽部
5847 神戸市 兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校 ギター部
5792 神戸市 兵庫県立須磨友が丘高等学校 ギター同好会
5829 神戸市 兵庫県立東灘高等学校 軽音楽部
5799 神戸市 兵庫県立舞子高等学校 軽音楽部
5841 神戸市 兵庫県立兵庫工業高等学校 軽音楽部
5818 神戸市 兵庫県立兵庫高等学校 ギターアンサンブル部
5819 神戸市 兵庫県立夢野台高等学校 ギター部
5852 神崎郡市 市川高等学校 ギター同好会
5869 西宮市 神戸女学院高等学部 軽音楽部
5862 西宮市 仁川学院高等学校 軽音楽部
5856 西宮市 西宮市立西宮東高等学校 軽音楽部
5858 西宮市 兵庫県立西宮甲山高等学校 軽音楽部
5854 西宮市 兵庫県立鳴尾高等学校 軽音楽部
5872 西脇市 兵庫県立西脇高等学校 ギター部
5878 川西市 兵庫県立川西緑台高等学校 軽音楽部
5881 川辺郡 兵庫県立猪名川高等学校 軽音楽同好会
5883 相生市 兵庫県立相生産業高等学校 軽音楽部
5884 多可郡 兵庫県立多可高等学校 軽音楽同好会
5887 丹波市 兵庫県立柏原高等学校 ギター部
5888 淡路市 兵庫県立淡路高等学校 ギター部
5892 朝来市 生野学園高等学校 バンド部
5738 南あわじ市 兵庫県立淡路三原高等学校 音楽部
5904 尼崎市 園田学園高等学校 フォークソング部
5895 尼崎市 尼崎市立尼崎双星高等学校 アコースティックギター部
5905 尼崎市 百合学院高等学校 フォークソング部
5901 尼崎市 兵庫県立神崎工業高等学校 軽音楽部
5897 尼崎市 兵庫県立尼崎工業高等学校 軽音楽部
5899 尼崎市 兵庫県立尼崎高等学校 軽音楽部
5894 尼崎市 兵庫県立尼崎西高等学校 軽音楽部
4274 尼崎市 兵庫県立武庫荘総合高等学校 軽音楽部
5908 美方郡 兵庫県立香住高等学校 フォークソング同好会
5907 美方郡 兵庫県立浜坂高等学校 ギターサークル
5924 姫路市 淳心学院高等学校 軽音楽部
5922 姫路市 東洋大学附属姫路高等学校 コーラス部
5918 姫路市 姫路市立琴丘高等学校 フォークソング部
5931 姫路市 姫路市立飾磨高等学校 フォークソング部
5917 姫路市 姫路市立姫路高等学校 フォークソング部
5930 姫路市 兵庫県立飾磨工業高等学校 ギター部
5912 姫路市 兵庫県立姫路工業高等学校 軽音楽部
5932 姫路市 兵庫県立姫路南高等学校 軽音楽部
5911 姫路市 兵庫県立姫路別所高等学校 フォークソング部
5921 姫路市 兵庫県立姫路北高等学校 軽音楽部
5937 宝塚市 兵庫県立宝塚東高等学校 軽音楽部
5949 明石市 兵庫県立明石城西高等学校 音楽部
9517 明石市 明石工業高等専門学校 音楽部
■奈良県 ---------------------------------------------------------------- 
5965 橿原市 聖心学園中等教育学校 軽音楽部
5963 橿原市 奈良県立橿原高等学校 Sound Art Society
5962 橿原市 奈良県立畝傍高等学校 フォークソング部
5968 吉野郡 奈良県立十津川高等学校 音楽部
5967 吉野郡 奈良県立大淀高等学校 軽音楽部
5969 五條市 奈良県立五條高等学校 軽音楽部
5973 御所市 奈良県立御所実業高等学校 音楽部
5979 桜井市 関西中央高等学校 軽音楽部
5977 桜井市 奈良県立桜井高等学校 ギター部
5987 大和郡山市 奈良学園中学校・高等学校 軽音楽部
5985 大和郡山市 奈良県立郡山高等学校 軽音楽同好会
9497 大和郡山市 奈良工業高等専門学校 軽音楽部
5994 天理市 天理高等学校 第一部 フォークソング同好会
5991 天理市 奈良県立添上高等学校 音楽部
6005 奈良市 育英西高等学校 音楽部
6007 奈良市 東大寺学園高等学校 音楽部
6008 奈良市 奈良育英高等学校 軽音楽部
6002 奈良市 奈良県立山辺高等学校 軽音楽同好会
6000 奈良市 奈良県立西の京高等学校 軽音楽部
6010 奈良市 奈良女子高等学校 軽音楽サークル
5996 奈良市 奈良女子大学附属中等教育学校 軽音楽部
6009 奈良市 奈良大学附属高等学校 軽音楽部
■和歌山県 ---------------------------------------------------------------- 
8162 伊都郡 高野山高等学校 軽音楽・ダンス部
8148 伊都郡 和歌山県立笠田高等学校 ギター部
8160 海草郡 慶風高等学校 軽音楽部
8144 海草郡 和歌山県立海南高等学校大成校舎 軽音楽部
8146 海南市 海南市立海南下津高等学校 軽音楽同好会
8143 海南市 和歌山県立海南高等学校 軽音楽部
8178 紀の川市 和歌山県立粉河高等学校 軽音部
8154 橋本市 和歌山県立橋本高等学校 ギター部
8176 御坊市 和歌山県立日高高等学校 フォークソング部
8173 田辺市 和歌山県立南紀高等学校 バンド部
8175 田辺市 和歌山県立南部高等学校龍神分校 音楽愛好会
8180 有田郡 和歌山県立有田中央高等学校 軽音楽同好会
8167 和歌山市 和歌山県立星林高等学校 軽音楽部
8182 和歌山市 和歌山県立和歌山工業高等学校 軽音楽部
8183 和歌山市 和歌山県立和歌山高等学校 総合音楽部 軽音楽班
8184 和歌山市 和歌山市立和歌山高等学校 軽音楽部
8186 和歌山市 和歌山信愛中学校・高等学校 軽音楽部
■鳥取県 ---------------------------------------------------------------- 
8194 鳥取市 青翔開智中学校 軽音楽部
9518 米子市 米子工業高等専門学校 軽音楽同好会
■島根県 ---------------------------------------------------------------- 
8266 益田市 明誠高等学校 軽音楽部
8254 江津市 石見智翠館高等学校 軽音楽部
8233 江津市 島根県立江津工業高等学校 音楽部
8232 鹿足郡 島根県立吉賀高等学校 音楽部
8241 出雲市 出雲西高等学校 軽音楽同好会
8247 松江市 松江西高等学校 軽音楽同好会
8252 松江市 松徳学院中学校高等学校 ロックバンド部
8249 松江市 島根県立松江南高等学校 フォークソング同好会
■岡山県 ---------------------------------------------------------------- 
8275 岡山市 岡山学芸館高等学校 軽音同好会
8285 岡山市 岡山県立岡山操山高等学校 音楽部
8289 岡山市 岡山県立岡山朝日高等学校 音楽部
8291 岡山市 岡山県立岡山南高等学校 軽音楽同好会
8293 岡山市 岡山県立岡山芳泉高等学校 軽音楽部
8326 岡山市 岡山県立西大寺高等学校 フォークソング同好会
8283 岡山市 岡山商科大学附属高等学校 軽音楽部
8316 岡山市 山陽女子中学校・高等学校 軽音愛好会
8317 岡山市 就実高等学校 ギター・マンドリン部
8324 岡山市 瀬戸南高等学校 ギター同好会
8328 岡山市 創志学園高等学校 軽音同好会
8355 岡山市 明誠学院高等学校 軽音楽部
8307 玉野市 岡山県立玉野高等学校 軽音楽部
8309 玉野市 玉野市立玉野備南高等学校 軽音楽部
8277 高梁市 岡山県高梁日新高等学校 軽音楽部サークル
8270 浅口市 おかやま山陽高等学校 ギター部
8310 浅口市 金光学園中学・高等学校 軽音楽部
8304 倉敷市 岡山県立玉島高等学校 軽音楽部
8337 倉敷市 岡山県立倉敷商業高等学校 フォークソング同好会
8340 倉敷市 岡山県立倉敷中央高等学校 軽音楽同好会
8331 倉敷市 倉敷高等学校 軽音楽部
8333 倉敷市 倉敷市立工業高等学校 ミュージック部
8335 倉敷市 倉敷市立精思高等学校 軽音楽部
8278 津山市 岡山県作陽高等学校 軽音楽部
8359 美作市 岡山県立林野高等学校 軽音楽同好会
■広島県 ---------------------------------------------------------------- 
8379 安芸郡 広島県立海田高等学校 軽音楽部
8408 安芸郡 広島国際学院高等学校 軽音楽部
8381 安芸高田市 広島県立吉田高等学校 軽音楽部
8397 安芸高田市 広島県立向原高等学校 音楽部
8396 呉市 呉青山中学校・高等学校 音楽部
8372 呉市 広島県立音戸高等学校 軽音楽同好会
8392 呉市 広島県立呉三津田高等学校 フォークソング部
8394 呉市 広島県立呉商業高等学校 軽音楽部
8398 呉市 広島県立広高等学校 軽音楽部
8361 広島市 AICJ 中学校・高等学校 軽音楽部

9271 広島市 クラーク記念国際高等学校 広島キャンパス 軽音部
8367 広島市 広島県立安古市高等学校 軽音楽部
8375 広島市 広島県立可部高等学校 軽音楽部
8380 広島市 広島県立祇園北高等学校 軽音楽部
8388 広島市 広島県立五日市高等学校 軽音楽部
8402 広島市 広島県立広島皆実高等学校 軽音楽部
8404 広島市 広島県立広島観音高等学校 軽音楽同好会
8406 広島市 広島県立広島工業高等学校 軽音楽部
8409 広島市 広島県立広島国泰寺高等学校 軽音楽部
8421 広島市 広島県立広島商業高等学校 軽音楽部
8429 広島市 広島県立高陽高等学校 ギター部
8430 広島市 広島県立高陽東高等学校 軽音楽部
8413 広島市 広島市立基町高等学校 フォークソング部
8416 広島市 広島市立舟入高等学校 軽音楽部
6016 広島市 広島大学附属高等学校 軽音楽班
8428 広島市 広陵学園 広陵高等学校 フォークソング部
8437 広島市 山陽高等学校 軽音楽部
8440 広島市 修道中学校・修道高等学校 音楽班
8448 広島市 進徳女子高等学校 軽音楽部
8449 広島市 崇徳中学校・高等学校 軽音楽部
8471 広島市 比治山女子中学・高等学校 フォーク部
8457 江田島市 広島県立大柿高等学校 音楽部
8470 三原市 如水館高等学校 軽音楽部
8435 三次市 広島県立三次高等学校 音楽部
8373 山県郡 広島県立加計高等学校 軽音楽部
8374 山県郡 広島県立加計高等学校芸北分校 バンド同好会
8455 山県郡 広島県立千代田高等学校 軽音楽部
8423 山県郡 広島新庄高等学校 音楽部
8462 竹原市 広島県立忠海高等学校 軽音楽部
8376 東広島市 広島県立河内高等学校 軽音楽部
8377 東広島市 広島県立賀茂高等学校 軽音楽部
8488 東広島市 広島県立豊田高等学校 軽音楽部
8382 廿日市市 広島県立宮島工業高等学校 軽音楽部
8432 廿日市市 広島県立佐伯高等学校 音楽部
8467 廿日市市 広島県立廿日市高等学校 ギター部
8468 廿日市市 広島県立廿日市西高等学校 軽音楽同好会
8438 廿日市市 山陽女学園中等部・高等部 軽音楽部
9270 尾道市 広島県立因島高等学校 軽音楽部
8475 尾道市 広島県立尾道北高等学校 音楽部
8473 尾道市 尾道中学校・高等学校 軽音楽部
9534 尾道市 尾道南高等学校 MUSIC 同好会
8445 府中市 広島県立上下高等学校 軽音楽同好会
8476 府中市 広島県立府中高等学校 フォーク部
8371 福山市 英数学館高等学校 軽音楽部
8387 福山市 広島県立戸手高等学校 軽音楽部
8443 福山市 広島県立松永高等学校 音楽研究部
8447 福山市 広島県立神辺高等学校 軽音楽部
8479 福山市 広島県立福山葦陽高等学校 アコースティックギター部
8424 福山市 広島大学附属福山中・高等学校 軽音楽部
8458 豊田郡 広島県立大崎海星高等学校 音楽部
■山口県 ---------------------------------------------------------------- 
8520 宇部市 慶進中学校・高等学校 軽音楽同好会
8494 宇部市 山口県立宇部高等学校 器楽部
8498 宇部市 山口県立宇部中央高等学校 軽音楽同好会
8500 下関市 下関国際高等学校 軽音楽部
8558 下関市 梅光学院中学校・高等学校 軽音楽部
8529 山口市 山口県立山口高等学校 ギター部
8491 山陽小野田市 サビエル高等学校 軽音楽部
9502 周南市 晃英館中学校 軽音楽部
8552 周南市 山口県立徳山高等学校 軽音楽部
8559 萩市 萩光塩学院高等学校 軽音楽部
8538 美祢市 成進高等学校 軽音同好会
■徳島県 ---------------------------------------------------------------- 
8579 徳島市 香蘭高等学校 音楽部
8587 徳島市 徳島県立城東高等学校 軽音楽部
8600 徳島市 徳島文理中学校・高等学校 音楽同好会
■香川県 ---------------------------------------------------------------- 
8614 さぬき市 寒川高等学校 軽音楽部
8615 観音寺市 香川県立観音寺第一高等学校 ギター同好会
8622 丸亀市 香川県藤井高等学校 軽音楽部
8618 丸亀市 香川県立丸亀城西高等学校 軽音楽同好会
8626 高松市 香川県立高松工芸高等学校 軽音楽部
8630 高松市 香川県立高松西高等学校 軽音楽同好会
8634 高松市 香川県立高松南高等学校 軽音楽部
9520 高松市 香川高等専門学校 高松キャンパス 軽音楽部
8631 高松市 高松第一高等学校 フォーク部
9521 三豊市 香川高等専門学校 詫間キャンパス 軽音楽部
8645 小豆郡 香川県立小豆島中央高等学校 ギター部
8646 善通寺市 尽誠学園高等学校 軽音楽同好会
■愛媛県 ---------------------------------------------------------------- 
8690 松山市 愛媛県立松山東高等学校 ギター研究部
8685 松山市 松山城南高等学校 軽音楽部
8703 松山市 聖カタリナ学園高等学校 軽音楽同好会
■高知県 ---------------------------------------------------------------- 
8731 安芸市 高知県立安芸中・高等学校 ギター部
6017 吾川郡 高知県立伊野商業高等学校 軽音楽部
8745 吾川郡 高知追手前高等学校 吾北分校 軽音楽部
8733 高岡郡 高知県立窪川高等学校 軽音楽部
8737 高知市 高知県立高知丸の内高等学校 フォークソング部
8738 高知市 高知県立高知工業高等学校 音楽部
8740 高知市 高知県立高知小津高等学校 フォークソング部
8741 高知市 高知県立高知西高等学校 ギター部
8744 高知市 高知県立高知追手前高等学校 軽音楽部
8758 高知市 高知県立春野高等学校 音楽同好会
8739 高知市 高知市立高知商業高等学校 軽音楽同好会
8742 高知市 高知中央高等学校 軽音楽部
8743 高知市 高知中学校・高等学校 軽音楽同好会
8747 高知市 高知東高等学校 ギター部
8764 高知市 太平洋学園高等学校 軽音楽部
8769 高知市 土佐塾高等学校 軽音楽部
8770 高知市 土佐女子高等学校 フォークソング部
8771 高知市 土佐中学校・高等学校 軽音楽部
8754 室戸市 高知県立室戸高等学校 音楽部
8761 須崎市 高知県立須崎高等学校 軽音楽部
8734 土佐市 高知県立高岡高等学校 軽音楽同好会
8763 南国市 清和女子中高等学校 軽音楽部
■福岡県 ---------------------------------------------------------------- 
6021 遠賀郡 福岡県立遠賀高等学校 軽音楽同好会
6022 嘉穂郡 福岡県立嘉穂総合高等学校 軽音楽同好会
6036 久留米市 久留米学園高等学校 軽音楽部
6030 久留米市 久留米市立南筑高等学校 軽音楽部
6029 久留米市 福岡県立久留米筑水高等学校 軽音楽部
6037 宮若市 福岡県立鞍手竜徳高等学校 軽音楽部
6041 古賀市 福岡県公立古賀竟成館高等学校 軽音楽部
6050 小郡市 福岡県立三井高等学校 軽音楽部
6053 糟屋郡 福岡県立宇美商業高等学校 軽音楽部
6057 太宰府市 筑陽学園高等学校 ギター同好会
6065 大牟田市 大牟田高等学校 軽音楽愛好会
6063 大牟田市 福岡県立ありあけ新世高等学校 軽音楽同好会
6067 大野城市 福岡県立筑紫中央高等学校 軽音楽同好会
6077 中間市 希望が丘高等学校 軽音楽同好会
6076 中間市 福岡県立中間高等学校 軽音楽部
6088 田川市 福岡県立田川科学技術高等学校 軽音部
6089 田川市 福智高等学校 軽音楽部
6093 八女市 西日本短期大学附属高等学校 軽音楽同好会
6092 八女市 福岡県立八女農業高等学校 総合音楽部
6098 飯塚市 近畿大学附属福岡高等学校 軽音楽愛好会
6124 福岡市 九州産業大学付属九州高等学校 コーラス・ギター愛好会
9524 福岡市 星槎国際高等学校 軽音楽部
6137 福岡市 精華女子高等学校 軽音楽部
6101 福岡市 中村学園女子高等学校 軽音楽同好会
6102 福岡市 福岡県立玄洋高等学校 軽音楽同好会
6120 福岡市 福岡県立香椎高等学校 フォーク同好会
6099 福岡市 福岡県立城南高等学校 音楽部
6127 福岡市 福岡県立筑紫丘高等学校 ギターアンサンブル部
6103 福岡市 福岡県立筑前高等学校 軽音楽部
6136 福岡市 福岡県立博多青松高等学校通信制 軽音楽部

6111 福岡市 福岡県立福岡講倫館高等学校 軽音楽同好会
6100 福岡市 福岡市立博多工業高等学校 軽音楽部
6104 福岡市 福岡市立福岡女子高等学校 軽音部
6129 福岡市 福岡市立福翔高等学校 ギター部
6130 福岡市 福岡女学院高等学校 軽音楽同好会
9448 福岡市 北海道芸術高等学校 福岡サテライトキャンパス 軽音楽部
6122 福岡市 立花高等学校 軽音楽同好会
6141 福津市 福岡県立水産高等学校 軽音楽同好会
6173 北九州市 仰星学園高等学校 軽音楽部
6175 北九州市 九州国際大学付属高等学校 軽音楽部
6150 北九州市 高稜高等学校 軽音楽部
6171 北九州市 自由ヶ丘高等学校 軽音楽同好会
6155 北九州市 常磐高等学校 軽音楽部
6162 北九州市 真颯館高等学校 軽音楽部
6160 北九州市 東筑紫学園高等学校 ギター部
6159 北九州市 美萩野女子高等学校 軽音楽部
6153 北九州市 福岡県立小倉東高等学校 音楽部
6168 北九州市 福岡県立八幡工業高等学校 ギター部
6174 北九州市 福岡県立八幡高等学校 フォーク同好会
6165 北九州市 福岡県立八幡南高等学校 軽音楽部
6166 北九州市 福岡県立北筑高等学校 ギター部
6178 北九州市 豊国学園高等学校 軽音楽部
6147 北九州市 明治学園中学高等学校 器楽部
6183 柳川市 杉森高等学校 軽音楽部
■長崎県 ---------------------------------------------------------------- 
8826 長崎市 活水高等学校 軽音楽同好会
8844 長崎市 純心中学校・純心女子高等学校 軽音楽同好会
8866 長崎市 長崎玉成高等学校 軽音楽部
8867 長崎市 長崎県立長崎工業高等学校 ギター部
8859 諫早市 創成館高等学校 音楽部
■熊本県 ---------------------------------------------------------------- 
8909 菊池市 菊池女子高等学校 軽音楽同好会
8914 玉名市 熊本県立玉名工業高等学校 軽音楽同好会
8915 玉名市 熊本県立玉名高等学校 ギター部
8902 熊本市 ルーテル学院中学・高等学校 軽音楽部
8907 熊本市 開新高等学校 軽音楽部
8921 熊本市 熊本県立熊本高等学校 アコースティックギター同好会
8925 熊本市 熊本県立熊本商業高等学校 ギター部
8936 熊本市 熊本県立済々黌高等学校 軽音楽同好会
8977 熊本市 熊本県立湧心館高等学校 音楽部
8922 熊本市 熊本国府高等学校 軽音楽部
8928 熊本市 熊本中央高等学校 軽音楽部
8931 熊本市 慶誠高等学校 軽音楽部
8943 熊本市 尚絅中学・高等学校 軽音楽同好会
8933 上益城郡 熊本県立甲佐高等学校 音楽部
8965 八代市 熊本県立八代工業高等学校 軽音楽部
8940 八代市 秀岳館高等学校 軽音楽部
■大分県 ---------------------------------------------------------------- 
9000 大分市 大分県立情報科学高等学校 音楽部
9004 大分市 大分国際情報高等学校 音楽研究同好会
9017 竹田市 竹田南高等学校 音楽同好会
9040 別府市 明豊中学・高等学校 軽音楽部
■宮崎県 ---------------------------------------------------------------- 
9087 えびの市 日章学園九州国際高等学校 軽音楽部
9072 延岡市 延岡学園高等学校 軽音楽同好会
9045 延岡市 宮崎県立延岡工業高等学校 軽音楽同好会
9073 延岡市 聖心ウルスラ学園高等学校 軽音楽同好会
9051 宮崎市 宮崎学園中学校・高等学校 器楽同好会
9096 宮崎市 鵬翔中学校・高等学校 軽音楽部
9079 都城市 宮崎県立都城西高等学校 音楽部
9078 都城市 都城聖ドミニコ学園高等学校 音楽部
9094 日向市 宮崎県立富島高等学校 軽音楽部
9081 北諸県郡 都城東高等学校 軽音楽部
■鹿児島県 ---------------------------------------------------------------- 
9117 いちき串木野市 鹿児島県立串木野高等学校 軽音楽同好会
9177 阿久根市 鹿児島県立鶴翔高等学校 軽音楽部
9193 姶良市 龍桜高等学校 軽音楽同好会
9168 薩摩川内市 鹿児島県立川内商工高等学校 軽音楽部
9126 指宿市 鹿児島県立山川高等学校 軽音楽部
9134 鹿屋市 鹿屋市立鹿屋女子高等学校 軽音楽部
9133 鹿屋市 鹿児島県立鹿屋高等学校 軽音楽部
9143 鹿児島市 鹿児島実業高等学校 軽音楽同好会
9147 鹿児島市 鹿児島情報高等学校 軽音楽部
9190 出水市 鹿児島県立野田女子高等学校 軽音楽部
9158 出水市 出水中央高等学校 軽音楽同好会
9153 西之表市 種子島高等学校 軽音楽部
9146 日置市 鹿児島城西高等学校 軽音楽部
9149 霧島市 鹿児島第一高等学校 軽音楽部
■沖縄県 ---------------------------------------------------------------- 
9213 うるま市 沖縄県立具志川高等学校 軽音部
9214 うるま市 沖縄県立具志川商業高等学校 軽音楽部
9225 うるま市 沖縄県立前原高等学校 軽音楽部
9228 うるま市 沖縄県立中部農林高等学校 軽音楽部
9258 うるま市 沖縄県立与勝緑が丘中学校・与勝高等学校 軽音部
9197 浦添市 浦添高等学校 現代音楽部
9196 浦添市 沖縄県立浦添工業高等学校 軽音楽部
9230 浦添市 沖縄県立那覇工業高等学校 軽音楽部
9259 浦添市 沖縄県立陽明高等学校 軽音楽部
9220 浦添市 昭和薬科大学附属中学校・高等学校 軽音部
9194 沖縄市 沖縄県立コザ高等学校 軽音楽部
9211 沖縄市 沖縄県立球陽高等学校 軽音楽部
9244 沖縄市 沖縄県立美来工科高等学校 軽音楽部
9246 沖縄市 沖縄県立美里高等学校 軽音楽部
9222 沖縄市 星槎国際高等学校沖縄学習センター 軽音楽部
9199 宜野湾市 沖縄カトリック中学高等学校 軽音部
9206 宜野湾市 沖縄県立宜野湾高等学校 軽音楽部
9227 宜野湾市 沖縄県立中部商業高等学校 軽音同好会
9247 宜野湾市 沖縄県立普天間高等学校 軽音楽部
9208 宮古島市 沖縄県立宮古工業高等学校 音楽部
9209 宮古島市 沖縄県立宮古高等学校 軽音楽部
9210 宮古島市 沖縄県立宮古総合実業高等学校 軽音楽部
9205 国頭郡 沖縄県立宜野座高等学校 軽音楽同好会
9248 国頭郡 沖縄県立辺土名高等学校 軽音楽部
9251 国頭郡 沖縄県立北山高等学校 軽音楽部
9202 糸満市 沖縄県立沖縄水産高等学校 軽音楽部
9216 糸満市 沖縄県立糸満高等学校 軽音楽同好会
9241 石垣市 沖縄県立八重山高等学校 軽音楽部
9242 石垣市 沖縄県立八重山商工高等学校 軽音楽同好会
9243 石垣市 沖縄県立八重山農林高等学校 軽音楽部
9223 中頭郡 沖縄県立西原高等学校 軽音楽部
9229 中頭郡 沖縄県立読谷高等学校 軽音楽部
9252 中頭郡 沖縄県立北谷高等学校 現代音楽部
9253 中頭郡 沖縄県立北中城高等学校 軽音楽部
9204 島尻郡 沖縄県立開邦高等学校 軽音楽部
9207 島尻郡 沖縄県立久米島高等学校 軽音楽部
9215 島尻郡 沖縄県立向陽高等学校 軽音楽部
9226 島尻郡 沖縄県立知念高等学校 軽音楽同好会
9236 島尻郡 沖縄県立南部商業高等学校 軽音楽部
9238 島尻郡 沖縄県立南風原高等学校 軽音楽部
9217 那覇市 沖縄県立首里高等学校 軽音楽部
9218 那覇市 沖縄県立首里東高等学校 軽音楽部
9219 那覇市 沖縄県立小禄高等学校 軽音楽部
9221 那覇市 沖縄県立真和志高等学校 軽音楽部
9231 那覇市 沖縄県立那覇高等学校 軽音楽部
9232 那覇市 沖縄県立那覇国際高等学校 軽音部
9233 那覇市 沖縄県立那覇商業高等学校 軽音部
9234 那覇市 沖縄県立那覇西高等学校 軽音部
9212 那覇市 興南高等学校 軽音楽部
9237 豊見城市 沖縄県立南部農林高等学校 軽音部
9249 豊見城市 沖縄県立豊見城高等学校 軽音楽部
9250 豊見城市 沖縄県立豊見城南高等学校 軽音楽部
9254 名護市 沖縄県立北部農林高等学校 軽音同好会
9256 名護市 沖縄県立名護高等学校 軽音楽部
9257 名護市 名護商工高等学校 軽音楽部





ギターやベース、ドラム、キーボードなどは「楽器」です。ボーカルも考えようによっては、体を使っ

て音を出す楽器だと言えるでしょう。軽音楽部で皆さんが行っていることは、その楽器を使って行う

「音楽」です。フレーズの練習も大事ですが、そのフレーズをどんな音で奏でるのかは、音楽をする

者にとって疎かにしてはいけない部分です。もちろん、演奏の仕方や発声の仕方でも音色は変わって

きますが、まずは音楽をするための道具である「楽器と機材の音作りの方法」を学びましょう。

わからないうちは、積極的にツマミやボタンを触って音の違いを体験していくことも大事です。自分

の目指すサウンドを見つけ、自分好みのサウンドが作れるようになると、皆さんが普段行っているこ

とがただの「フレーズの集合体」ではなく、立派な「音楽」になっていきます。それぞれのパートの

音作りの基本を見ていきましょう。

音作りの基本音作りの基本
「良い音」「好きな音」を奏でるための「良い音」「好きな音」を奏でるための

パート別パート別
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ために、本能的に口を開けると舌根が上がる（喉

が閉まる）ようになっています。それを、舌根

を下げたまま、力を抜いて口だけを開けて発声

することができれば、太くて芯のある声が自然

に出るようになります。そして、次第にはっき

りと声の音色に変化をつけられるようになりま

す。意識的にリップロールの状態から自然に発

声できることを目指します。

　トーン・コントロールは、口の開き具合でも調

節することができます。同じ「あー」という声を、

口を大きく開けて発声した時と閉じぎみで発声

した時では、声のトーンが変わります。鏡の前

で口の開き具合と声の音色の違いを比べてみま

しょう（写真 2）。

　マイクで拾った声は、ミキサーに入力されて

PA スピーカーから出力します。そこまでがボー

カリストの「音作り」に関係します。ミキサー

の使い方や周波数特性を調整する EQ（イコライ

ザー）の使い方、エフェクトのかけ方などを理

ボーカル
「ボーカルは楽器じゃないから音作りは関係ないん
じゃないか」と思う人もいるかもしれません。しか
し、ボーカルも体を使った楽器です。その意識を持
つだけでもボーカリストとしてのスキルは上がって
いきます。楽器を演奏する人が楽器を扱うのと同じ
ように、「音色」に関する様々なことを知っておき
ましょう。

　楽器を演奏する人にとって、使用する楽器の

構造を理解していることが良い演奏につながる

ように、ボーカリストも「人間はどうやって声

を出しているのか」を熟知することでテクニッ

クは向上します。体を楽器として捉えて、「地声」

の音作りを強化していきましょう。

　人間は、主に体の 3 つのエリアによって発声

しています（図）。A エリアは「呼吸をコントロー

ルするエリア」、B エリアは「声のオン／オフと

高低をコントロールするエリア」、C エリアは「声

の音色をコントロールするエリア」です。もち

ろん、歌う時も同様です。

　バンドのボーカリストにまず求められるのは

「声量」です。バンドの中で歌うことは、カラオ

ケで歌うこととはまったく違います。特に、音

響設備の整っていない一般教室などでバンド練

余裕のための準備をする

声の「ボリューム」と「トーン」
ミキサーを使いこなす

習をしている場合は、響きすぎる楽器陣の演奏

に負けないような声量が必要になってきます。

声量が十分にあると、しっかりとメロディーが

歌え、客席からも歌詞がよく聴き取れるように

なります。さらに、発声が安定するため声がひっ

くり返ってしまうのを防いだり、音色をコント

ロールしやすくなります。

　声量をアップするには、A エリアでの「腹式

呼吸」をマスターすることが重要です。腹式呼

吸とは、空気を吸った時にお腹が膨らんで、吐

いた時にお腹が凹む呼吸法です（写真 1）。難し

そうに思えるかもしれませんが、人間は眠って

いる時やあくびをする時には腹式呼吸をしてい

ます。練習していけば、必ず意識してできるよ

うになります。もちろん、声を出す前の発声練

習や「リップロール」などの日々のトレーニン

グも声量アップに有効です。

　声のトーン（明るさ）は、Cエリアで調節します。

声帯で鳴った音を、声帯より先の喉の奥や舌、歯、

唇の動きの変化と鼻腔の共鳴によって行います。

しかし、喉が閉まっている状態では、声の音色

に変化をつける幅が狭くなってしまいます。人

間は、体内にバイ菌などが入らないようにする

▲図　A エリアは肺、腹筋、横隔膜など。B エリアは声帯。C エリアは口、鼻、舌など

「良い音」「好きな音」を奏でるための「良い音」「好きな音」を奏でるための

の音作りの基本の音作りの基本

C エリア 音色

呼吸

オン／オフ、音程B エリア

A エリア

写真 1　腹式呼吸をマスターして音量アップをしよう

写真 2　口の使い方を意識して音色の調整をしよう
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解して、自分の声の音量や音色を整えたり加工

できるようになりましょう。

　ミキサーを使用する時は、まず EQ や GAIN（ゲ

イン、入力する音量の調節）、AUX（エフェクト

の音量調節）などのツマミが上がっていないこと

を必ず確認してください。ボーカルは何も加工

されていない音が基本です（写真 3）。バンド演

奏中に声が小さいと感じたら、まずはフェーダー

ではなく、GAIN のツマミを上げて調節します。

しかし、上げすぎは禁物なので、4 や 5 あたり

の目盛まで上げても小さいようであれば、スピー

カーや楽器アンプの位置、自分の立ち位置など

を考え直しましょう。

　ボーカル・マイクのボリュームを上げると、まれ

に「キーン」とか「ボーン」といったハウリング

現象が起きる場合があります。そんな時は、EQ

のツマミでハウリングを起こしている帯域の音量を

下げます。例えば、高音域のハウリングの場合は「HI

（高音）」のツマミ、低音域のハウリングなら「LOW

声にエフェクトをかける

（低音）」のツマミを下げるようにします。ただし、

下げすぎると音がこもってしまうので、マイクがス

ピーカーに向かない位置に移動するなどの対処を

しましょう。

　上級者ともなれば、EQ の効果を逆手にとって

積極的に声の音質をコントロールすることも可

能ですが、それはミキサーの使い方に慣れてか

らにしましょう。

　一般的なミキサーには数種類のエフェクター

が内蔵されています（写真 4）。ライブでは音響

エンジニアが適切なエフェクトをかけてくれま

すが、練習の時には自分で操作しなければなり

ません。ボーカルに使うエフェクターは、声に

広がりを出す「空間系」がメインです。「リバー

ブ（Reverb）」は残響のことで、一般的には

HALL（コンサート・ホール）、ROOM（部屋）、

STAGE（ステージ）、PLATE（鉄板）などの種

類があります。他に、「エコー（Echo）」や「ディ

レイ（Delay）」といった、音がやまびこのよ

うに遅れて返ってくるエフェクト、短いディレ

イに揺らぎ（ビブラート）を加えた「コーラス

（Chorus）」などがあります。機種によってエフェ

クトの種類や操作方法は様々ですが、使用して

いるミキサーの説明書をよく読んだり先輩に聞

いたりして、かかり具合に注意しながら調節し

てみましょう。

　さらに、もっと特殊なエフェクト効果が必要

であれば、ギタリストのように外付けのエフェ

クターを自分で持ち込むという方法もあります。

この方法だと足元で操作ができて、ライブの時

にもいつもと同じエフェクト効果を出すことが

できます。ライブで使う場合は、しっかりとセッ

ティング・シートに記入しておくなど、前もっ

て音響スタッフに伝えておきましょう。

写真 5　マイクの扱い方も音作りに関わる重要なポイント。まずは正しく使うことを心がけよう

写真 3　ミキサーはフェーダーもツマミも「0」が基本

写真 4　内蔵エフェクトを全部試してみよう

プラスα
変化球ボイスで音色に幅を出す

　ボーカリストがよく使う地声以外の音質の声に

は、ファルセット（裏声）、ミックス・ボイス、ウィ

スパー・ボイス、シャウト・ボイスなどがあります。

特殊なものでは喉を閉めて発声するデス・ボイ

スなんていうのもありますが、野球のピッチャー

に例えると、地声が直球で、その他の声は「変

化球」と言えるかもしれません。球種がストレー

トだけではなく、得意球としていくつか変化球

を持っているとピッチングに幅が出ます。ボーカ

ルも、地声と変化球ボイスを混ぜて歌うことで、

豊かな表現が可能となります。

　しかし、変化球ボイスはどれもしっかりと地声

が発声できている必要があります。興味がある

人は、まず腹式呼吸や口腔の使い方など、基本

を身につけてから挑戦してみてください。
▲変化球を持っていると表現に幅が出る！
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で確認しなくでも自然に手が伸び、回す感覚だ

けで操作できるようなることを目指しましょう

（写真 2）。

　一般的なギター・アンプには、高音域を調整す

る「TREBLE（トレブル）」、中音域を調整する

「MIDDLE（ミドル）」、低音域を調整する「BASS

（ベース）」というトーン・コントロールが付い

ています。これらのツマミは、「0」になってい

ると VOLUME を上げても音量が思うように上

がらないので、音を出す前にツマミの印が真上

になるまで上げておきましょう（写真 3）。この

状態から各トーン・コントロールを調節して音

を作るのですが、はじめはなかなか難しいと思

うので、先輩や先生に聞いたり、好きなギタリ

ストのセッティングを真似することから始めて

みてください。

　コツを簡単に聴感で言うと、音がキンキンし

ていたら TREBLE を下げ、モコモコしていたら

上げる。5 弦や 6 弦を弾いた時にボワンボワン

していたら BASS を下げ、カリカリしていたら

上げる感じです。MIDDLE は鼻をつまんだよう

な音になっていたら下げてください。軽音楽部

　 ピ ッ ク ア ッ プ は、 ボ

ディーのエンド側（ブリッ

ジ側）に搭載されている

ものを「リア・ピックアッ

プ」、ネック側に搭載され

ているものを「フロント・

ピックアップ」と呼び、

3 つ搭載されている場合

は、真ん中を「センター・

ピックアップ」と呼びま

す。音色は、リアが最も

硬くクリアな印象で、ネッ

クに近くなるほど丸く柔

らかな音になります。ハー

ドに歪ませたい場合はリア、クリーンで優しい

音を出したい時はフロント…というように、エ

フェクターで音を加工する前に、まずどのピッ

クアップを使うかを考えると良いでしょう。

　VOLUME と TONE は、通常フルにしておき

ます。VOLUME を絞ると出力が下がり、エフェ

クターの効果も弱くなります。ギターの機種に

よっては音質自体が変化する場合もあります。

TONE は、絞ると高音域が削れてこもった音に

なります。意図的に絞る場合もありますが、音

の抜けが悪くなるので注意が必要です。これら

コントロール系のツマミを上手に使うとサウン

ドにバリエーションが出るので、将来的には目

ギター
いくらギターを弾くテクニックがあっても、音が良
くなければ音楽になりません。良い音だと「ジャー
ン」とコードを一発搔き鳴らしただけでも胸にグッ
と響きます。音作りは、使用する機材の効果を知っ
て最大限に駆使しながら、最終的には自分の耳を頼
りに構築していきます。まずは、基本的な音作りを
覚えましょう。

　ギターの奏でるサウンドによって、楽曲のイ

メージは様々に変化します。従って、ギターは

メロディーの抑揚や曲調に合った音作りをする

ことが大事です。例えば、激しい曲調ならハー

ドでエモーショナルなサウンドだったり、静か

で優しい曲調ならクリーンで透明感のあるサウ

ンド…というように、場面に応じて音に表情を

つけていくことが求められます。そのためには、

「ギター本体での音作り」「アンプのセッティン

グ」「エフェクターの選び方」という 3 つがポイ

ントとなります。この中の 1 つでも欠けている

と、良いサウンドは望めません。

　ギターには、弦の響きを拾って電気信号化し

て音を出すための「ピックアップ・マイク（以下、

ピックアップ）」が、通常 2 つから 3 つ搭載さ

れています（写真 1）。そして、そのピックアッ

プを調節するための「VOLUME」と「TONE」

というツマミ（コントロール・ノブ）があります。

これらを使いこなすことで、ギターの音にバリ

エーションが生まれます。

ギターの音色に求められるもの

ギター本体での音色の変化

ギター・アンプでの音色の変化

「良い音」「好きな音」を奏でるための「良い音」「好きな音」を奏でるための

の音作りの基本の音作りの基本

写真 1　ピックアップの代表的なレイアウト。ネック側に近いほど音質は丸くなる

写真 2　目で確認しなくてもノブに自然に手がいくようになろう
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RESONANCE は、うまく使えば音をヘヴィー

にしてくれますが、低音の音の分離が悪くなっ

てしまうこともあるので、こちらも上げすぎに

は気をつけましょう。

　ギター・アンプで基本的なサウンドを作るこ

とは、エフェクターの効果をより引き出すため

にも大事な作業です。

　ギターは、エフェクターを使って様々なサウ

ンドを出すことができます。基本となる音色は

「歪み系」と「クリーン系」に分けられます。

で使用率が高い Roland 社の「JC-120」とい

うギター・アンプなどに付いている「BRI（ブラ

イト・スイッチ）」は、TREBLE よりもさらに上

の高域を強調するスイッチです。ON にするとギ

ラついた音になるので、Treble を「0」から少

しずつ上げて調節してください。また、バンド

で演奏している時に自分の音が他の楽器に埋れ

て聴こえづらいと感じたら、MIDDLE を少し上

げてみたり、BRI を ON にして高域を調節して

みると改善されることがあります。

　ちなみに、JC-120 にはインプット・ジャッ

クが 2 つあるのですが、通常は「HIGH」を使用

します。音を出してみて歪みすぎているようで

あれば「LOW」を試してみてください。HIGH

と LOW は入力感度の違いですが、双方で音質も

違うので最終的にはエフェクターなどを通した

時にベストな方を使用しましょう。

　アンプによっては、超高域の音質を調節す

る「PRESENCE（プレゼンス）」、超低音を調

節する「RESONANCE（レゾナンス）」や、歪

み具合を調節する「GAIN（ゲイン）」などのツ

マミが付いています。PRESENCE は音がぼや

けて聴こえる時などに上げると音の輪郭がはっ

きりしますが、上げすぎると音がギラギラし

て線が細くなってしまうので注意が必要です。

エフェクターでの音色の変化

　歪み系は大きく「ファズ（FUZZ）」「オーバー・

ドライブ（OVER DRIVE）」「ディストーション

（DISTORTION）」に分類されます（写真 4）。ファ

ズはサウンドが個性的なので、最初に使用する

ならオーバー・ドライブ系かディストーション

系がオススメです。オーバー・ドライブはナチュ

ラルかつソフトに歪むので、コードを弾いても

音の分離が良く、和音のハーモニーもしっかり

と出ます。しかし、ハードな楽曲にはやや非力

かもしれません。ディストーションはオーバー・

ドライブ系に比べて歪みが強く、ハードさを強

調したプレイやギター・ソロを弾く時によく合

います。

　クリーン・サウンドも、エフェクターを使用

することでより魅力的な音になります。代表的

なエフェクターは、「ディレイ（DELAY）」と「コー

ラス（CHORUS）」です。ディレイは、いわゆる「や

まびこ効果」というもので、弾いた音が決めら

れた間隔で遅れて繰り返し聴こえてきます。コー

ラスは、大袈裟に言うと同じフレーズを何人も

のギタリストが一緒に弾いているかのような効

果を生み、サウンドに広がりが出ます。これらは、

サウンドにとても奥行きと広がりが出るので、

「空間系」と呼ばれています。セッティングする

場合は、必ず歪み系のエフェクターの後につな

ぐようにしてください。前につないでしまうと、

同時に使った時に音が濁ってしまいます。

写真 3　トーン・コントロールを写真のように上げてから音を出そう。左側にあるのが BRI スイッチ

写真 4　代表的な歪み系のコンパクト・エフェクター。ファズ（左）、オーバー・ドライブ（中）、ディストーション（右）

プラスα
初心者に最適！？「マルチ・エフェクター」

　様々な音色を出すためには、エフェクターが

いくつも必要になってきます。しかし、どんな

エフェクターを使えば良いのかわからないとい

う人も多いでしょう。そんな時に入門編として

も重宝するのが、数種類のエフェクターが入っ

ている「マルチ・エフェクター」です。触りな

がら組み合わせの効果をいろいろと遊び感覚で

試すことができ、しかも最近は小型でリーズナ

ブルな機種も販売されています。ヘッドフォン

端子や音楽プレイヤー入力端子なども付いてい

るので、自宅での音作りや練習も可能です。

　とはいえ、当然ある程度仕組みを理解しな

いと好みの音に調整することはできません。ま

た、内蔵されているエフェクターの種類や性能

はメーカーやシリーズによって違います。購入

の際は下調べを十分にしておきましょう。 ▲様々な種類のエフェクトをコンパクトな筐体に凝縮
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　ベース・アンプは、種類もツマミのパター

ンも様々ですが、まずは一般的な Gain（ゲイ

ン）、Master（マスター）、Treble（トレブル）、

Middle（ミドル）、Bass（ベース）の 5 つをコ

ントロールして音作りができるようになること

を目指しましょう（写真 3）。

　Gain は、楽器からの音量をコントロールする

ツマミです。上げすぎると音が歪んだりする場

合があるので注意が必要です。目安として、ツ

マミの側にある「clip ランプ」「Peak ランプ」

が強く弾いた時にだけ点く程度の、目盛りでい

うと 4 から 6 くらいにしておきましょう。アク

ティブ・ベースの場合は、出力が強いため常に

ランプが点いている状態になることがあります。

その時は「－ 15dB（－ 10dB）」などと書かれ

たスイッチを押すとコントロールしやすくなり

ます。Treble、Middle、Bass は、音の帯域を

コントロールするツマミです。まずはツマミを

すべてセンター（時計の 12 時の位置）にして、

それぞれのツマミを操作してみてください。帯

域が変化した音の特性に慣れてきたら、「音抜け

を良くしたいからトレブルを上げる」「ロックな

楽曲だからうねるようなサウンドにするために

リューム、ピックアップ・セレクター、トレブ

ル（高音域）、ミドル（中音域）、ベース（低音域）

を調節する EQ（イコライザー）のツマミが付い

ています（写真 2）。「パリッ」とした抜けの良

いサウンドが特徴で、EQ をコントロールするこ

とによって、本体だけで様々なサウンドを作る

ことが可能です。使い勝手は良いのですが、作

れる音の幅が広いので気に入った音色を見つけ

るには研究が必要になります。慣れないうちは、

ツマミを回した時に「カチッ」と止まるセンター・

クリックの位置に合わせてフラットな状態にし

ておきましょう。

ベース
ベースは、始めたばかりだと音の良し悪しがわかり
にくい楽器かもしれません。バンド練習の時に、た
だアンプの音量を上げ下げして対応していることも
多いのではないでしょうか。しかし、バンド・サウ
ンドにベースの音色は重要です。合奏の中で聴こえ
やすい音、良い音…といった、音作りの基本を身に
つけていきましょう。

　ベースには、「パッシブ」と「アクティブ」と

いう、大きく分けて 2 種類のタイプがあります。

それぞれで音作りの方法も異なるので、まず自

分の楽器がどちらのタイプなのかを把握するこ

とが、ベースの音作りの第一歩とも言えます。

　パッシブ・タイプは、いわゆるスタンダードな

エレキ・ベースで、どんな楽曲にも馴染み、ピッ

キング・コントロール次第で様々な表現をするこ

とができます。搭載されているピックアップには

それぞれ特徴があり、フロント・ピックアップは

やや柔らかく丸い音色、リア・ピックアップは少

し硬めで粒立ちの良い音色です。ツマミ（コント

ロール・ノブ）は 3 つ付いていて、ネック側か

ら「フロント・ピックアップのボリューム調節」

「リア・ピックアップのボリューム調節」「高音域

に影響を与えるトーンの調節」になっています（写

真 1）。パッシブ・タイプの場合は、この 3 つの

ツマミで音色を調節できるので、それぞれの特性

を知っておくようにしましょう。しかし、音作り

に慣れるまでは、すべてのツマミをフルに上げて

使用することをオススメします。特に、トーンが

下がっていると音の抜けが悪くなるので、練習の

時から気をつけておきましょう。

　アクティブ・タイプは、本体にプリアンプが

内蔵されています。基本的にはマスター・ボ

ベース本体の音色

アンプでの音作り

「良い音」「好きな音」を奏でるための「良い音」「好きな音」を奏でるための

の音作りの基本の音作りの基本

写真 1　パッシブ・ベース。ノブはネック側からフロント、
リア、トーン

写真 2　アクティブ・ベース。ノブはネック側からマスター、
セレクター、トレブル、ミドル、ベース

写真 3　Gain は Peak が点かないように。イコライザーは 12 時の位置からコントロールしよう
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うです。使い方のオススメは、常に ON にして

おいてプリアンプ込みで音を作るか、激しい楽

曲の時などに音量を上げたり歪ませたりすると

効果的です。

　もう 1 つ、よく使われているエフェクター

が「コンプレッサー」です（写真 5）。音の粒立

ちを揃えて、艶のあるサウンドにしてくれます。

特に、スラップ、ピック弾き、指弾きなど、頻

繁に奏法を変える場合にはとても有効で、音量

差を整え、同じ音圧で出力できるように整えて

くれます。他にも、例えばスラップ奏法の時に

だけ ON にして使うのもオススメです。しかし、

難点として、よく聴かないと効果がわかりにく

いと感じるエフェクターでもあり、強くかけす

ミドルを上げる」「低音が凄くて地響きのようだ

からベースを削る」…など、ジャンルやその時

のコンディションによって調整できるようにし

ていきましょう。

　Masterは、全体の音量を調節するツマミです。

練習場によっても異なりますが、目安は音色を

調節した後にドラムなどと合わせても、しっか

りと聴こえるくらいの音量です。

　例えば、ロックな激しい楽曲の場合はバンド

全体の音圧もかなりあるので、少し音を硬めに

作ると「抜ける」サウンドになります。トレブ

ルを上げたり、ピックで弾くことでも対処でき

ますが、演奏中に変化させたりライブで複数曲

演奏する時などは設定を変えるのが大変です。

そんな時に便利なのが「エフェクター」です。ベー

シストもギタリストのように、エフェクターを

使って基本の音色から大きく変化させることが

可能です。

　ベーシストが最もよく使うエフェクターが「プ

リアンプ」です（写真 4）。様々な種類が市販

されていますが、これ 1 つで EQ の調節から音

量のブーストまでできてしまいます。最近では

音を歪ませる機能が付いている機種もあるので、

プリアンプを軸に音作りをしている人も多いよ

バンドの中で求められるベースの音

エフェクターでの音色変化

ぎてしまうと音が潰れて細くなってしまうこと

があるので注意が必要です。

　ベースの音色で求められるのは「安心感」です。

ベースが楽曲を引っ張っていくようなケースも

ありますが、本来の役割はバンドの中で一番低

い帯域の音を鳴らし、アンサンブルを安定させ

ることです。もちろん、低音がむやみに大きい

と不快に感じたり音抜けが悪くなったりします。

例えば、激しく歪んだギターの低音や、バス・ド

ラムと帯域がかぶらないように考えながらトー

ンを調節していくと良いでしょう。また、低音

が「ボワー」とハウリングを起こしてしまうよ

うな場合は、その帯域を EQ でカットしたり下

げてあげると、ハウリングが収まってスッキリ

します。

　一口に「低音」と言っても、他の楽器との兼

ね合いや演奏している部屋の環境で微調整が必

要です。バンドや観客を安心させられるような

音色作りを目指して、低音のコントロールを上

手にできるようになりましょう。

プラスα
マルチ・エフェクターで音作り

　エフェクターの効果を知りたい時にオスス

メなのが「マルチ・エフェクター」です。プ

リアンプ、コンプレッサー以外にも、「コーラ

ス」や「ワウ」など何十種類ものエフェクター

が 1 台に収っているのでとても便利です。ま

た、「アンプ・シミュレーター」も内蔵されて

いるので、ベース・アンプに頼らずにマルチ・

エフェクターだけで音作りをすることも可能

です。ライブでは、DI（ダイレクト・ボックス）

を使って外音を出すこともあるので、エフェ

クターだけで音作りを完結させることも一般

的な考え方になってきています。

　また、リズム・マシンやメトロノーム機能

を搭載していたり、外部入力端子やヘッドフォ

ン端子が付いている機種も多いので、自宅で

の音作りや個人練習にも役立ちます。 ▲音作りや個人練習にも重宝するマルチ・エフェクター

写真 4　プリアンプ。機種ごとに音の特徴がある 写真 5　コンプレッサー。かけ過ぎに注意

写真 6　バンドや観客に「安
心感」を与えられる音作りを
目指そう
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場合もあります。

　バンド・サウンドの中で、特に重要なのがスネ

ア・ドラムのピッチです。打楽器は「アタック音」

が大きく鳴るのであまり大げさに考えなくても

大丈夫ですが、似た帯域を出す楽器とかぶらな

いようにチューニングすると「音抜け」が良く

なります。スネアは歌やギターなどと同じ「中

音域」の楽器です。ボーカリストが低い声で歌

うのか高い声で歌うのかなどを気にしてみてく

ださい。例えば、ボーカルが割と高めの音域で

歌うのであれば、スネアは「カン！」という高

いピッチよりも、「タン！」や「ダン！」という

ような落ち着いたピッチの方が、全体のバラン

スは良くなるかもしれません。

　バス・ドラムも同様に、ベースとの帯域に注

意する必要があります。ベーシストと相談しな

がら「低音域がかぶらない」ピッチでチューニ

ングできれば、そんなに思いっきりペダルを踏

まなくてもバス・ドラムが抜けて聴こえてくる

ようになります。

　タム類は、フィル・インを叩いた時にスネア

やバス・ドラムとの関係が悪くないようにピッ

はないので、まずは触ることから始めて、いろ

いろと試してみましょう。

　ドラムの音作りで取り組みやすいのは「音の高

低」です。音程という意味で「ピッチ」とも呼

びます。簡単に言うと、ヘッドを強めに張って「タ

ン」とか「トン」といった高音の乾いた音にする

か、緩めに張って「ダン」や「ドン」と低く重

い音にするかという調節です。好みでも構いま

せんが、楽曲やバンドのカラーに合わせること

が大切です。例えば、ハードなロックの楽曲では、

全体的に低めのどっしりとしたサウンドが似合

いそうな気がしますが、ギターやベースの音の

帯域が低い場合には、低音域ばかりに音が集中

してバンド・サウンド全体のバランスが悪くなっ

てしまいます。結果としてドラムの出すリズム

の線が聴こえにくくなり、ロック色が薄くなる

可能性があります。逆に、あえてドラムのチュー

ニングを高めにすることが良い効果をもたらす

ドラム
電子ドラムを使っている学校もあると思いますが、
全国的にはアコースティック・ドラムが主流だと思
います。今回はアコースティック・ドラムの音作り
について解説しますが、生音勝負のドラムの音作り
には様々な知識が必要です。打楽器として、バン
ド・アンサンブルの柱となるドラムの音作りを学び
ましょう。

　例外はありますが、主にドラムにとっての

「チューニング」とは、他の楽器のようにドレミ

…などの音程に合わせるのではなく、楽器本来

の音を最大限に発揮させる作業のことです。自

動車などのチューン・ナップに近いかもしれま

せん。ポイントは、他の楽器との調和を考えな

がら、アコースティック楽器であることを生か

した「鳴り」の調節をすることです。

　基本的な音作りは、ドラム・ヘッドを固定し

ているフープ（リム）に付いている「チューニ

ング・ボルト（テンション・ボルト）」を回して

行います。チューニング・ボルトは、各ドラム

の打面側と裏面側の両方に 6 本から 10 本ずつ

あり、ヘッドの張り具合を締めたり緩めたりし

て音を調節します（写真 1、2）。初心者の頃は、

何をどうして良いのかわからないと思いますが、

経験者であってもなかなか難しいものです。ア

コースティック楽器の楽しさでもあり、難点で

もありますが、やっていくことでしか解決方法

音作り＝チューニング

ピッチ（音の高低）の調節

「良い音」「好きな音」を奏でるための「良い音」「好きな音」を奏でるための

の音作りの基本の音作りの基本

写真 3　ドラムだけではなく、バンド全員で出しているサウンドを考えて音を作ろう

写真 1　チューニング・キーを使ってボルトを回す

写真 2　バス・ドラムのチューニング・ボルトの例
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　音量や音の帯域を調節するための「ミュート」も、

ドラムの大切な音作りの 1 つです。例えば、バス・

ドラムに毛布などを入れると、サステインが減りア

タック感が強調され、アンサンブルも引き締まりま

す。また、バス・ドラムの表側のヘッドにサウンド・ホー

ルを開けておくと、空気が抜けて音がタイトになり

ます（写真 6）。中心を避けて開けるとベターです。

　また、ライブなどでマイキングした時に発生す

るハウリングの原因になる「倍音」を調整するに

は、ガムテープをヘッドの端に貼ったり、ヘッドに

市販のリング・ミュートやクリップ・ミュートを装着

する方法があります。知っておくといろいろな場面

で役に立ちます。

　ドラム全体のミュートに有効なのは、絨毯や防音

マットをセット全体の下に敷くことです。床への共

鳴を防ぐだけでなく、滑り止めや床をキズつけな

い効果もあります。

　ドラムは、打面側のヘッドを叩くことによっ

て、シェル（胴）や裏のヘッドが響きます。サ

ステインの調節とは、空気の振動を考え、共振（共

鳴）や音の減衰を調節する作業です。ヘッドを

緩く張れば振動はゆっくり大きくなり、サステ

インは長くなります。逆に、強く張ると振動は

速く細かくなるので、音はすぐに減衰していき

ます。ピッチが変わることも考慮して、打面と

裏面のヘッドがどう共鳴し合うかを考えながら

調節していきます。ただし、ドラムやヘッドの

種類によっても共振は変わるので注意してくだ

さい。また、スネア裏側に付いているスナッピー

の残響も、この方法である程度調節することが

できます。ストレイナーのつまみだけではなく、

スナッピー近くの 4 本のチューニング・ボルト

も触ってみましょう（写真 5）。

　難しそうに思えるかもしれませんが、アコー

スティック楽器であるからこその「音の鳴る原

理」を考えて、いろいろと試行錯誤しながら挑

戦してみてください。

チを調節しましょう。タム同士のピッチ差に絶

対的な正解はありませんが、フィル・インを演

奏した時に自然な流れに聴こえるように、基本

的にはタムの大きさに準じた高低差をきれいに

つけていく方向が一般的です（写真 4）。

　アコースティック楽器のサウンドに大事なの

は、「鳴り」と「残響」です。鳴りは、楽器自体

の材質やメンテナンス具合、ヘッドの状態、叩

き方などによって変わってくるので、音作りと

いうテーマには入らないかもしれません。しか

し、叩いた後に残る「サステイン（残響）」を調

節することは大切です。チューニング次第では、

「トンッ！」と歯切れ良くあまり残響がない音か

ら、「トーン」と長く残響が続く音にすることが

できます。練習場やライブ会場の反響も考慮し

て調整しましょう。

サステイン（残響）の調節

ミュート

プラスα
ロック・ドラムに欠かせない「リム・ショット」

　ロック・ドラムのサウンドに欠かせない奏

法があります。それは「オープン・リム・ショッ

ト」というスネア・ドラムを叩く時のテクニッ

クです。スティックを振り下ろしてチップが

ヘッドに当たる瞬間に、シャフト部分も同時

にスネアのリムに当てます。リズム・パター

ンを演奏する時にこの奏法をすると、バック・

ビートに金属音が混ざったアタック音が出て、

リズムの線がくっきりとします。

　クラシックや吹奏楽、ジャズといった音楽

では特殊奏法扱いですが、ロック・ドラムで

は 9 割以上がこのショットを行います。マス

ターするには、正確なスティック・コントロー

ルが要求され、慣れるまではサウンドが安定

しなかったりミス・ショットも多くなるかも

しれませんが、諦めずに練習してください。 ▲アタックのあるスネア・サウンドを目指そう！

写真 6　ライブの時はサウンド・ホールにマイクを挿す

写真 4　高低差をつけてチューニングするようにしよう

写真 5　スナッピー近くのボルトを回して残響を調節
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大事だということです。バンドの中で演奏して

いて音が聴こえにくいという場合、音量の調節

だけではなく、楽器同士が適切な帯域で鳴って

いるかも確認しましょう。具体的には、同じ「上

モノ」と呼ばれるギター・パートとの帯域的な

バランスに注目します。ギターは主に中低域で

鳴っているので、その帯域にかぶらないように

「EQ（イコライザー）」で整えます。EQ は、ミ

キサーやキーボード・アンプ、楽器の中に入っ

ている音色の「エディット」項目にも用意され

ています（写真 2）。例えば、低域を少しカット

して、高域を耳障りにならない程度に上げると、

音量を変えなくても音が抜けて聴こえてくるよ

うになります。

　1 歩進めて、EQ を積極的に活用して、演奏

する音楽のジャンルに合った音作りをしていく

ことも可能です。高域をカットして低域を膨ら

ませると、アナログ感のあるローファイな音に

なります。逆に、高域を目立たせるセッティン

グにすれば、ダンス・ミュージックなどに合う、

派手なサウンドを作ることもできます。

その特徴や 1 つ前の音色との違いを認識する耳を

持つことが、音色を早く選べるようになる第一歩で

す。弾いていて気持ち良い音色をひいきして使い

続けていると、自分のカラーになるかもしれませ

ん。どちらにしても、普段からいろいろ触ってみる

ことが大切です。

　キーボードの音色作りは、楽器にあらかじめ

「プリセット」されている音色の中から、楽曲に

合ったものを選ぶことから始まります。もちろ

ん、プリセットの音色をそのまま使用しても構

いませんが、その音色が自分たちのバンド・サ

ウンドのアンサンブルにフィットするとは限り

ません。

　それぞれの楽器には、受け持つ「音の周波数

帯域」があり、楽器同士がぶつからない帯域で

鳴っているとバンド全体の音がまとまって聴こ

えるようになります。つまり、音色を決める段

階で他のパートとの共存を意識しておくことが

キーボード
音楽に対しての考え方が柔軟であればあるほど、
キーボードはとてつもない武器になります。部活
動で使っている「シンセサイザー」と呼ばれてい
るキーボードは、様々な音色を出せる魔法のよう
な楽器です。少し難しそうな専門用語も多いです
が、キーボードのスペックを最大限に利用できる
ことを目指しましょう。

　キーボードには膨大な数の音色が入っています。

ピアノ、エレクトリック・ピアノ系、オルガン、マレッ

ト系、管楽器系、ストリングス系、ボイス系（人

間のコーラス）、いわゆるシンセ系、SE・FX 系…。

もちろん、ドラムやギター、ベースの音色までも

出すことができます。そして、それぞれのカテゴ

リーにはさらに繊細な違いの音色が十分すぎるく

らいメモリーされているので、演奏に必要な音色

はほぼ揃っていると言って良いでしょう。

　例えば、ピアノならクラシックのコンサート・ホー

ルで聴くような音から、レコーディング・スタジオ

で使う粒立ちのはっきりした音色まであります。管

楽器系には木管と金管の音色がありますが、ソロ

かセクション（複数人）かの違いに加え、金管セ

クションであれば、サキソフォンが入っているかい

ないかというバリエーションもあります。ボイス系

も、女声コーラス、子供たちの声、混声合唱風、

ゴスペル系…と様々です。

　これらの音色を時間をかけて 1 つずつ聴いて、

自分の好きな音を見つける

他のパートと共存できる音に整える

「良い音」「好きな音」を奏でるための「良い音」「好きな音」を奏でるための

の音作りの基本の音作りの基本

写真 1　ツマミを回してカテゴリーを選ぶタイプの楽器。音色を探すのにとても便利
写真2　キーボード・アンプのEQ（上）とマスター・コントロー
ル（下）。ツマミを触りながら音の聴こえ方を確認しよう
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りの幅は広がっています。

　キーボード・パートは、その音色の守備範囲

の広さから、どんな音楽にも対応できるポテン

シャルがあります。取り組んでいる楽曲や音楽

への想像力を豊かにして、バンド・サウンドの

足りない帯域にどんな音色を鳴らせばサウンド

に広がりをもたらすことができるかを考えなが

ら、音作りをしていきましょう（写真 4）。

　「こんな音は他のバンドでは使わないよな」と

いう音色を採用すれば、それがバンドや楽曲に

インパクトを与える要素になるかもしれません。

キーボードという多機能楽器をせっかく持って

いても、ピアノの音しか使っていないというの

では宝の持ちぐされです。他のバンドとの差別

化や、個性をサウンドで表現するのもキーボー

ド・パートの役割だと言えます。

作ることもできます。また、弦楽器セクション

などで同じ音色を重ねて使う場合でも、1 オク

ターブ変えて同時に鳴らせば指一本で重厚なオ

クターブ・サウンドを再現することができます。

どのサウンドを主役にするのかを決め、それぞ

れの音量バランスを調整しましょう。

　とはいえ、キーボードにプリセットされてい

る音色には、それぞれに合わせた「内蔵エフェ

クター」が既にかかっているため、とてもきら

びやかで派手なサウンドに聴こえます。音色に

違和感があれば、エフェクターを少しいじるだ

けで希望の音に近づくこともよくあります。内

蔵エフェクターには、「リバーブ」「ディレイ」、

音の広がりを演出する「空間系」や、「コーラス」

「フランジャー」「フェイザー」、音のゆらぎを作

る「揺らし系」、ギタリストには必須の「歪み系」、

音の粒を整えたり音圧を調整したりする「ダイ

ナミクス系」などがあります。

　また、近年では「アンプ・シミュレーター」

が搭載されている機種も多いので、さらに音作

　同時に複数の音色を鳴らし、音色を重ねるこ

とによって、豊かで深いサウンドが作れます。

キーボードには複数の音色を重ねて演奏できる

モードが用意されていて、メーカーによって「コ

ンビネーション」「マルチ」「シーン」などの名

前が付けられています（写真 3）。音色の重ね方

にセオリーはありませんが、やはりまずどのよ

うなサウンドに仕上げたいのかというしっかり

としたイメージを持ち、それを元に音色を探し

ましょう。

　カテゴリーの違うものから選ぶ方が効果的で

す。例えば、アタックのはっきりした音色とフ

ワッとした音色を重ねれば、耳に聴こえてくる

までに時間差ができ、双方が生きてきます。あ

るいは、隙間を埋めるためのアタックのない持

続系音色である「パッド（Pad）」系から違うカ

ラーのものを複数選んで、新しいパッド音色を

音色を重ねる、エフェクターを使う

バンドで求められる音色

プラスα
アウト・プットはいつも「ステレオ」で

　直接的な「音作り」とは違う話ですが、キー

ボードという楽器は、本来ステレオで出力すべ

き楽器であることを忘れずに認識しておいて欲

しいと思います。様々なサウンドを 1 台のキー

ボードだけで再現することが可能になった魔法

の箱も、そのポテンシャルを最大限に生かして

こそ効果があります。せっかく作った音色も、

ヘッドフォンで聴いている時はステレオなので、

モノラルで出力したら意味がありません。

　背面のアウト・プットには、ほとんどの場合 L

（左）と R（右）があるはずです。普段の練

習の時から必ずシールド・ケーブルを 2 本挿し

て、ミキサーにつなげましょう。また、ライブ

ではステレオで取ってもらえるように、音響ス

タッフに要求しましょう。サウンドの広がりが大

きく変わりますよ。 ▲背面のアウト・プット。L と R 両方に挿そう

写真 5　「魔法の箱」であるキーボードという楽器の可能性を十分に生かそう

写真 3　画面下のアイコンは、同時に鳴らせる音色を示す

写真 4　合奏の中で混じり合う音色を使おう
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新入部員の初心者にとっても、先輩たち経験者にとっても、歌や楽器の上達に必要なのは、やはり「基礎練習」です。新入部員の初心者にとっても、先輩たち経験者にとっても、歌や楽器の上達に必要なのは、やはり「基礎練習」です。

少し地味に見える基礎練習はとっつきにくいものですが、基礎がしっかりしていると歌うことや楽器演奏がよりスムー少し地味に見える基礎練習はとっつきにくいものですが、基礎がしっかりしていると歌うことや楽器演奏がよりスムー

ズになって、できることの幅も広がっていきます。できることの幅が広がれば、歌ったり演奏できる楽曲も増え、バンズになって、できることの幅も広がっていきます。できることの幅が広がれば、歌ったり演奏できる楽曲も増え、バン

ドで合わせた時ももっと楽しくなります。「おうち時間」が増えている昨今、勉強はもちろんですが、歌や楽器の練習ドで合わせた時ももっと楽しくなります。「おうち時間」が増えている昨今、勉強はもちろんですが、歌や楽器の練習

も頑張って続けましょう。このコーナーでは、各パートにおいて効果的な基礎練習メソッドを毎号紹介していきます。も頑張って続けましょう。このコーナーでは、各パートにおいて効果的な基礎練習メソッドを毎号紹介していきます。

初心者には少し難しいこともあるかもしれませんが、先輩に聞きながら、できる範囲で取り組んでみてください。初心者には少し難しいこともあるかもしれませんが、先輩に聞きながら、できる範囲で取り組んでみてください。

パート別★ネット実技レッスンパート別★ネット実技レッスン

④

1 冊
まるごと 電子版を公開中！

パスワード
0716

ダウンロード
はこちら！
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第 4 回　ボーカルの表情のつけ方・1

ロック、ポップス、R&B…と、どのジャンルにも求められるボーカル・

テクニックと言えるのが、歌に対する「表情のつけ方」です。中でも、

代表的な「ビブラート」や「ロング・トーン」、そして「しゃくり」「フォー

ル」といったテクニックを身につけていくことで、様々なジャンルを歌

う時に役立ちます。（文・伊丹谷良介）

STEP1　ビブラート、ロング・トーン

STEP2　しゃくり、フォール

第 4 回　歌心溢れるバッキングを目指そう

楽曲の魅力をアップさせるためには、リズミカルかつメロディーに寄り

添うバッキングが不可欠です。ギターはソロなどの派手なプレイに目が

向きがちですが、すべてバッキングというものがあるからこそ成り立っ

ています。曲の流れやリズムに自由に対応できるバッキングを目指して

スキル・アップしましょう。（文・岩尾 徹）

STEP1　スムーズにカッティングする方法

STEP2　カッティングを自由自在に演奏する

第 4 回　「スラップ奏法」の上達メソッド

ベーシストなら誰もが一度は憧れる「スラップ奏法」。昔は特殊技能の

ような扱いでしたが、今では指弾きやピック弾きと並ぶベースの 3 大

奏法の 1 つとなり、ロックやポップス、歌モノにいたるまで、様々なジャ

ンルに取り入れられています。表現の幅を広げるためにも、ぜひこの機

会にマスターしましょう。（文・山田潤一）

STEP1　正しいフォームとオクターブ奏法

STEP2　左手とのコンビネーション奏法

第 4 回　16 分音符とシェイク・パターン

ロックのリズムには大きく分けて「8 ビート」と「16 ビート」があり

ます。しかし、最近の楽曲は「8ビートっぽい16ビート」や「16ビートっ

ぽい 8 ビート」など、両方が混ざっているリズムも少なくありません。

16 ビートはもちろん、かっこ良い 8 ビートを叩くためにも、16 分音

符の練習は必須です。（文・辻 伸介）

STEP1　16 分音符

STEP2　「シェイク」パターンを叩きこなす

第 4 回　コード・バッキングのスムーズな移動

コード・バッキングをする場合、楽譜に書かれているコードをいかにス

ムーズに連結して演奏できるかを工夫することで、楽曲をマスターする

時間が短縮されます。そのキー（調）のスケールの音のみで構成された

コードである「ダイアトニック・コード」を用いて考えてみましょう。

（文・竹中敬一）

STEP1　コードの「転回形」を上手に使う

STEP2　「音のライン」を意識した弾き方

keionkyo.org



ロックという音楽が生まれてから既に 70 年近くの月日が流れ、今でも多くの人か

ら愛され続けている名曲がたくさんあります。皆さんが普段聴いている楽曲の中に

も、何十年後かにはスタンダードとなって、その時代の人たちに愛されていく楽曲

があるかもしれません。名曲と言われる楽曲は歌詞が良い、メロディーが良い、ア

レンジが良い、演奏がうまいといったことだけではなく、それらを表現するプレイ

ヤーの音楽的センスによってしっかりと絡み合ってできています。楽曲を「解体」

してみれば、そこには必ず名曲が「名曲」となる秘密が隠されているはずです。ぜ

ひ例題曲のコピーをする時やオリジナル曲を作る時の参考にしてください。
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　2020 年、YouTube が世界の気鋭アーティストを紹介する「Artist 

on the Rise」にも選ばれたシンガー・ソング・ライターの藤井 風は、

12 歳から J-POP、洋楽、ジャズ、クラシックといった様々なジャン

ルを耳コピして、YouTube に演奏動画を公開してきた。楽曲によって

岡山弁と標準語を使い分けているのが特徴的だが、同年リリースのデ

ビュー曲「何なん w」は、岡山弁を交えることで歌詞の内容を重たくし

すぎない、聴く人に受け入れやすい表現になっている。

　冒頭の「♪ Na Na 〜」から、キレ良く始まるこの楽曲のメロディーは、

タッカタッカ〜と跳ねた「シャッフル」のリズムと、裏拍にアクセント

が置かれる「シンコペーション」で構成されたフレーズが多い。この楽

曲での藤井 風の歌声は、母音を若干ルーズに、そして声の響きを低域

にも広げているため、質感がマイルドな印象だ。そこに、シャッフルと

シンコペーションをわかりやすくしっかりと表すことで、メロディーに

弾みが出て、ルーズさの中にタイトな部分を感じることができる。柔ら

かさと軽快さがバランス良く融合されているのだ。

　シンコペーションを上手に取り入れるには、リズムを意識して表拍や

休符も「歌う」感覚が大事となる。藤井 風はこの楽曲で言葉と言葉の

間に小さい「っ」や「ん」を入れてそれらを表現している。例えば、サ

ビ前の「♪肥溜めへとダイブ〜」の部分も、「こえだ（ん）め（っ）へ（っ）

と（っ）ダイブ」となり、間を生かすことでよりリズミカルになってい

る（譜例 1）。他にも、1 コーラス目 B メロの「♪そっちに行ってはダ

メと〜」のフレーズの前に、「ゴースト・ノート」という聴こえないく

らい小さな声を入れることで、細かいリズムを感じている。

　シャッフルの弾んだ感じを理解するためには、ミュージック・ビデオ

の後半部で行われているスキップをしてみるのも１つの方法だ。

　D メロはさらに彼らしい音楽的な遊び心が多い。例えば、2 回出てく

る「♪やばめ やばめ〜」の音程が１回目と 2 回目では違っている。１

回目の音は「ミ」で、コード・トーンの中の音なため安定しているが、

2 回目の音は「ファ」で、一見外れてるように聴こえる。この「ファ」

はコード・トーンになく、和音の響きに緊張感や不安感を与える。その

ため、「やばめ」という歌詞がより印象強いものになっているのだ。

　最後の「♪バラベレン　ベベレベレン〜」は、「スキャット唱法」とい

う即興だ。決まった言葉やメロディーではなく、その時に感じたままを

自由に歌っている。し

かし、決して適当に歌っ

ているのではなく、音

程やリズムの正確さを

必要とする高い技術で

もあるのだ。リズムと

音を自由自在に操った

歌だからこその醍醐味

だと言える。

「間」を生かしたフレージング・・・・・・・・・・・ 音遊びの面白さ・・・・・・・・・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

Jamiroquai  　
Virtual Insanity

aiko  　
花火 

イギリス出身のアーティスト、ジャミロ
クワイが 1996 年にリリースした代表曲。
札幌の地下街を歩いている時に歌詞を思
いついたことが話題に。イントロからつ
いつい体でリズムをとりたくなるグルー
ヴとキャッチーなメロディーが心地良い。

1999 年にリリースされた、シンガー・
ソング・ライター、アイコの 3rd シングル。
言葉数の多い歌詞を不自然に区切ること
なく、シャッフルのリズムに乗せて仕上
げられた明るい失恋ソング。独特なメロ
ディー・ラインもインパクト大。

藤井 風
何なん w

～リズムと音を自由自在に操った歌～

ボーカル編
文・佐藤智恵

▲スキャットは、まず完コピを目指して真似てみよう譜例 1　シンコペーションを表拍や休符も存在させることで、よりリズミカルに
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　2016 年にメジャー・デビューを果たした 3 人組ロック・バンド、

ヤバイ T シャツ屋さん。通称「ヤバ T」で親しまれる彼らのメジャー

1st シングルであり、自主制作盤を含めると 4 枚目の EP となる『ど

うぶつえんツアー』のリーダー曲だ。ストレートでアッパーなこの楽曲

をよりドライブさせているのは、メロコアなどの影響を受けた「エモ」

で「ラフ」なプレイの中に見え隠れする、効果的なフレーズを奏でるギ

ターの存在に他ならない。

　イントロは、往年のハード・ロックを彷彿とさせるようなリフの応酬

で、いきなり全開モードで楽曲が始まる。しかし、A メロに入るとリズ

ムのスピード感を残しつつ、やや落ち着いたグルーヴになる。これは、

ドラムとベースがイントロの流れを汲んで演奏しているのに対して、ギ

ターが「ジャラーン」とコードを流すだけという、シンプルな形に移行

したことに起因する。その結果、ラップ調でやや低いトーンの淡々とし

たメロディーとマッチして、これから先の展開を予感させるような A

メロに仕上がっている。

　一度リフに戻った後に再度登場する 2 度目の A メロは、ベーシスト、

しばたありぼぼによる女性ボーカルに変わって、楽曲のイメージも変化

する。ギターもこれに反応するかのごとく、バッキング・パターンはコー

ドを流すだけというアプローチにアルペジオを加えている。それによっ

て、1 度目よりも華やいだ雰囲気が出ている。

　1 コーラス目のサビ後に出てくる A メロは、よりドライブ感のある

ものになっている。その理由は、それまでの A メロがワン・コード主

体だった上にギターのアプローチもシンプルで、やや「静」のイメージ

が強かったのに対して、コードを動かし、ギター・フレーズにもアクセ

ントをつけて弾くことで、「動」のイメージが強調されたからだ。

　サビは、とにかく全力な盛り上がりを見せているのだが、バッキング・

パターンによって表情を変化させている。1 コーラス目のギターは「ド

ライブ感命」といった感じで、ドラム、ベースとの一体感を重視して、

ひたすらパワー・コードでギターをかき鳴らしている。しかし、2 コー

ラス目以降のサビは、ややハイ・ポジションでカッティングするような

リフを弾き、メロディー・ラインに呼応するようにトップ・ノート（最

も高い音）を動かしてバッキングしている。このアプローチによって、

1 コーラス目のサビよりもポップなテイストが加味されている。単に全

力なだけでは良い楽曲やアンサンブルにはならないのだ。

　また、メロディーの合間に出て

くる「ダブル・チョーキング」を

使ったフィル・インは、サビのア

クセントとなり、よりロックな重

厚感を生みだし、サウンドにも厚

みを出すことになっている（譜例

1）。細かい部分のスパイスも忘

れてはいない。

シンプルなメロディーをコントロール・・・・・・・

ただ全力疾走なだけではないバッキング・・・・・・

WANIMA 　
TRACE

Hi-STANDARD 　
Stay Gold

2010 年代にメロコア・ブームを再燃さ
せた立役者で、メロコアにレゲエやスカ
の要素を取り入れたキャッチーな楽曲や
高い演奏力、コーラス・ワークが魅力な
ワニマの 1st シングル。エモでラフなギ
ターがクール。2015 年リリース。

現在のメロコア・バンドへ多大な影響を与
えた日本のバンド、ハイスタの 1999 年
にリリースされた 4th アルバム『MAKING 
THE ROAD』に収録。メロコアの教科
書的な楽曲。アルバムは国内外合わせて
100 万枚以上の売り上げを記録した。

ヤバイTシャツ屋さん
ヤバみ

～「エモい」だけじゃ片付けられないプレイ～

ギター編
文・岩尾 徹

譜例 1　サビのダブル・チョーキングは音程よりニュアンス重視でいこう

▲一般的には 2 弦、３弦を使って行うこ
とが多いフレーズ

参考にするなら、この曲もオススメ！



D
iG

iREC
O

.J
R

 44
｜
A
U
G
・
2021

29

SCANDAL
Stamp!

Sheryl Crow 　
If It Makes You Happy 

日本の 4 人組ガールズ・バンド、スキャン
ダルの 2015 年にリリースされた 21st
シングル。全編通して同じリフ・パターン
が多く使われている。ギターとユニゾンす
るベース・ラインもきっちりと揃った音価
に一体感のあるグルーヴが生まれている。

アメリカを代表するシンガー・ソング・
ライター、シェリル・クロウの 1996 年
のヒット曲。カントリー風なサウンドと
グルーヴが心地良いが、ベースのボトム
を支えつつ 2 コーラス目サビ後で出てく
る E マイナー・ペンタがアメリカン！

ヨルシカ 
ただ君に晴れ

～寄り添いながら時に歌うベース・フレーズ～

ベース編
文・山田潤一

　2 人組ロック・バンド、ヨルシカが 2018 年にリリースした楽曲で

ある「ただ君に晴れ」は、公開されたミュージック・ビデオが 1 億 3,000

万回再生を突破するなど、バンドを代表する作品だ。ギター、ベース、

ドラムを同じようなリズムにすることで心地良いグルーヴを作り出して

いるのが特徴的な楽曲だが、ベース・ラインは基本的にギターのリズム

と合わせたフレーズで構成しつつ、セクションによってはメロディーの

ようなフレーズも弾いている。守るところは徹底的に守り、攻めるとこ

ろは絶妙なアプローチで世界観を崩さない程度に主張をする…。楽曲の

アレンジやアンサンブルにとってのベース・パートの役割がよく出てい

るプレイだ。

　イントロや A メロでは、2 小節パターンのギター・リフに合わせて、

ベースも同じユニゾン・フレーズを弾いている。ここでのポイントは、

ベースがギターのニュアンスまでをも意識していることだ。例えば、1

小節目の 1、2 拍目の B ♭は、スタッカートと 4 分音符を弾き分けて

いるのだが、この音価が絶妙で、ギターとベースの音の長さや休符のタ

イミングがまったく同じになっているのだ（譜例 1）。同様に、2 小節

目の 8 分休符も、ギターと音の切り際が合うように、巧みに音価がコ

ントロールされている。

　バンドでリズムを合わせるのは当たり前のことではあるが、グルーヴ

は人それぞれで多少の違いがある。しかし、この楽曲ではベースがギター

のニュアンスに限りなく寄せることで、バンド・サウンドの一体感が強

まり、心地良いグルーヴを作り出す要因となっている。バンドでは「誰

かの演奏を意識して弾く」ことが非常に大事なことなので、合奏する時

は自分の演奏だけではなく、周りの音もしっかりと聴いて演奏しよう。

　前半はリフに合わせて弾いていたベースだが、2 コーラス目では打っ

て変わってメロディアスなフレーズを弾いている。A メロのアタマで一

度抜けたベースは、4 小節目から 8 小節目にかけてボーカルの合いの

手のような、カウンター・メロディーのような演奏をしている。いきな

りリフに戻らずに、ハイ・ポジションでのフレーズから入っていくこと

で、リフに戻るまでの流れがスムーズになっている。

　また、通常ベースはコードのルートを弾いて和音を安定させることが

多いのだが、このセクションでは少し違う発想でフレーズを作っている。

この楽曲のキー（調）は F メジャーだが、ここでは平行調である D マ

イナーのペンタトニック・スケールを軸にして弾いている。こうするこ

とで、「ルートに囚わ

れないながらもキーを

意識したフレーズ」に

変わる。さらに言えば、

ベースがメロディアス

になることで浮遊感が

生まれ、楽曲全体のア

レンジがより複雑に聴

こえる効果もある。

巧みな「音価コントロール」・・・・・・・・・・・・

ルートに囚われないフレーズ・・・・・・・・・・・

譜例 1　音価を意識して音の切り側までこだわることで一体感が生まれる ▲他の楽器のグルーヴまで意識しながら弾こう

参考にするなら、この曲もオススメ！
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　シンガー・ソング・ライター、あいみょんの 2018 年にリリースさ

れた 5th シングル「マリーゴールド」は、今やポップスの女王として

君臨する彼女の代表曲と言っても良いだろう。2016 年のメジャー・

デビュー前後には少しアクの強い歌詞も多かったが、この楽曲は歌詞、

メロディー、アレンジともに「ザ・王道」のど真ん中をいく極上のポッ

プ・ソングだ。ドラムをはじめとした楽器陣のアプローチもごくストレー

トで、ある意味「教科書的」とも言える正統派だが、このドラミングを

マスターすれば、他の楽曲へもかなり多くの部分が応用できるだろう。

　ドラムのフレーズは、一聴するととてもシンプルに聴こえ、初心者で

も取り組みやすいように思えるが、楽曲の雰囲気とグルーヴを保ち、ボー

カルをより良く聴かせるドラミングをするのは意外と難しい。

　この楽曲の骨組みは、ボーカルとアコースティック・ギター（以下、

アコギ）でできている。彼女の他の楽曲も歌とアコギの弾き語りで成立

することが多いが、それはアコギを使って楽曲を作っているからだろう。

歌詞、メロディー、歌、そしてアコギが出すコードの和音とリズムで、

もうこの楽曲は完成しているのだ。そして、その完成した骨組みの良さ

を壊すことなく装飾して、よりメッセージが伝わるようにすべての楽器

がアレンジされている。まるで、素材の味を十二分に生かした高級な一

品料理のようだ。

　聴こえてくるドラムのパターンは、音数の少ないシンプルな 8 ビー

トに思えるが、実はアコギのストロークに合わせた細かい「ゴースト・

ノート」が入っている（譜例 1）。アコギのパーカッシブな「シェイク・

パターン」にユニゾンして、16 ビートな「せわしなさ」が出ている。

夏の心地良い風を感じながら自転車を漕いでいる雰囲気だ。演奏する時

は、アコギを弾いているつもりでドラムを叩くと良いだろう。

　大サビではフロア・タムとハイ・タムを使ったパターンになったり、

エンディングではシェイクのリズムが強調されて派手になっている。セ

クションの表情に合わせて変化がつけられているのだが、グルーヴは

ルーティンのパターンと変わっていない。

　専門的に細かく見れば多々あるのだが、この楽曲は本当に飾り気のな

いストレートなアレンジに聴こえる。いや、聴こえるように仕上がっている。

ドラムも、パターンやフレーズだけではなく、生音をあまり加工しないア

コースティック・ドラムの気持ち良いサウンドが生かされている。

　演奏する時には、すべてのドラムのチューニングを少し高めにして、

張りのあるサウンドを目

指したい。また、機材を

選べるのであれば、メイ

プル系のウッド・スネア

を使用すると、明るいカ

ラッとした夏の雰囲気が

出るだろう。サウンドも

楽曲の一部なのだ。

アコースティック・ギターのストロークを生かす・・

ナチュラルなドラム・サウンド・・・・・・・・・・

YUI 　
CHE.R.RY

Lisa Loeb & Nine Stories 　
Do You Sleep?

シンガー・ソング・ライターの YUI（ユイ）
の 2007 年にリリースされた 8 枚目のシ
ングル。携帯電話会社のコマーシャルに
起用された甘酸っぱく可愛らしい楽曲。ア
コギのストロークに寄り添ったポップで 16
ビート気味なドラミングが心地良い。

1990 年代、彗星の如く現れたアメリカ
のシンガー・ソング・ライター、リサ・ロー
ブのデビュー・アルバム『Tails』に収録。
アコギの清々しさにロック・テイストが
加わったサウンドが絶妙。グルーヴィー
なドラムもゴキゲン。1995 年リリース。

あいみょん
マリーゴールド

～素材の味を生かすドラミング～

ドラム編
文・辻 伸介

▲曲調を考えた機材選びやチューニングも大事

参考にするなら、この曲もオススメ！

譜例 1　カッコ書きのスネアが「ゴースト・ノート」。強弱の加減が難しい
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　「Renegades」は、日本国内のみならず世界で活躍するバンド、

ONE OK ROCK がイギリスのシンガー・ソング・ライター、エド・シー

ランと共作した楽曲だ。2021 年公開の映画「るろうに剣心 最終章

The Final」のために書き下ろされたものだが、シリーズ映画のファイ

ナルにふさわしい壮大なアレンジになっている。曲調は、Renegades

（反逆者）のタイトル通り、ワンオクらしい激しさが感情を揺さぶる。「書

き下ろし」という名にふさわしい楽曲だと伺える。

　この楽曲におけるキーボード・パートの大きな役割が、壮大なストリ

ングスの演奏だ。楽曲内ではバイオリン、ヴィオラ、チェロ、コントラ・

バスと分かれているが、バンドで演奏する際は大合唱と共に演奏されて

いるフレーズや、B メロでの単音フレーズを再現して、サビはコードに

沿った全音符でも十分雰囲気は出るだろう。

　この楽曲のように、メインのフレーズを弾くことが多い時には、いく

つかのストリングスの音色をレイヤー（重ねる）して弾くと、よりサウ

ンドに厚みが増す。各メーカーで呼び方は変わるが、「マルチ・ティン

バー・モード」などと呼ばれている何種類もの音色を重ねて演奏できる

モードだ。この楽曲の場合は、すべてのストリングスを同じ音程ではな

く、1 音色くらいは 1 オクターブ上に設定してみるのも良いだろう。

　キーボーディストは、バンド内でピアノやオルガンといった、いわゆ

る「鍵盤楽器パート」としての役割を担うが、この楽曲ではそういった

楽器は使われていない。バンドとして楽曲を演奏する上で、キーボーディ

ストはギター、ベース、ドラム以外の様々な音色の楽器を再現し、アン

サンブルを成立させないといけない。

　まず、この楽曲で注目したいのは、2 コーラス目の A メロにさりげ

なく鳴っている笛のような音色だ（譜例 1）。この楽曲は、全体を通し

て壮大な世界観だが、どこか不思議なところがある。実は、それがこの

笛の役割で、この感じが「ケルト・ミュージック」に通ずるところがあ

るのだ。ケルト・ミュージックとは、アイルランド、スコットランドを

中心としたヨーロッパ大陸やカナダなどにも広がっている伝統音楽だ。

イギリス出身のエド・シーランとの共作という面もあり、この辺りは彼

のアイデアが盛り込まれているのだろう。

　イメージとしてわかりやすい例としては、映画「タイタニック」や「ロー

ド・オブ・ザ・リング」の中で、落ち着いたシーンに頻繁に流れる笛の音だ。

これはフルートでも良いのだが、シンセサイザーの Sine 波か、倍音の少

ない波形である Triangle 波を使うと良いだろう。これらの波形なら、フィ

ルターなどを調節しなくても比較的簡単に笛の音を作ることができる。

ストリングスをシンセサイザーで効果的に再現・・・

鍵盤楽器以外の音色を聴いて再現・・・・・・・・・

菅田将暉 　
虹

Kate Bush 　
The Sensual World

映画「STAND BY ME ドラえもん 2」の
主題歌として 2020 年にリリースされたラ
ブ・ソング。サビで「♪一生〜」と繰り返
される歌詞の裏で流れているストリングス
のフレーズが印象的で温かさに満ち溢れて
いる。作詞、作曲は石崎ひゅーい。

イギリスのシンガー・ソング・ライター、
ケイト・ブッシュの民族色が強い 6th ア
ルバムのタイトル曲。特にこの楽曲は不
思議な世界を醸し出していて、間奏でバイ
オリンとユニゾンしている笛がケルトの世
界観を演出している。1989 年リリース。

ONE OK ROCK
Renegades

～バンドにおけるキーボーディストの役割～

キーボード編
文・鳥居克成

参考にするなら、この曲もオススメ！

譜例 1　2 コーラス目に出てくるケルト笛のフレーズ▲シンセサイザーで複数の音色を同時に鳴らすイメージの例
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　第 104 回目のデジレコ・バンド・クリニック

の実施校は東京都稲城市にある駒澤学園女子中

学・高等学校です。1927 年に創立された中高

一貫校で、曹洞宗の教えに基づく建学の精神「正

念・行学一如」が教育理念に掲げられています。

部活動も盛んで、軽音楽部は文化祭での発表を

はじめ、各種大会にも参加するなど、積極的な

活動が行われています。

　当協会の理事長がクリニックの趣旨や半日の

流れを説明し、同校の軽音楽部からも歓迎のメッ

セージをいただくと、座学へと移行。当日はバ

ンド演奏は行わず、座学のみの短縮バージョン

で開催しました。

　まず、プロジェクターを使用しながら「部活

動としての軽音楽部を考える」というテーマで

講義を実施。「軽音楽部の評判」「軽音楽部の定義」

「部活動としての軽音楽部のあり方」という 3 つ

のテーマに分けて解説しました。具体的には「部

活動は学校教育の一環であり、普段の授業では

学べないことを補完する『課外授業』という位

置づけである」「運動部や他の文化部と同じよう

に、活動を通してコミュニケーションとチーム

ワークを育むことができるのはもちろん、特に

軽音楽部はオリジナル曲やコピー曲を演奏する

ことで、クリエイティブ力を養うことができる」

といった部活動の基本や軽音楽部の特長を紹介。

「バンド活動や楽器の演奏を通して、社会が求め

る人材育成を行えるのが、軽音楽部の素晴らし

いところの 1 つです」と述べました。

　休憩時間を挟んで、副理事長による「アンサン

ブルが良くなる練習方法」の講義へと移行。いつ

も何気なく取り組んでいる練習を「個人練習」「バ

ンド練習」「ライブ練習」という3 つに仕分けるこ

とで練習の目的が明確になり、効率的に上達でき

ることを解説しました。また、練習前に合わせて

おきたいこととして、「練習の内容」「楽曲の構成」

「キー、コード、テンポ」「チューニング」を挙げ、

これらを練習中に行ってしまうと時間の無駄につな

がり、バンド練習の本来の目的から外れてしまうこ

と。あくまでも、バンド練習の時間中はリズムやグ

ルーヴ、ユニゾンやキメ、シンコペーション、ダイ

ナミクスや音量など、「バンドでないと確認できな

いことに注力すべきです」と提案しました。

　座学の 3 つ目は「電気と音響の基礎知識」に

ついてです。マイクロフォンから入力された電気

信号がミキサーを通り、パワー・アンプを経由して、

スピーカーから出力される仕組みをはじめ、マイ

クやダイアフラムの構造、マイクの指向性やハウ

リングが起こる要因などを解説。エレキ・ギター

は弦の振動をコイルがキャッチし、それが信号と

なり、シールド・ケーブルを伝って、アンプに送ら

れることも紹介しました。さらに、オーバードライ

ブやディストーションなどの歪み系からコーラスや

ディレイなどの空間系、フランジャーやワウなどの

揺れモノまで、様々なタイプのエフェクトを解説。

周波数の帯域を理解することで、バンドのアンサ

ンブルが聴こえやすくなったり、聴こえにくくなる

ことがあり、「いかに楽器同士の帯域が被らないよ

うにするか？」が重要で、例えば、2 本のギター

がまったく同じ音を出すとサウンドが痩せて聴こえ

てしまい、迫力のないものになってしまうため、「私

はジャキジャキとしたロック調の音にするね」「私

は丸みのある温かいサウンドを担当するね」など、

受け持つサウンドをディスカッションするのが大切

であることを述べました。

　最後は「全員でのリズムトレーニング」を紹介。

メトロノームのアプリを使用し、1 拍目と 3 拍

目にアクセントを入れたり、スネアドラムの位

置にあたる 2 拍目と 4 拍目に注目してみるなど、

リズムの奥深さやノリが変わることを体感しま

した。また、2 人 1 組のペアになり、休符を交

えたエクササイズにも挑戦。4 分音符を軸にし

ながら、休符を意識する練習方法を学びました。

講義では「バンドで演奏する際は全員でリズム

を取るようにし、特にスネアドラムを叩くとこ

ろ…2 拍目と 4 拍目でノレるようにすると、ア

ンサンブルにグルーヴ感が生まれ、サウンドに

まとまりが出てくるので、ぜひ意識しましょう」

とアドバイスをし、部員たちは真剣な眼差しで

メモを取り、講義に耳を傾けました。

▲バンドでのアンサンブルに必須な要素を解説しました

▲部活動としての軽音楽部のあり方や活動内容などを提案

　　　　第104回　駒澤学園女子中学・高等学校 軽音楽部　〒206-8511 東京都稲城市坂浜238
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　日常のちょっとした風景や面白い現象を記録

するために、iPhone のカメラ機能を使っている

人は多いでしょう。軽音楽部の活動では、ライ

ブの風景を動画として残しているケースも多い

と思いますが、普段のバンド練習風景などを「撮

影」している学校は、まだ少ないのではないで

しょうか。

　冒頭でも紹介した通り、楽器の演奏技術を磨

く上で自分の演奏を客観的に聴くことはとても

大切です。というのも、演奏中は自分が演奏す

るのに夢中だったり、大きな音を鳴らすこと自

体に気持ち良くなってしまい、自分がどんな演

奏をしているのか、そしてバンド全体がどのよ

うなアンサンブルを奏でているのかを冷静に見

るのは、意外と難しいもの。ついつい「弾けて

いるつもり」になってしまいがちです。

　それを防ぐ一番簡単な方法は、演奏風景を動画

として撮って見ることです。音声だけでも良いの

ですが、きれいな画質で撮影ができる iPhone で

映像で撮ってみましょう。音だけではなく、弾い

ているフォームや姿勢も確認できるので、プレイ

中の自分が観客からどんなふうに見えているのか

客観的に見ることができます。また、日常的に撮

影を繰り返していくことで、成長の記録を残すこ

とができます。「先月よりもうまくなった！」と

いうことが自分で実感できれば、練習のやりがい

にもつながります。

　最近では、都道府県大会で音源や演奏動画審

査が行われることも増えてきているので、普段

から動画を撮ることに慣れておくことで余裕を

持って取り組むことができます。

　この時に大切なのは、動画のクオリティーよ

りも演奏や大会に向き合う姿勢です。レコーディ

ングや動画撮影というと、高価な機材や専門知

識がないと良いものは作れない…そんなイメー

ジを持ってしまいがちですが、決してそんなこ

とはありません。予算がなくても、手の届く機

材とちょっとしたアイデアや工夫で十分良い作

品を作ることができるはずです。

　何よりも、そういった本気の姿勢で取り組め

ば、普段の練習や演奏も変わり、それは必ず結

果にも結びつくでしょう。

　iPhone で動画を撮ることは、誰でもすぐにで

きると思いますが、いざ演奏を撮ってみると「あ

れっ？」と気付くはず。iPhone のカメラは高性

能で、映像はとてもきれいに撮れるのですが、問

題は「音声」です。iPhone で録った音声は音が

割れ、多くの場合ドラムが大きくてボーカルが聴

こえない…という状態になっています。これは市

販のビデオ・カメラを使う場合でも同じです。音

楽の主役はあくまで「音」なので、その音の本来

の魅力を伝えられないのはもったいないですよ

ね。こんな状態では、演奏の細かい部分までチェッ

クするのは難しくなってしまいます。何より少し

でも良い状態で聴きたいですよね。

　音割れなどの原因は、マイクの性能に対して

バンド演奏の音が大きすぎることです。そもそ

も iPhone やビデオ・カメラのマイクは爆音の

バンド演奏を録音することを想定していないた

め、これは仕方ないことなのです。逆に言えば、

マイクの問題さえ解決すれば、iPhone でも音割

演奏は映像に残そう

都道府県大会に挑戦しよう

課題はマイクにある

演奏上達の秘訣は、自分たちの演奏を客観演奏上達の秘訣は、自分たちの演奏を客観
的に見て知ることです。そのためにはビデ的に見て知ることです。そのためにはビデ
オで撮ってみるのが一番でしょう。またオで撮ってみるのが一番でしょう。また
昨今では都道府県大会などの予選審査とし昨今では都道府県大会などの予選審査とし
て、演奏動画が求められるケースも増えてて、演奏動画が求められるケースも増えて
きています。そこで今回は、iPhoneを使きています。そこで今回は、iPhoneを使
い、できるだけ簡単に、かつ良い音で演奏い、できるだけ簡単に、かつ良い音で演奏
動画を撮影する方法を紹介します。動画を撮影する方法を紹介します。

▲ iOS デバイス用のマイク iQ7。Lightning コネクターを搭
載した iPhone や iPod Touch、iPad で使用できます

▲ iPhone を固定するためのスマートフォン・ホルダー（左）
とマイク・スタンドに取り付けるための変換ネジ（右）

▲この 3 点のセットは軽音協ショップで販売中ですので、ぜ
ひチェックしてください　www.keionkyo.shop

協力：加藤学園高等学校 フォークソング部
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れのない演奏動画を撮影できるということです。

ここでは、ZOOMのiOSデバイス用マイク「iQ7」

を使っていきます。iOS 用のマイクはいろいろ

販売されていますが、音楽を撮る場合は楽器メー

カーの製品を選ぶのが安心です。

　これで音割れの問題は解決できましたが、た

だ撮っただけでは各パートのバランスは悪いま

ま。ドラムばかり大きく聴こえてボーカルは聴

こえない…なんて具合になっていることでしょ

う。次にこれを改善していきます。

　まずは位置を調整したり、セッティングしや

すくするために、スタンドに固定しましょう。

スマートフォン用のスタンドも販売されていま

すが、意外と高価です。そこで考えたのが「スマー

トフォン・ホルダー」と「変換ネジ」を組み合

わせて使うことで、iPhone をマイク・スタンド

に設置する方法です。

　部室にカメラ用の三脚がある場合は、変換ネ

ジは不要ですが、マイク・スタンドの方が高さ

や位置の微調節もしやすく、何より部室に必ず

設置されていると思いますので、こちらを使う

のが良いでしょう。

　iQ7 の場合、1 台（2 本）のマイクで録音し

ているので、録音後に各楽器の音量バランスを

個別に調整することはできません。そのため、

収録時に音楽的にバランスの良い音量レベルで

演奏することが必要になります。ここで言う「バ

ランスが良い」とは、ライブ PA のようにその

場でどう聴こえているかよりも「実際に録音さ

れる音がどうか」を意識する必要があります。

これに関しては明確な正解があるわけではない

ので、演奏し、録音結果を確認し、それを反映

してまた録音…という試行錯誤を繰り返さなく

てはなりませんが、いくつかコツを紹介します。

　ボーカルがドラムやアンプの音に埋もれてし

まい、聴こえにくいというケースが多いと思い

ますが、これはボーカルが小さい、またはその

他の楽器が大きすぎるのが原因です。

　ボーカルの音量を基準に、他の楽器の音量を調

整していきます。まずは PA でボーカルを適切な

レベルで鳴らし、そこに合わせてドラムを追加。

最後にギターやベースの音量を合わせていくよう

にすると良いでしょう。どうしてもボーカルが小

さくなってしまう場合は、レコーダーと PA ス

ピーカーの位置を近づけると、それだけ PA（ボー

カル）の音量が大きくなります。ドラムは音量調

節が難しいと思うので、もし音量が大きすぎると

感じたら、いつもより力を抜き気味に叩くような

工夫が必要かもしれません。場合によっては、メ

ンバーよりも PA スピーカーを前に出すのも有効

ですが、距離が離れすぎると、自分たちの音が聴

こえにくくなったり、部屋の特性によって音の輪

郭がぼやけていくので、これらを総合的に判断し

ながら位置を探っていきましょう。

　レコーダーの位置が離れた場合は、メンバーが

イイ感じに画面に収まるようにカメラをズーム

させれば OK。メンバーの立ち位置は自由で、カ

メラに全員が写っていれば大丈夫。ただし、ボー

カルはステレオの中央から聴こえて欲しいので、

スピーカーの位置に対して、常にレコーダーが

中央になるようにセッティングすると聴きやす

いサウンドに仕上がります。

　1 本のマイクで録る場合は、各楽器の音量は

もちろん、位置や距離を工夫するのが大切です。

最初は時間が掛かると思いますが、何度かテス

トすればコツが掴めるはずです。

　また、せっかくステレオで録音できるので、楽

器の配置にも工夫してみましょう。ボーカルや

ドラムは中央に、ギターやキーボードは左右に

配置することで、広がりのあるサウンドになり、

１つ１つの楽器の音も聴きやすくなるはずです。

　いろいろな制限がある中でクオリティーの高

い動画を作ることは大変かもしれません。しか

し、「作品として少しでも良いものを作りたい！」　

と意識したり工夫することで、バンドのレベル

アップや演奏に対する取り組み方にも変化が起

こることでしょう。高価な機材にこだわること

なく、「作品を創る」「創意工夫する」というこ

とこそが、軽音楽部の「部活動」としての意義

ではないでしょうか。

　最後になりましたが、せっかく良い音で撮って

も聴く環境によっては良さを発揮することができ

ません。ビデオを見返すときには、iPhone の内

蔵スピーカーではなく、イヤフォンを使ってしっ

かりと細部まで聴くことを忘れないでください！

マイク・スタンドに設置する

すべてはバランスだ！

作品であるという意識

▲楽器ごとの音量調整ができたら、PA スピーカーやマイク（iPhone）の位置を前後に動かして、ボーカルがしっ
かりと聴こえる位置を探っていきましょう

▲目的に合った機材の選定とアイデアを組み合わせることで、十分にクオリティーの高い演奏動画を撮影することができます
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　軽音楽部では、校内イベントや他校との合同ラ

イブなど、自分たちで舞台を作ることが多いと

思いますが、そんな時に音響や照明の知識があっ

たり、設備が揃っていたりするととても便利で

す。しかし、音響設備は普段の練習で使ってい

るものを流用したり操作することが可能だと思

いますが、照明設備を所有している学校は少な

いのではないかと思います。たしかに照明は「音」

そのものへの効果はないのであまり必要性を感

じないかもしれませんが、照明設備こそステー

ジの演出にはなくてはならないものなのです。

例えば、皆さんが観に行くアーティストのライ

ブが蛍光灯の下で行われていたらどうでしょう。

どんなに熱いパフォーマンスと音響であっても、

その名の通り「白け」てしまいます。規模は違っ

ても素敵なステージを作るということにおいて

は、さいたまスーパーアリーナも視聴覚室も変

わりはありません。軽音楽部の発表の場である

「ライブ」をさらにカッコ良くするために、「照明」

というものの効果と存在を再認識しましょう。

　「照明」というと、いろんな色の光がステージ上

をキラびやかに照らし、いったい何色使われてい

るんだろうと思ったこともあるかもしれません。し

かし、理論的にはすべての光は「3 つの色」から

作り出されています。その 3 つとは「赤」「緑」「青」

のことで、まとめて「光の三原色」と言います。

例えば、赤と緑が混ざると「黄色」になり、そこ

に青が加わると「白」になります。大きく言うと、

この 3 色のバランスをとって様々な色の光を作り

出しているということです。

　「色の世界」はとても魅惑的です。人間の五感

の中で「視覚」はもっとも感情に影響力があると

言われています。夏の青空は心を洗い、秋の夕日

のオレンジはなぜか切なくなります。中華の赤は

食欲をそそり、緑はリラックス効果があると言いま

す。そんな視覚的な効果を「音楽」とうまく融合

させれば、楽曲やパフォーマンスの魅力を何倍に

もすることができるでしょう。これからの軽音楽部

のスタンダードになりそうな「照明」をいち早く先

取りして、ライブをかっこ良くキメちゃいましょう！

　1970 年代頃から、ポピュラー・ミュージック

のステージでは「視覚」の効果を巧みに使うよう

になりました。はじめは衣装やメイクといった演者

自身によるものでしたが、その世界観を「舞台」

という異空間に作り出すために、様々な「舞台装

置」を使ってショーアップするようになっていきます。

「ライブ」というものを芝居やミュージカル、オ

ペラなどと同じようにとらえて演出を考え、1980

年代にはロック・コンサートは 1 つの「総合芸術」

の域にまで達します。

　そこには、舞台上で演奏する「アーティスト」と

ともに、様々な効果を作り出す「スタッフ」が一

体となって「エンターテイメント・ショー」を作り

上げている姿があるわけですが、中でも「照明」

は単なる「灯り」から「色

（光）による視覚効果」

へと進化しています。明

るい曲調では元気よく晴

れやかに、バラードなど

の切ない楽曲ではその感

情を盛り上げる…といっ

た心象表現や、季節や

時間帯、場所などの情

景描写をすることによっ

て楽曲の世界観や歌詞を

サポートします。さらに、

アーティストの表情やパ

フォーマンスに合わせたリズムに乗せたカラーチェ

ンジなどは、音楽的な照明スタイルの特徴の 1 つ

かもしれません。

　楽曲にドラマがあるように、照明にもドラマチッ

ク性が求められます。イケイケな曲だからといっ

て、ただ派手にすれば良いというものではありま

せん。逆にしっとりとした楽曲だからと、薄暗いま

までも良くないでしょう。激しい楽曲の中にも、少

しクールになるセクションやリズムのキメのような

部分もあると思います。そういったところにメリハ

リをつけることによって 1 曲の中にアクセントが生

まれます。バラードなどでも、切ないシーンもあ

れば希望の見えるシーンもあるでしょう。季節が春

から夏を抜けて秋冬と変わって行く中にストーリー

がありドラマがあるのです。こういったドラマ性を

大事にすることは、歌や演奏にも言えます。照明

を考えたり実際にやってみることで、プレイヤーと

してのメンタル部分の成長につながるでしょう。

　照明を担当する人は、歌詞や楽曲のイメージ、

アーティストのキャラクターなど、様々な情報を総

視覚は最大の演出効果

ライブ・パフォーマンスの大事な要素

照明で楽曲を演出するには

ライブ・イベントやコンサートは、ステージに上ってパフォーマンスをする「演者」だけでは行えません。特に音響や照明、

舞台装置（大道具、小道具、特殊効果、映像効果など）という、直接的に舞台の演出に関わる人たちとの相互理解はとても大

切です。「表舞台」に立つ演者と共に、そのパフォーマンスをより効果的に見せる（魅せる）ことが「裏方スタッフ」の役割です。

今回は、その中でも自分たちの演奏をよりステキに演出する「照明」の効果について考えてみましょう。

▲操作も持ち運びも簡単なモバイル・ライティング・セット　elite / LED Power Party Bar
　価格：3 万円（実勢価格：2 万 3,000 円前後／税抜）



D
iG

iREC
O

.J
R

 44
｜
A
U
G
・
2021

37

合して色やタイミングなどを計算しなければな

りません。そのためには、「楽曲を事前に十分聴

き込んでプランを練る」という作業が必要とな

ります。軽音楽部のライブなどでは、部員が照

明を担当することがほとんどだと思います。ま

た、大会などの大きなイベントでは、外部の照明

スタッフにお任せすることもあるでしょう。どち

らにしても、大事なのは前もって資料（楽曲の音

源や歌詞カードなど）を提出し、楽曲ごとに「照

明の要望」を伝えることです。もちろん、これは

音響スタッフにも同じことが言えますが、ライブ

の当日に初めて聴いた、セッティング図の要望に

は「おまかせします！」とだけしか書いていない

…では、スタッフが最大限の効果を演出すること

はできません。セット図や要望書といった資料は

必ず〆切までに提出しましょう。しかしその前に、

要望を出すために自分たちがまず、この曲にどん

な照明が合うのか、どんな効果が良いのかなどを

理解しておく必要があります。

　照明という分野や照明機材に対して、機材が重

そう、熱で暑そう、操作や色彩についての専門的

な知識が必要そう、といったちょっと取っ付きにく

いイメージがあるのではないかと思います。しか

し、それは昔の話。LED ライトが登場してから照

明業界は一変しました。LED を使用した照明機材

は、操作が簡単で寿命が長く熱もありません。し

かも、家庭用電源で基本的には大丈夫（念のため

教室のアンペアとコンセントの口は事前に調べお

きましょう）で、値段もかなり低価格になりました。

最近では教室や視聴覚室ぐらいの広さであれば十

分な機能と操作性を持ったローコストな照明機材

も登場しています。

　基本的に照明は、灯体（光源が仕込まれている

ヘッド部分）とスタンド、そしてそれらをつなぐケー

ブルがあればできてしまいます。本当は「立体的」

にあてた方が効果にいろいろなバリエーションを作

れるので、足元や後ろ、上からそれぞれ演者に向

けるもの、まわりの壁や客席に向けるもの、演者

を個別に狙う「スポットライト」などがあると最高

なのですが、これらをすべて一気に揃えようと思う

と、安価になったとはいえかなりコストがかかりま

す。しかし、あるとないとでは大違いなので、ど

れか１つでも所有していると他校の生徒などが見

た時にビックリすると思います。あとは、状況と環

境によってグレードやオプションを考えていくわけ

ですが、例えば、灯体の数やストロボ機能の有無、

操作に必要な人数…など、ライブ本番を想像して

考えてみると良いでしょう。

　より複雑でオリジナリティーのある舞台照明にし

たいのであれば、いくつもの色の組み合わせやパ

ターンをプリセットでき、フェーダーでリアルタイ

ムに調光できる「調光卓」と呼ばれるコントロー

ラーがあるととても便利です。イマドキの照明機

材の最大のポイントは「デジタル化」です。各照

明は、端子があれば「DMX512」というデジタ

ルケーブルでつなげることができます（ワイヤレ

スの機材もあります）。それによってシステムさえ

組んでおけば、コントローラーで複数の照明を 1

人で操作できるようになります。照明機材も日々

進歩しているのです。

　では最後に、もう少し具体的にケースに応じた

照明機材について考えてみましょう。持ち運び

も操作も簡単で、しかもコストもあまりかから

ないのは、elite（イーライト）の「LED Power 

Party Bar」のようなモバイル・ライティング

セットです。こうした機種の優れているところは

付属のフットスイッチで、内蔵されたプログラム

パターンをプレイヤーがステージ上で切り替えた

り、照明のオン・オフをすることができます。ま

た専用ケースも付いているので、取り扱いがラク

なことも利点です。1 台約 3 万円ほどで揃えら

れると思います。最近ではこういった「お手軽セッ

ト」でも DMX512 ケーブルでの複数台接続が

可能なので、様子を見て 2 台 3 台と増やしてい

くと良いのではないでしょうか。

　本格的に「照明による演出」をするつもりで、

調光卓やスポットライト、フットライトなどを揃

えようとすれば、周辺機材を含めて 40 万円ぐ

らいはかかってしまうかもしれませんが、演劇

部やダンス部などの照明を必要としている部活

動と共同で購入するという手もあるかもしれま

せん。しかし、機材が増えれば増えるほど、プ

ログラミングや操作、管理、持ち運びなどが大

変になってきます。もしかすると、部員の中に「楽

器より照明や音響の方が楽しい」「照明係として

音楽に関わりたい」という人もいるのではない

かと思うので、軽音楽部の中に「照明部」を作っ

てしまうのも面白いかもしれません。ぜひチャ

レンジしてみてください。

イマドキの照明機材

照明機材を手に入れよう

▲灯体とスタンドには、それぞれキャリングケースが付属します ▲灯体は方向や角度を自由に調節することができます ▲専用のフットスイッチでも照明のオン／オフが操作可能です

▲LEDなので本体が熱くなることがなく、取り扱いも簡単です ▲背面には各種ボタンやDMX端子、コンデンサーマイクを搭載 ▲付属のスタンドを使用すると足元から照らすこともできます
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ー サウンドクリエイターの仕事について教え

てください

樗木：「音楽を作る仕事」というのは次の 2

つに分類することができます。1 つは作曲を

メインとする「コンポーザー」という職種で、

自身の楽曲を制作したり、第 3 者に提供する

など、純粋に曲を作る仕事のことを言います。

もう1 つはゲームやアニメをはじめ、映画や

CM など、ある作品に付随した音楽全般を作

る仕事で、そこに従事する人たちのことを「サ

ウンドクリエイター」と総称しています。ここ

数年、サウンドクリエイターを志望する学生

が増えているのですが、人気の背景にあるの

は、SNS をはじめとするツールでの「動画投

稿」にあると思います。例えば、米津玄師さ

んが好例だと思うのですが、「良い歌だな…」

というところから始まり、「この人はどういう

仕事をしているんだろう？」とか「普段は何を

やっているんだろう？」という風に調べてみる

と、自身で歌って、作曲をして、編曲をして、

動画を編集して…と、すべてをこなしているん

ですよね。そういった部分からも、サウンド

クリエイターという職種が身近に感じられて

いるのではないかと思います。

ー 入学前に、ある程度の演奏スキルや知識

は必要ですか？

樗木：専門学校は何も知らない状態で入学し

ても、しっかりと授業を通じて指導し、卒業

させる…というのが 1 つの目的ですので、特

に必須の知識やスキルというのはありません。

ただ、「あれば良いな…」というスキルはあって、

例えば、パソコンで作曲をするので、パソコ

ンの操作に慣れていないと、最初の段階で戸

惑ってしまうかもしれません。音楽ソフトでな

くても良いので、「パソコンの基本的な操作に

慣れておく」というのは、やっておいた方が

良いと思います。

ー この仕事の楽しいところや、やりがいを教

えてください

樗木：音楽が好きで、作曲に興味があって…と

いうことで就く職業ですので、まず仕事その

ものが楽しいと思います（笑）。やりがいの部

分で言いますと、いろいろな人たちに自身の

音楽を聴いてもらうことになるので、そこも

楽しいと感じる点ではないでしょうか。

ー この仕事の大変なところを教えてください

樗木：作品に携わるという立場上、「締め切り」

のある仕事なので、どうしても時間に追われ

てしまうという部分では、大変に感じること

があると思います。また、一から作品を生み

出さなくてはいけないので、どうしても煮詰

まってしまったり、アイデアが思い付かないと

いう時にも大変な思いをすることがあります。

ー この仕事は、どんな人にオススメですか？

樗木：ネットサーフィンが得意な人にオススメ

です。例えば、何か気になることがあったら

調べ物をしたり、物事を掘り下げていける人

というのが、作曲の仕事に向いていると思い

ます。というのも、曲が出来上がったら、「は

い、おしまい」ではなくて、そこから何回も「こ

うしたら良いんじゃないか？」とか「こっちの

方がもっと素敵かも…」という風に見直しを

したり、改善を繰り返していくことになります。

「はい、曲が完成した！さぁ、次だ！」という

のではなく、どんどんと掘り下げていける人

の方が性格的にも合っていると思います。

ー サウンドクリエイターとして、仕事をするた

めに大切な要素は何でしょうか

樗木：1 つ目は「コミュニケーション能力」で

す。意外と作曲やモノを作る仕事というのは

自分一人でやるイメージがあるかもしれない

のですが、実はたくさんの人たちとコミュニ

ケーションを取りながら進めていくことにな

るので、周りの人と対話をしながら仕事にあ

たることが大切です。

　2 つ目は言い方が難しいのですが、「頑固

さ」のようなものが必要になります。繰り返

しになりますが、いろいろな人たちと関わる

ことになるので、当然、様々な意見を聞くこ

とになります。音楽は人によって捉え方や好

みが分かれるものなので、その際に自分自身

の中に「芯」がないと、「自分はどういう作品

を作りたかったのか？」ということを見失い

がちになるので、そういう意味での、頑固さ

が必要だと思います。

　3 つ目は「持続する力」です。ここ数年、

サウンドクリエイターの人気が高まっている

ほか、定年というのがなく、ずっと続けてい

くことができる仕事なので、人数も増えてい

ます。そういった中で、簡単に辞めることは

できますが、ある1 つのことがうまくいかなっ

たからといって、そこですぐに諦めるのではな

く、どんどん努力を重ね、ずっと続けていく

ことが大切なので、持続力も必要な要素の1

つだと思います。

音楽やエンターテインメントにまつわる職業や業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なのでしょうか。今回はサウンド

クリエイターの仕事について、専門学校東京ビジュアルアーツの樗木（ちしゃき）先生に伺いました。

仕事は周りの人との対話が大切です

職業としての音楽／エンタメ業界 2021

▲ゲームやアニメなどに付随した音楽を作る仕事です ▲パソコンやキーボードを駆使して楽曲を制作します

業界インタビュー
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ーテレビや映像の仕事について教えてください

内藤：非常にたくさんの職種があるので、す

べてを説明することはできないのですが、テ

レビを例に挙げると、番組を作る上での中心

になる「制作スタッフ」という仕事があります。

その中にアシスタント・ディレクターやディ

レクター、プロデューサー、もっと細かいと

ころでは、リサーチャーや編集マン、MA、

音響効果、放送作家といった職種が挙げられ

ます。その制作スタッフの両脇を固めるのが、

「技術スタッフ」と「美術スタッフ」です。カ

メラや音声、照明などが技術系の仕事で、大

道具や小道具、持ち道具、メイク、衣装など

が美術系の仕事になります。細かい部分の言

い方の違いや、さらに細分化されるものもあ

ると思いますが、テレビをはじめ、映画や

ミュージックビデオ、CM などの「映像を制

作する」という仕事で考えると、制作・技術・

美術の 3 つに分類することができます。

ー 入学前に、ある程度のスキルや知識は必要

ですか？

内藤：番組制作や技術、美術に関する仕事は、

なかなか高校生のうちから体験したり、経験で

きる分野ではないので、特に必要なスキルや

知識はありません。ただ、「高校生の間にやっ

ておいた方が良いことはありますか？」という

質問をいただくことが多いので、そこでお伝え

しているのは、テレビや映画、ミュージックビ

デオや YouTube など、プロが制作した番組や

作品をただ見るのではなく、様々な視点で視聴

する姿勢をオススメしています。制作の裏側で

あったり、「どういう意図で、こういう番組構成

にしているのだろう？」「どんな手法で、こんな

撮影をしているのだろう？」という点に注目した

り、気にしながら視聴するのは高校生のうちか

ら実践できると思います。ボーッとテレビを見

ながら笑うのではなく、制作の背景を意識しな

がら視聴することができると、そこから新たな

興味が湧いたり、意欲が高まってくるものなの

で、オススメです。

ー この仕事の楽しいところや、やりがいを教え

てください

内藤：1 つ目は、いろいろな職種や業種の方々

と仕事ができるのが、やりがいの 1 つに挙げら

れます。ミュージシャンや俳優、お笑い芸人や

タレントなど、芸能界で活躍されている方をは

じめ、専門家の監修が必要な番組の場合は医

師や弁護士、国家公務員や大学教授など、な

かなか普段は話を聞くことができなかったり、

接することがない方々と仕事をすることができ

ます。2 つ目は、特にテレビの仕事に言える部

分なのですが、視聴者の反応がダイレクトに伝

わってくる点です。例えば、自分が担当した番

組はオンエアを確認するのですが、その際に

Twitter で視聴者の投稿をチェックしています。

テレビ番組や映像媒体というのは視聴してくれ

た人たちの感想をダイレクトにキャッチしやすい

メディアなので、そこが仕事のやりがいにも直

結すると思います。

ー この仕事の大変なところを教えてください

内藤：一概には言えない部分もあるのですが、

テレビにしろ、映画や映像作品にしろ、いわ

ゆる本番までの「仕込み」の部分が最も大切

であり、大変に感じる部分だと思います。撮

影の開始／終了時間をはじめ、こだわりたい

部分や修正が必要なところなど、編集にあて

る時間もかかるため、いわゆる「9 時に出社

して、18 時に退勤…」という世界ではない、

勤務体型が特殊な業界です。また、特に地上

波の番組は撮影や編集のタイムリミットがと

てもシビアなので、そこへのプレッシャーも

あると思いますが、それらを上回るくらいに

楽しくて、面白い業界です。

ー この仕事は、どんな人にオススメですか？

内藤：好奇心が旺盛な人に向いていると思いま

す。テレビや映画をはじめ、映像作品全般に言

えることですが、「面白い」「感動した」「すごい」

と視聴者が口にするなど、この業界は人々の

感情に問いかけていく部分が大きい世界です。

その際、新しいアイデアを盛り込んだり、切り

口を変えてみることが大切であり、これまでやっ

てきたものを続けていくだけでは飽きられてし

まうので、想像力を駆使できる人や何事にも興

味や関心を持てる姿勢が重要です。また、特に

映画やミュージックビデオは最新技術や表現方

法を積極的に取り入れる分野なので、そういっ

た業界の動向やトレンド、新しい技術にも目を

向けていくことになります。結果的に、それが

興味や関心、好奇心につながるように、どんな

部分にも「こだわりを持つこと」が大切です。

これが「仕事」ではなく「作業」になってしま

うと、どんどん質が低下し、つまらないものに

なってしまいます。映像制作に関わる仕事とい

うのは、いわゆる 1 つの「表現者」ですので、

どんな番組にしろ、作品にしろ、こだわりを持っ

て臨む姿勢が必要だと思います。

音楽やエンターテインメントにまつわる職業や業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なのでしょうか。今回はテレビや

映像に関する仕事について、専門学校名古屋ビジュアルアーツの内藤さんに伺いました。

こだわりを持つことが大切です

職業としての音楽／エンタメ業界 2021

▲最新技術を駆使したプロジェクション・マッピング実習 ▲撮影した映像に特殊効果を施す技術も授業で学びます

業界インタビュー
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ー サウンドクリエイターの仕事について教え

てください

下條：ポップスの曲を作ったり、アーティ

ストに楽曲を提供したり、一方では、ゲー

ムの音楽を作ったり、テレビやニュースの

BGM を制作するなど、端的に言うと「音楽

（音）を作る仕事」です。ユニークなところで

は、映画やテレビ番組などに臨場感を与える

「フォーリーサウンド（効果音）」を作ること

もサウンドクリエイターが手がけており、例

えば、刀が「カキン、カキン」と鳴っている

イメージに近い音を作るのも仕事の1つです。

ー 入学前に、ある程度の演奏スキルや知識は

必要ですか？

下條：専門学校では、基礎的なところから学

校のカリキュラムで指導を行うので、楽器の

演奏やパソコンでの音楽制作が未経験でも、

まったく問題なく進められるような環境を整

えています。高校生のうちからやっておいた

方が良いのは「たくさんの音楽を聴く」とい

うことでしょうか。なぜかと言うと、人間は

見たり、聞いたりしたものからしか、アウト

プットができないんですよね。今まで聴いて

きた楽曲や音楽ジャンルが元となり、多種多

様なメロディーやコード進行、アレンジなど

を生み出すことができると思うので、ぜひ選

り好みをせずに、いろいろな音楽を聴いてお

くことをオススメします。

　また、これは教員としての私のポリシーで

もあるのですが、本当に良い作品やアレンジ

しか誉めないようにしています。何でもおだ

てて、褒めてしまうと、それ以上の能力を引

き出せなくなってしまうと考えており、あえ

て厳しい目で評価し、本当に「良いな！」と

思ったものしか褒めないように心がけていま

す。それに、言われた側の本人も、場合によっ

ては 100% 納得していないものの、作品を

提出した…ということがあると思います。そ

れなのに「良いね！」と言われてしまうと、

あまり良い気持ちがせず、不完全燃焼に終わっ

てしまうと思うので、学生とはシビアに向き

合っています。

ー この仕事の楽しいところや、やりがいを教

えてください

下條：仕事の大半を一人で行うものなので、

どうしても大変に感じたり、しんどくなって

しまうことがあります。ですが、そういう思

いをしながら作ったが曲がリリースされ、い

ろいろな人たちが聴いてくれたり、「良かった

よ！」といった感想が聞けた時はホッとした

気持ちになり、「作って良かったな…」という

風に、やりがいを感じます。

ー この仕事の大変なところを教えてください

下條：作業自体は一人で行うのですが、その

先には依頼者である「クライアント」がいま

す。その方々と一緒に仕事を進めていく中で、

相手は音楽や楽曲制作の知識や経験が豊富な

わけではないので、先方からの要求や難題を

噛み砕いて、最大限に良い結果を出せるよう

にしなくてはいけない部分が大変に感じます。

ここのボタンを掛け違えていると、出来上がっ

た結果が望みのものではなかった…となり、

残念な結果に終わってしまうので、相手の要

求をくみ取る姿勢が大切です。

ー サウンドクリエイターとして、仕事をする

ために大切な要素は何でしょうか

下條：1 つ目は「向上心」だと思います。音

楽はファッションと同じで、日々進化を続け

ており、どんどんシーンが変わっていくもの

なので、そういった部分にしっかりとアンテ

ナを向けられて、適応することが大切です。

楽曲の作風も、ずっと同じようなものばかり

を作るのではなく、ヒップホップやローファ

イなジャンルも手がけるなど、幅広く対応し

ていける姿勢や柔軟さが必要だと思います。

　2 つ目は「円滑なコミュニケーション能力」

です。楽曲を制作したり、アレンジを施してい

く上で相手の要望をくみ取り、それを体現しな

くてはいけないので、そこでのコミュニケーショ

ンがとても大切です。また、表現が抽象的になっ

てしまった際に、相手が本当に伝えたいことを

うまく誘導し、解決に導いてあげる「気遣い」

も必要な要素の 1 つだと思います。

　3 つ目は、仕事全般に言えることかもしれ

ないのですが、「楽しめるかどうか？」という

点です。サウンドクリエイターの仕事は一人

で部屋にこもって作業をすることが多いので、

思い通りのものができないと、気持ちが暗く

なったり、焦ってしまうことがあります。で

すが、そんな大変な状況の中でも、良いフレー

ズができた時に「やった、できたぞ！」とい

う風に一人で小躍りができると良いですね。

単純なことではあるのですが、そういった少

しの変化を楽しめたり、自分の作品を好きに

なれるポジティブな思考の人というのが、こ

の仕事に向いていると思います。

音楽やエンターテインメントにまつわる職業や業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なのでしょうか。今回はサウンドクリエイ

ターの仕事について、日本工学院専門学校のミュージックアーティスト科／サウンドクリエイターコースの下條先生に伺いました。

相手の要求をくみ取れる力が大切です

職業としての音楽／エンタメ業界 2021

▲カリキュラムに基づき、基礎的な部分から丁寧に指導 ▲ DAW ソフトを駆使し、楽曲や BGM、効果音を制作

業界インタビュー














